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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　ごく普ふ通つうの家庭に育ったまともな高校生です。とは、残念ながら言えない。

　一いつ般ぱん人なら引くレベルのスーパーヒーローオタク。それが僕の父だ。父は子供の頃ころからスーパーヒーローが好きで、家の押入を開ければ、未み開かい封ふうの特とく撮さつヒーローフィギュアが詰つめ込まれている。鑑かん定てい番組に持って行けば相当な金額になると思う。

　一般人なら引くレベルの美少女キャラオタク。それが僕の母だ。父同様、押入には美少女キャラのフィギュアがあるが、それだけならまだいい。父よりひどいのは、四十目前で下着が見えそうなミニスカートのコスプレをする事だ。本気で止やめてほしい。

　そんな両親から生まれた僕の姉妹きようだいも、相当にコアなオタクに育っている。

　姉は母の趣しゆ味みを色いろ濃こく継けい承しようし、美少女キャラをとことん愛している。コスプレをするのは母を見て育ったのだから、しょうがないとしよう。ただ、エロゲーをプレイして「○○ちゃんを××したいよぉ！」とか放送禁止用語を叫さけばないでほしい。反応に困る。

　妹はＢＬラブすぎて困る。美少年キャラの妄もう想そうで終わってればよかったのに。僕と友人から始まり、最終的には僕と父──。思い出すだけで背筋が凍こおるのでこの辺で。

　そんな家族と一いつ緒しよにいたのだから、僕も当たり前のようにオタクになっている。けれど、四人と違ちがって特定の何かが好きってわけじゃない。

　新しいアニメは偏かたよる事なく観みるし、ＢＬにも耐たい性せいはあるし、激しいバトルを繰くり広げるロボットや格好いい男が出るアニメも大好き。巨きよ乳にゆうキャラや貧乳キャラ、お姉様キャラだって妹キャラだってすべて愛している。

　こんなふうに節操がないから、真性オタクの人から、にわかオタクと呼ばれる時もある。趣しゆ味みが、アニメ世界の美少女を想おもっての現実逃とう避ひでも、にわかオタクらしいです。凄すごい世の中だね。

　そんな僕が誰だれにも言っていない（言えない）譲ゆずれない夢がある。それは……。




　二次元の女の子と結けつ婚こんすることだ！




　え～と、引き気味の君。何を言っているのか分からないって顔している君。大だい丈じよう夫ぶ。そんな事は分かっているよ。夢でも何でもない。ただの妄もう言げんだよ。分かっているさ。でもね。




　これが現実にできたら面おも白しろい！




　え～と、自分の頰ほおをつねって夢じゃないか確かく認にんしている君。力士みたいに、両頰を叩たたいて夢から覚めようと頑がん張ばっている君。大丈夫。夢じゃないよ。まぎれもない現実だ。でも、結婚はできないっていうのも分かってるさ。だったらせめて。




　二次元の女の子と付き合いたい！




　え～と、幻げん聴ちようかと思って耳じ鼻び科かの診しん察さつ券を出している君。買ったばかりの綿棒が無くなる勢いで耳みみ掃そう除じをしている君。大丈夫。君たちの耳は正常だ。耳鼻科医師でも何でもない僕が保証するよ。

　うん、さすがに僕も引いてきた。分かってる。さっきも言ったけど、こんなのは夢でも何でもない。ただの妄言だよ。それは分かってるけど……。三次元の女の子に、ナノ単位で興味が湧わかないんです。

　ヒーローになれという理由で、僕を殴なぐって鍛きたえようとする父を止めない母、所構わず僕に抱だきついてくる姉、僕と美少年のプレイを想像する妹。こんなのと一緒に暮らしてきて、興味を持つと思う？

　二次元並みに可愛かわいくて優やさしい女の子がいれば、興味が湧くかもしれないけど、そんなのは、無理だと分かっている。だから、こんな夢（現実逃避）を持ってしまうんだよね。

　普通じゃない家族から逃にげる為ために、高校への進学と同時に一人暮らしを始めた。自由な生活を満まん喫きつし、日々バカな夢想にふけり、高校で二度目の桜が散り終わった今日この頃ごろ。差出人はおろか、僕の住所も書かれていない封ふう筒とうが郵便受けに入っていた。





『真しん藤どうヒイロさん。貴方あなたは選ばれました！

　紙に叶かなえたい夢を書いて、同どう梱こんしてある封筒に入れて、送り返してください。一億円欲しい！　世界を征せい服ふくしたい！　宇宙旅行へ行きたい！　貴方のどんな願いも叶えます！』






　何だろう、これ？　不幸の手紙みたいな新手の悪戯いたずら？　住所も書いてない封筒に入れて送り返せば、願いが叶うって？

　まったく、僕を何だと思っているんだ。こんなバカげた悪戯に引っかかるほど暇ひまじゃないよ。……………………………………………………………………ポストはどこだっけ？

　分かるよねっ!?　誰だって試ためしたくなるでしょっ!?　書いた願いはあれだよ！

　……もう、僕の事は放ほうっておいてください。




『二次元の可愛い彼女がたくさん欲しいです。願わくは、いつか結婚！』




　いきなり結婚じゃなく、恋れん愛あいを含ふくめて願いを書く僕って律りち儀ぎだよね。夜にはアニメＢＤブルーレイに夢中になって、手紙の事なんか忘れてしまっていたけど。







　第一章　出会い×三







　しまったぁ！　学校に遅ち刻こくする！　深夜アニメ観み終おわった後にゲームなんてするんじゃなかった。『食パンを口に咥くわえて走る』というアニメによくあるシチュエーションを僕が体験するとは思わなかったよ。

「ひこふはへに、ふくひんはふへんにふくはふは、はほひっほん！」

　恥はずかしいぐらいの大声で言った自分の言葉を通訳させていただきますと「遅刻前に福ふく音いん学園に着くバスはあと一本！」。

　角を曲がって大通りに出れば、バス停ていまでの距きよ離り、直線約五百メートル！　百メートル走十三秒台前半で走る僕をなめるなよ！　この距離は、本気で走っても間に合わない可能性大なんだからねっ！

　自分に対してツンデレをかましながらネクタイを振ふり回し、角を曲がった直後。

「きゃっ！」

「うわっ！」

　何かにぶつかって咥えていたパンが宙を飛び、落下していく。尻しり餅もちをついた僕の視線の先には、チェック柄がらのスカートから伸のびる、白くて眩まぶしく光る太ももがあった。

「何なのよ、もう！　痛いわね！　ここで待機っていうからいたのに！」

　太ももが怒おこっている。って違う！　やばい！　太ももから視線が動かない！　頑張れ、僕の視線！

「ちょっとアンタ。大丈夫？」

　何とかして視線を声がした方へ向ける。太もも……改め女の子が僕に手を伸ばしていた。

　途と端たん、僕の視界は限界を超こえた処理能力を発揮する。彼女以外の物を全すべて白く塗ぬりつぶし、彼女だけの世界を創造した。……可愛いなんてレベルじゃない。可愛いという言葉じゃ足りないぐらい可愛い。

「いつまで私に手を伸ばさせてる気？」

　手を伸ばしたまま僕を見ている彼女。まずい、見み惚とれてた。伸ばされていた手は取らず、自力で立ち上がる。こうした方が格好いいでしょ？　えっ？　違うの？

「だ、大丈夫です」

　ズボンについた埃ほこりを軽く払はらい、視線を再び彼女へ向ける。彼女は右手を軽く握にぎり、人差し指を下した唇くちびるに軽く当てて僕を見ている。何、この二次元仕草。それが似合うから尚なお可愛いです！

「なるほどね」

　腕うでを組んで見下すように僕を見ている。

「寝ね坊ぼうして遅刻しそうで急いでいて、曲がり角を曲がった先に女の子がいて、その子とぶつかり運命的な出会いっていうイベントか。ベタすぎない？」

「……はい？」

　何を言ってるんだ、この人は？　疑ぎ問もん符ふを浮うかべた僕を気にもとめず、地面に落ちたパンへ視線を落とした。

「これ朝ご飯？　駄だ目めにしちゃってごめんね」

「い、いえ。大丈夫です」

　本当に人間かと疑いたくなるぐらい可愛くて、言葉を返すだけで緊きん張ちようしてしまう。

　改めて彼女を見る。僕と同じ高校の福音学園の女子制服に身を包んでいた。

　大きくて丸い目。サイドポニーテールにしている髪かみは、綺き麗れいな艶つやをしている。ほどよく育っている胸。スカートから伸びるニーソが似合う綺麗な太もも。まるでお嬢じよう様さまのような雰ふん囲い気きを全体から醸かもし出している。
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　これでもかと萌もえ属性があるのに、僕の脳内ＨＤＤに保存されていないのは何故なぜ？　女子が着けるリボンが赤色って事は、同学年のはずなのに。去年の体育祭や対たい抗こうイベントの時に、胸が大きい子とか萌えポイントが多少なりともある女の子は、だいたい脳内リストアップしたはず。何度検けん索さくしても、やっぱりいない。

「ねぇ」

　やばい、じろじろと見すぎたかも。変態ってばれたかもしれない。

「は、はい！　な、なんでしょうかっ!?」

「急いでいたみたいだけど、大丈夫なの？」

　急いでた理由を思い出すと同時に、乗る予定のバスが僕たちの横を走り抜ぬけていった。

「……あはは。もう、遅刻決定なので」

　落らく胆たんした僕を見て、彼女は小さく息を吐はいた後に微笑ほほえんだ。

「遅刻、という事は福音学園に行くんでしょ？　だったら、私と一緒に来なさいよ」

　スマホを取り出し、二言三言喋しやべった数秒後。黒くて長い車が僕の前にやってきた。これってあれだよね？　リムジンだよね？

　運転席のドアが開き、白い手て袋ぶくろ、丸まる縁ぶち眼鏡めがね、黒い服を着た『ザ・爺じい』が降りてきた。ゆっくりと僕の前にあるドアを開き、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「お嬢様、お待たせいたしました。ご友人もどうぞ」

「さぁ、乗って」

「あっ、はい」

　断る前に雰囲気に押され、初リムジンに乗車。雰囲気同様、本当にお嬢様だったんだ。ってかリムジンって本当にすごい！　内装や大きさなんかは当然、普ふ通つうの車と違ちがうけど空気まで違う！　ここは異世界ですかっ!?

　リアクションを取りたいけど、せっかく立った恋愛フラグ。自分がフラグクラッシャーになるのは、あまりに勿もつ体たいない。こういう時、悠ゆう然ぜんと構えていれば女子側から告白されたり……。ええ、ただの妄もう想そうですよ？　悪いですか？　自分から動くなんて怖こわくて無理です！

「爺。真しん藤どうが遅刻しないよう頼たのむわね。遅刻したら執しつ事じを辞やめてもらうわよ」

　どこか楽しげに彼女は爺に告げた。

「かしこまりました。久く檀だん家に仕え、四十と二年二ヶ月。必ずや真藤様を学校に間に合わせてみせます」

　いや、かしこまっちゃ駄目でしょ！　僕の遅刻が仕事を左右するなんて！　手を合わせて、爺が執事を続けられるように祈いのるしかないじゃないか！

　僕が乗るはずだったバスを追い越こし、寝坊したのが噓うそのような時間に学校へ着いた。これで爺は執事を続けられるし、良かった良かった。

　爺がドアを開け、僕と彼女がリムジンから下車すると周囲の視線が集まっていた。それはそうだろうね。こんな高級車が学校の前にあったら、誰だれだって見るに決まってる。

「あれって……オタク同好会の会長だよな。隣となりにいる可愛かわいい子は誰？」

「なんであんな奴やつがあんな可愛い人と……」

「爆ばく弾だんってどこで売ってる？　屋上にあるオタク同好会室に仕し掛かけてこようぜ」

　あれ？　視線が集中する理由が、僕の思っているのと違うような。周囲が殺意で充みち満ちてるのは気のせい？

　まぁ、そんな事はどうでもいいか。隣で微笑んでいる彼女に体を向ける。

「あ、ありがとうございます」

　……結局、恋愛フラグを折ってしまった。いや、立ってすらいなかったのかな？

　緊張しすぎて全く話せなかったし。例えば、プレイして泣いたゲームを紹しよう介かいしたり、オススメのアニメを紹介すれば、評価が上がったかもしれない。逆に下がるって？　そんな事は分かってるけど、僕にはそれぐらいしかできないんですよ！

　きっとこれが最後だ。隣に立つ彼女の姿を脳内ＨＤＤに名前を変えて複数保存しよう！　ばれないように眼球だけを上下に動かして、まずは全身を保存。胸や太ももなど、萌えポイントは別に保存してっと。うん、ＯＫ！　これでもう、忘れる事はない！　胸や太ももだけの写真を見ても、彼女だって分かる！

「そ、それじゃあ僕は行きますね」

　世界で一番綺麗な回れ右をして、歩みを進めた。あぁ！　すごい勿体ない！　もっと話していたい！　もっと見ていたい！

　十メートルほど歩いて振り返る。彼女は軽く手を挙げ、小さく微笑んでくれていた。

　彼女が車に乗ると爺がドアを閉め、僕に一礼し再び運転席に戻もどっていく。あぁ、しまった。名前ぐらい訊きいておけばよかった。

　後こう悔かいの念が残る中、リムジンが駐ちゆう車しや場のある方へ走っていく。高級車が消えて数秒後。

「ぬうぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉうっ！」

　もう限界だ！　あんな可愛い子を目の前にしてよく理性を抑おさえていたよ！　周囲の目なんて知るか！　どうせオタクの変人だって知られているんだ！　今いま更さら、どんなレッテルを貼はられたって構うもんか！

　うん、生徒指導の中なか村むら先生に連行されるまでは平気と思ってたんだけどね。精神科の病院を紹介されるほど、僕は奇き声せいを上げていたらしい。結局、二年三組の教室へ着いたのは予よ鈴れいが鳴った直後で、せっかく早く着いたのが無意味になってしまった。

「おはよう、会長」

　席に着くと、前の席に座っているオタク同好会副会長の田た丸まる君が挨あい拶さつをしてきた。

「おはよう、田丸君」

「会長、両手を広げて机の上に並べて」

　何だろう？　彼の声がいつもと違う。体育教師の様な野太く低い声になっている。それに、声と雰囲気から感じるこの威い圧あつ感かんは何？　指示された事を断れない。

　広げられた両手を見て田丸君がぼやく。

「にわかオタク君。一応、確かく認にんしておくけど奇声を上げる前に一いつ緒しよにいた可愛らしい女の子は誰？　もしやと思うけど、彼女じゃないよね？」

　なるほど、見ていたのね。

「どう見たら彼女に見えるのか分からないけど、まずは僕の薬指をひねるのを止やめてもらっていいかな？」

「指輪はないね。言っておくけど、にわかオタクの分際で福音学園オタク同好会を立ち上げ、会長になった真藤ヒイロという男がリアル彼女なんて作ったら……コノ世カラ消スゾ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕にリアル彼女なんて生しよう涯がい無理だよ。だから、両手で一本の指をひねるという高等技術を止めてもらっていいかな？」

「分かった、信じよう。でさ！」

　田丸君の声が普ふ段だんの可愛らしい女性にも近いトーンに戻る。

　でも、田丸君。いつか言ったけど、その中性顔か高い声。どちらかを止めてくれないかな。男子の制服を着ているからまだ男と認識できるけど。本当に目覚めてしまうから止めて。妹が喜びそうな事を現実でやりたくないんです。

「この衣装を来月のバイト代で買おうと思うんだけど、どうかな？」

　雑誌が目の前に置かれ、田丸君がある一着を指さしている。それを見て、僕は即そつ決けつ。

「止めた方がいいと思う」

「えぇ～っ。可愛いのにぃ～」

　可愛いから止めてって言ってるんだけど。女装が趣しゆ味みでもゴスロリ衣装はさすがに引く。僕のために止めて。本当に目覚めてしまうかもしれないから止めて。

「おら、お前等。席に着け。ホームルームを始めるぞ」

　茶ちや髪ぱつを風になびかせ、チャラ男にしか見えない数学を教えている森もり町まち担任が入室してきた。言葉遣づかいが荒あらかったりと外見同様で教師らしくないんだよね。

　この学校の教師に関しては、ほとんどがこんな感じだけど。まともな学校とは言えないのだから、こんな教師を見ても納なつ得とくしてしまう。

「さ～って。出席なんかは見たら分かるから取らないからな」

　ほらね。まともじゃないでしょ？

「でだ、お前等。唐とう突とつだが転入生を紹介するぞ」

　出来が良かったテストを親に見せる子供のように、ニヤニヤしながら森町担任は口にした。気持ち悪くて、クラス全員が不快な顔を先生に向ける。

「んだよ、お前等！　その気持ち悪い物でも見たような顔は！」

　僕たちは更さらに視線を強めた。

「あぁ！　分かったよ！　悪かったよ！　これでもメンタル弱よえぇんだから止めろよ！」

　落ち込んだように顔を元に戻す森町担任。分かればよろしい。

「でだ。その転入生。お前等がびっくりするような美少女だぞ！」

「おぉー!!」

「ゴクリッ」

　うん、男子の奇声に似た歓かん声せいと生なま唾つば飲むモーションの擬ぎ音おんを口に出すのは認めよう。それに美少女だって言ってるのに、男と同じリアクションを取る女子は何なのかなっ!?　ただでさえ女子に飢うえてる男子のチャンスを奪うばうのを止めてあげてください。

　僕？　二次元並みの美少女でなければ、三次元になんて興味ないよ。理解できない生物の三次元女子なんてっ!!　朝の彼女ぐらいなら、皆みんなと同じように奇声を上げましょう！

「よ～し、じゃあ入れ！」

　廊ろう下かに向けて声を出す森町担任。ドアから太ももが見えた瞬しゆん間かん。

「ゴクリッ」

　太ももが教室の外へ退たい避ひした。足を踏ふみ入れた瞬間に生唾飲む音が聞こえたら食われると思うよね？　太ももが超ちよう綺き麗れいで僕も生唾飲んだけども、とりあえず落ち着こうか、皆！

「食わないから大丈夫だ。入ってこい」

　森町担任の発言にツッコミを入れたいけど、踏み入れようとした太ももと返事した「はい」の声が、脳内ＨＤＤに引っかかった事が気になってツッコミなんてどうでもよかった。

　名前を大きく黒板に書き、こちらへ振ふり返った美少女。

「初めまして。久檀梨り香かっていいます。これからクラスの仲間になるから、よろしくね」

　やっぱりあの太も──もとい彼女だ！　名前訊けなくて後悔してたけど、久檀梨香さんっていうのか。本人が可愛いと名前ですら萌えられる。にしても可愛い。三次元には興味が無い僕が可愛いと思うんだ。可愛い証しよう拠こはこれ以上、必要ないでしょう！

　僕の方を見て朝と同じように軽く手を挙げ、同じような笑えみを送ってくれる久檀さん。どうやら、事前に会っていた事で特別扱あつかいみたいだ。

　森町担任から真新しい教科書を受け取り、再び見た僕の姿は、田丸君に両手薬指を抜ぬかれそうになっている姿だったに違いない。

「今のうちに指輪をはめられないように引っこ抜いておいてやるっ!!」

「頑がん張ばれ、田丸っ!!」




「大丈夫？」

　空いていた僕の隣に久檀さんが来てくれたのはいいんだけど。久檀さんが話しかけてくれる度たびに薬指が痛む。おそらく田丸君が何かしらの圧力を送っているんだろう。

　証拠に、常つね日ひ頃ごろから女の子に間ま違ちがわれてナンパされた時、身を守る為ために持ち歩いているトンカチを握にぎっているし。何かあったら僕の指目め掛がけて振りかぶる気だろうな。

「だ、大丈夫です」

「真藤、アンタ辛つらそうよ？」

　決して痛みで上う手まく喋しやべれてないわけじゃないんです。田丸君への恐きよう怖ふと、久檀さんへの緊きん張ちようで上手く喋れないだけです。

「ったくしょうがないわね。一時限目が終わったら保健室へ私が連れて行ってあげるわよ」

　クラス中の空気が変わる。正確には、僕に向けられる空気が変わった。

「真藤の奴、いきなりフラグ立ててんじゃねぇよ。一緒に保健室行ったら、ぶっ飛ばす！」

「あの美び貌ぼうをあんなオタクに渡わたす事になるのか……。絶対に認めねぇ！　保健室へ行ったら、自転車で轢ひき飛ばす！」

「梨香ちゃんの体はわたしの物よ！　保健室へ行ったら、わたしも行って彼女を襲おそう！」

　最後の女子、何言ってるんだっ!?

「ごめんなさい。なんか久檀さんと一緒にいると後が怖こわいので一人で行ってきます」

「なによ？　せっかく私が、女の子と保健室へ行って、先生が偶ぐう然ぜん居なくて、女の子が不器用ながらも手当てをするイベントをしてあげようっていうのに。なら、真藤が私に学校案内をするついでに保健室へ行くしかないじゃない」

「久檀さん、僕の現状を分かってますっ!?　久檀さんと二人になるのが怖いんですよっ!!」

「……なによ、せっかく私が連れてくって言ってるのに。……もう、いいわよ」

　えっ？　何で久檀さんが不ふ機き嫌げんそうな感じに？　そしてその寂さびしそうな顔は一体？　あれ？　この流れは何？

「真藤！　ブチ殺ス！」

「わたしの可愛かわいい梨香ちゃんを！　魂たましいまで磨すり潰つぶすっ!!　来世なんか与あたえないわよっ!!」

「もしもし。先日、九百体のわら人形を注文した者です。──百体ほど追加注文を。先日注文した際に渡した写真データは破は棄きして構いません。新しいデータは後ほどメールで送ります。──どこかで真藤ヒイロの髪かみを手に入れて貰もらえれば、追加料金を弾はずみますよ」

　所々で何かぼやいているクラスメイトの声が怖いんですけどっ!?　というか、わら人形を九百体も注文して何をしようとしてたのっ!?

「やっぱり保健室へ連れて行ってください！」

　もう現世で何があっても頑張ります！　たとえ死んでも、来世用の魂は取っておきたい！　わら人形千体分の恨うらみを抱かかえたくはないです！

「ったく、しょうがないわね。最初っから素す直なおになりなさい。保健委員と一緒に連れて行ってあげるから」

　よし、久檀さんの機き嫌げんが直ったのは良し。……ってあれ？

「保健委員と一緒に？」

「当たり前じゃない。二人きりのイベントなんてまだ早いわよ。ま、まぁ、その……あれよ！　私が二人きりでも平気になったら連れて行って、手当てとかもしてあげるわよ！　そ、その時は死ぬぐらいの大おお怪け我がしなさいよね！」

「嫌いやですよ！　死ぬぐらいの怪我ってどんな怪我ですかっ!?」

「そうね。爆ばく傷しよう、靱じん帯たい断だん裂れつ、全身打だ撲ぼく、内臓損傷ぐらいしたら死にかけるんじゃないかしら？　ついでに全身骨折と全身脱だつ臼きゆうしてもらえたら、喜んで保健室へ連れて行ってあげる」

「僕にどんな事故が起きるんですかっ!?　それに保健室じゃ絶対に治ち療りようが無理なレベルだと思うんですけどっ!?」

　久檀さんって変わってる気がする。どうにも会話がおかしい。……そんな些さ細さいな事なんてどうでもいいぐらい、可愛いからいいけど。

　だからか。周囲の空気が殺意から嫉しつ妬とへ変わったのは。僕が楽しげに久檀さんと話してるからなんだね。だから田丸君がトンカチを鞄かばんへ戻もどしてくれないんだね。せめてまともに話ぐらいさせてくれないかな。

　そんな僕の思考を読み、田丸君が後ろを振り返り僕を睨にらんだ。僕だって久檀さんと楽しく話したいんだ！　君には負けない！　という意味を込めて僕も睨み返してみた。

「ごめんなさい！　トンカチを薬指目掛けて振りかぶらないで！」




　久檀さんと保健委員に連れられ、保健室へ来たのはいいんだけど可愛い転入生が来たという噂うわさがすでに流れており、久檀さん見たさに多数のギャラリーが保健室へ来ていた。

「ん～、特に異状はねえな。ただ……」

　元ヤンの女教師で、一部の生徒から違ちがう意味で慕したわれており、常にシャツの第二ボタンまで開けている保健の先生が、僕の指を見て深刻な顔をしている。

「ただ？　ただ、何です？」

　その顔は真しん剣けんそのもので、僕は生唾を飲んで返事を待つ。

「てめぇ等は保健室をなんだと思っていやがる！　暑っ苦しいんだよっ!!」

「僕の指を見て言う事じゃないでしょ！　心臓に悪いですよ！」

　先生が言う事も分かるけど。僕と先生と久檀さんから半径一メートル以外は、多数の生徒で埋うめ尽つくされている。

「本当に可愛いな。見てるだけで自おのずと体温上がってくる」

「体温が上がるの分かるぜ！　マジで最高だよな！」

「彼氏とかいんのかな？」

「彼氏なんているわけないでしょ！　彼女がいるか訊ききたいわ！」

　この学校って教師に負けず劣おとらずで生徒も変わり者が多いよね。変態発言なんて当たり前に聞けるし。ってかなんでこんなに百合ゆりが多いのっ!?　何があった、福音学園っ!?

「真藤、そろそろ二時限目始まるわよ」

「あっ、はい。先生、ありがとうございました」

　席を立つと同時に、教室の時と同じように周囲の空気が変わる。

「真藤っていうのか。覚えたぞ」

「なぁ、誰だれか刃はが付いた物を持ってないか？」

「ちぃ。教室に安全ピンがあったんだが……。上手くやれば殺やれたのに」

「人間って五センチの水があれば、死ぬのよね」

　朝から殺意が僕に向けられる流れは一体何なのっ!?　僕は何もしてないのに！

　殺されそうな気がするので、一目散に保健室を後にしたんだけど……。

「真藤！　アンタ、梨香ちゃんをどこに連れて行ってたのよっ!?」

「てめぇ一人で久檀さんを独り占じめしてんじゃねぇ！」

　教室へ戻っても殺されかけました。可愛いって罪って聞くけど本当なんだね。何故なぜか罰ばつが下るのは僕だけどさ！

　それ以降の休きゆう憩けい時間、久檀さんは皆から質しつ問もん攻ぜめで僕と会話する事は無かった。殺意を感じる事は無くなったけど、かなり寂しかった。




　お昼になり、僕は共同棟とう一階にある購こう買ばい部へ向かった。寝ね坊ぼうしたせいでお弁当を作る暇ひまも、久檀さんに学校まで送ってもらったから買う余よ裕ゆうも無かったわけで。

「あ～……。出で遅おくれた」

　久檀さんに「どこへ行くのよ？」と止められ、お昼を買いに行くと説明してた時間が惜おしまれる。購買部はすでにたくさんの生徒でごった返しになっていた。溢あふれ返る人がいなくなる頃ころには、食べ物が無くなるのが当たり前。なんとか人混ごみに突とつ入にゆうしてみる。

「ん？　おい、こいつ真藤じゃね？」

「なんですってっ!?　こんなにも早く仕留めるチャンスが訪おとずれるなんてラッキーね！」

　即そつ刻こく人混みを離り脱だつ。明らかに僕の命を狙ねらっているような発言が聞こえたんですけど。

　しかし困ったなぁ。食堂の日ひ替がわりランチは僕の嫌きらいなＡランチだから行きたくない。かといって空腹のまま午後の授業は辛いものがある。

「ん？」

　どうしようか悩なやんでいる僕の視界に不思議なものが映り込む。天てん井じように足で張り付き、宙ちゆう吊づりになっている少女がいた。額に手を当て、人混みを見ている。誰かを捜さがしてるのかな？　制服を着ているし生徒みたいだ。めくれたスカートから見えるのが下着じゃなくスパッツなのが残念。下着が見えてたら嬉うれしかったんだけど。

「…………………………………………………………………………………………えぇぇっ!?」

　いやいやっ!!　何を冷静に分ぶん析せきして、自分の欲よく望ぼうを披ひ露ろうしてるのっ!?　何あれっ!?　足が天井にくっついてぶら下がってるように見えるけど、どういう原理っ!?

「あっ！　真藤様、見つけましたです！」

　僕を見つけると少女は天井を走って真上まで移動し、制服の胸むな元もとから焼きそばパンを取り出した。

「これ購こう入にゆうしておきまし──たぁぁっ!?」

「えっ？」

　少女が持つ焼きそばパンを見ていた視界が一いつ瞬しゆんで暗くなり、床ゆかに押し付けられた。

「痛たたっ」

　頭上から痛がる声と、顔を圧あつ迫ぱくする味わった事のない感かん触しよく。脳内で今、自分が置かれている状じよう況きようを俯ふ瞰かん目線で想像する。……何、このラブコメハプニング。

「あぁ、真藤様！　大だい丈じよう夫ぶですっ!?」

　お願いだから早くどいて！　僕の顔にどの部位が当たってるか分からないのっ!?

　少女の肩かたを手て探さぐりで持ち上げる。闇やみから広がった視界には大きめの実りが二つ。やっぱり胸が顔に当たっていた。

「だ、大丈夫？」

　何とか動どう揺ようを隠かくそうと、斜ななめ上にある少女の顔を見て心配する。さっきは天井に張り付いていたインパクトで気づかなかったけど、凄すごく可愛い美少女で、久檀さんを見た瞬しゆん間かん同様に、少女だけの世界が創造された。

　目の前にある胸……じゃなくて！　リボンが黄色だから一年生だ。決して胸を見てるわけじゃなくて、リボンを見てるんだよ？

「はい！　焼きそばパンなら大丈夫です！」

　少女の声に現実の世界が視界に戻ってきた。未いまだに胸周辺から視線が動いてないけど。

「いや、パンじゃなくて君が……」

　自分のやましい心を誤ご魔ま化かすために少女を心配した行動が、間ま違ちがいだったと今になって気づく。どうして、すぐさま立ち上がらなかったのだろう。

　ここはお昼の購買部。人口密度百パーセントを超こえる人が集まっている。女の胸が男の顔にぶつかるハプニングを起こし、今現在も起き上がらず目の前に胸がある状況を楽しんでいるように見える構図。これに気づいた時にはすでに遅おそかった。

「て、てめぇ……。久檀梨香という可愛い転入生じゃ事足りず、巨きよ乳にゆうで可愛いと話題の新入生にも手を出すとはいい度胸だ！」

「もう我が慢まんできない！　誰か、調理実習室にある殺傷能力の高い先のとがった氷を砕くだく時に使うような物を持ってきて！」

「殺傷能力が高いとか説明要いらないよねっ!?　もうアイスピックって言っちゃっていいよねっ!?　そんな物を持ち出されたら本当に死ねるから！」

　人が消えた購買部。残っているのは周囲から殴なぐられ、踏ふみつぶされ、ボロぞうきんのように廊ろう下かの壁かべにもたれて座り込んだ僕と、少女の二人だけだった。

「どうして僕がこんな目に……。ただお昼を買いに来ただけなのに……。理り不ふ尽じんだよ……」

「真藤様、大丈夫です？」

　心配そうに僕の顔をのぞき込む少女。

　リボンの色がさっき確かく認にんしたとおり黄色だから、新入生にあたる。大きな目や丸みを帯びた顔で久檀さんとはまた違う美少女だ。童顔で髪をツーサイドアップにしており、身長が低いことも相まって制服を着ていなければ中学生、いや、小学生にも間違われるかもしれないような幼さがある。声もアニメ声でそれらが絶ぜつ妙みようなバランスで混ざり合い、愛あい玩がん動物のような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　そしてなにより、制服のブレザー越ごしにも分かる胸の発育。低身長にその巨乳は反則な気がします。ロリ系巨乳ってリアルに存在していたんだね。

　あとはこの太もも。久檀さんもかなり良い肉付きをしていたけど、あの生足より圧あつ倒とう的にニーソが似合う太ももが目の前にある。

　いかん、いかん！　いい加減に立ち上がろう！　いつまでも太ももを見てたら、ただの変態じゃないか！

　僕が立ち上がると大丈夫だと分かったのか、少女は安心したような表情になった。

「あっ、そうです！　真藤様にお渡わたししようと購入しておいた焼きそばパンです！」

　ブレザーの胸元からパンを取り出し、僕へ差し出す少女。

「どうぞです！」

「え、えっと……貰もらっちゃっていいのかな？」

　久檀さん同様で、言葉を返すだけで緊きん張ちようしてしまう。

「はい！　奏かなでは真藤様の為ために購入したです！」

　テンションが高くて元気な子だな。ありがたくパンを受け取ろうと手を伸のばす。

「っ!?　くせ者！」
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　少女はいきなり振ふり返り、廊下の壁目め掛がけ何かを投げた。その何かが壁にぶつかると小さな炸さく裂れつ音が一発響ひびく。壁の一部は剝はがれ、そこには小さな虫の死し骸がいが転がっていた。

　……何、今の？　確実に何かが爆ばく発はつしたよね？

「物音がしたので、てっきり隣りん国ごくの忍しのびかと。虫さんには悪い事をしましたです」

　久檀さんもおかしい発言をするけど、この子もおかしい。言っている事が理解できない。

　それより今の爆発は……。ツッコミ入れない方がいいような気がする。うん、止やめておこう。こっちへ向けられたら怖こわい。久檀さんが言っていた爆ばく傷しようが現実になっても困るし。

「あっ、真藤様！　お飲み物は何がいいですっ!?　奏、買ってきますです！」

　嬉しそうに焼きそばパンを抱かかえながら少女は僕に問う。

「え、え～っと……お茶がいいかな」

　勢いに飲まれて答えてしまった。

「かしこまりましたです！　少々、お待ちくださいです！」

　そう言った瞬間、焼きそばパンだけを宙に残して、少女が僕の前からふっと消えた。焼きそばパンはそのまま地面へ向けて落下した。

「はい、どうぞです！」

　再び現れると同時に、お茶を差し出す少女。焼きそばパンを踏んで潰つぶしている事には気づいてないらしい。

　お昼が駄だ目めになって落らく胆たんする僕を見ても気づかず、少女は疑ぎ問もん符ふを浮うかべている。

　急に消えてまた現れた事より、お昼抜ぬきの現実の方がショックが大きくて、どうでもよくなっちゃった。

「それじゃあ、奏は行きますです！」

「あっ！　ちょ、ちょっと待って！」

　僕に背を向けようとする少女に声をかける。フラグが立っているっぽいし、朝の二の舞まいだけは踏むまい。

「さっきから奏って言ってるけど。それって君の名前？」

「あっ、はい！　奏とした事が自己紹しよう介かいを忘れていましたです！　テヘッ」

　自分の頭を軽く小こ突づき、舌を少し出した。これ僕が好きな二次元仕草トップ５フアイブに入るよ！

「海み凪なぎ奏と申しますです！　よろしくお願いしますです、真藤ヒイロ様！」

「あっ、はい。こちらこそ」

　この子は勢いがすごいなぁ。朝もだけど、勢いに飲まれてしまう。何の飾かざり気もないテンプレートな返答ってバカっぽいよね。朝の久檀さんの時もフラグが立ちかけたのに、この子とのフラグも無む駄だにしちゃいそうだ。

「では、失礼しますです！」

　少女もとい海凪さんが視界から消えるまで見送った。

　潰れたパンを拾い、さっきまで一いつ緒しよにいた海凪さんを思い出す。巨乳で可愛かわいいと話題の新入生って言われてるみたいだけど、僕は知らなかったんだよなぁ。噂うわさぐらい届いてもいいもんだけど。

　う～ん。ま、考えても仕方ないか。とりあえずはこのパンをどうしよう。……意を決して潰れた焼きそばパンを口に運ぶ。潰れてるだけで味は一緒だよ。

「うぉりゃあ！」

　教室へ戻もどると同時、叫さけび声と共に田丸君のドロップキックが飛んできた。彼の両足が僕の鳩尾みぞおちへ見事に入り、入り口で片かた膝ひざをついて身もだえてしまった。

「田丸君！　いきなり何をするのっ!?」

　見上げた田丸君の顔は、怒いかりに満ちている。

「会長。身に覚えはないかい？」

　何だろう。あれも怒おこられる理由だし、これもそうだ。ましてやあの事もそうだしその事も怒りそうだから……。どれだ？

「会長、そんなに考える必要があるぐらい身に覚えがあるのかいっ!?」

「分かった、あれだ！　同好会室にある田丸君お気に入りのフィギュアを壊こわして、瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいでくっつけて誤魔化してて、ごめんなさい！」

「初耳だ！　万ばん死しに値あたいする！」

　田丸君は片膝で立っていた僕を床に投げ倒たおし、腕うでに４の字固めを決めてきた。

「痛いっ！　本当に痛いっ！　怒っている原因は何っ!?」

　僕から離はなれると田丸君は教室内にあるプロジェクタースクリーンを下げた。カーテンを閉め、持ち運び可能な小型プロジェクターを起動しスクリーンに投とう影えいする。

　そこには、僕が写った写真が映し出されていた。これは間違いなく購こう買ばい部で起きた事件の写真だ。ただ、画像に手が加えられてあり、僕が少女を引き寄せるように抱だいて、強ごう引いんに顔を胸に押しつけているように見える。って悠ゆう長ちように分析してる場合じゃない！

「撮さつ影えいしたのはいいとして、なんで誤解を招くような加工をして、教室内で大々的に公表するのっ!?」

「オタク同好会会長がイチャラブしてるのは許せないっていうのもあるけど。ほら」

　田丸君が教室内を指した先には、拳こぶしを握にぎったクラスメイトたちがいた。

「美少女転入生とフラグを立て、さらに後こう輩はいともフラグを立てるとはいい度胸だ！」

「あの子のおっぱいはウチが狙ねらってたのよ！　あれがファーストタッチだったら、どうしてくれるのよっ!?」

　皆みんなが怒っている理由が理不尽すぎて理解できないんだけど！

　言い訳をしようとした時、僕の右みぎ肩かたにものすごい重圧がかかった。

「ねぇ、真藤」

　重圧の正体は久檀さんの左手で、僕の骨がきしむ音が聞こえそうな強さで肩を握っていた。僕の隣となりに立ち、怖い笑えみで僕を見ている。

「アンタ、私にお昼を買いに行くって説明してたわよね」

「う、うん。結局、買いそびれた形になったんだけど……」

「ふーん。それはどうでもいいんだけどね。私が訊ききたいのは」

　何故なぜか僕の肩を摑つかむ握あく力りよくが増加した。

「巨乳がいいわけ？」

「……は、はい？」

「だから、女の子のおっぱいに顔を埋うずめるイベントはこんな巨乳の方がいいわけ？」

「何、その質問っ!?　どう答えるのが正解か全く見えないんですけどっ!?」

「真藤、正直に言いなさい。『巨乳がいい』って自分の心のままに言えば、往復ビンタを二十往復で許してあげるから」

「それ、絶対許されてないですよねっ!?」

「いいから答えなさい！　この子みたいなおっぱいに顔を埋めたいのかっ!?　それとも私ぐらいのおっぱいでも埋めたいって思うのかっ!?」

「それ、久檀さんのって言ったらどうするんですかっ!?」

　僕の質問に久檀さんが一いつ瞬しゆんで顔を赤らめる。

「え、えっと……そ、その時は……。わ、私の意見はいいのよ！　さぁ、答えなさい！」

　思わず目が久檀さんの胸むな元もとへ向かう。制服越しにでも分かる膨ふくらみ。さっきの子は本当に巨きよ乳にゆうって感じだったけど、久檀さんも決して小さくはない。どちらかというと、大きい部類に入ると思う。別に僕は巨乳フェチでもなければ、貧乳ラブでもない。そこまで胸の大きさにこだわりはないんだけど。

　僕が胸を見ている事に気づいたのか、肩を摑んでいた手を離し、久檀さんがさらに頰ほおを染め、両手で胸を隠かくす。

「ば、ばか！　なに見てるのよ！」

　あんな質問をされたらそりゃ見るでしょう。これは久檀さんが悪いと思う。……にしても可愛い。……恥はずかしがってる久檀さん、すごい可愛いです！

　そんな姿に喜んでいたら、クラスメイトの怒りに油を注いだらしく。先ほどの購買部同様、ボロぞうきんになって教室の片かた隅すみへ追いやられた。

「どうして僕がこんな目に……理不尽だよ……」

　この台詞せりふ。こんな短時間で二回も言うとは思わなかった。お昼休み終わりのチャイムが鳴らなかったら、どうなっていたんだろう。




　終業ホームルームが終わり、僕は急いで帰路についた。今日は新しいフィギュアが届く日だから、どうしても歩みを急いでしまう。

　グラウンドに降りた途と端たん、僕の視界を左から右へ風切り音と共に何かが横切り、鈍にぶい音が響いた。

「あらら、外しましたわ」

　歩みを止めて、通過した物体を確かく認にんしようと視線を向けると、木に黒い物体がめり込んでいた。

「……これって砲ほう丸がん投げの球？」

　なんでこんな物が僕の視界を横切ったんだろう？　砲丸が木にめり込む勢いって相当な速度が必要だと思うんだけど。もう一歩前に出てたら、僕は死んでいたんじゃないかな？

「これなら外しようがありませんわね」

　木から砲丸がこぼれ落ち、拾おうと腰こしを曲げた直後、轟ごう音おんが目の前の木から鳴り響く。思わず体を木から一歩引くと、今度は木にかなりのプレートがセットされたバーベルが深く突つき刺ささっていた。

「あらら、また外してしまいましたわ」

　どうしてこんな物が木に刺さっているんだろう？　プレートに表記されている重量を見ると、軽く五十キロは超こえてるんだけど。砲丸を拾おうとしてなかったら、当たって死んでたよね？

「今度は砲丸を連投して──」

「さっきから僕を殺そうとしてるのは誰だれですかっ!?」

　ここまでされたら、僕を殺そうとしている事ぐらい気づく。振ふり返り、独り言を繰くり返していた女性の方へ視線を送る。最初は文句を言うために向いたんだけど、そんな事はどうでもよくなってしまった。

　久檀さんや海凪さんとはまた違ちがう美少女がいた。

　長身で長ちよう髪はつの美少女がそこには立っていた。軽くウェーブのかかったパーマを髪かみにあて、どこかおっとりとした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。あの二人に比べたら胸は残念だけど、何度も言うように僕は巨きよ乳にゆうも貧乳も大好きだから問題はない。スタイルもよくて、ファッションショーで歩いていてもおかしくない。リボンが濃のう紺こん色という事は先せん輩ぱいにあたる。

　無意識に僕の視線は上下に動き、彼女の全すべてを収めようとしていた。

　ここまで来ると自分の頭を疑いたくなってくる。久檀さんは転入生だから仕方がないとして、萌もえポイントがたくさんある海凪さんとこの先輩を僕が把は握あくしていないなんて。

「ぼ～っとしているという事は、仕留めるチャンスという事ですわね」

「チャンスじゃありませんよっ!?」

「あらら、意識が戻ってしまいましたわ。残念」

　僕の中で思考がいったん停止した瞬しゆん間かんに先輩が砲丸を手にとって助かった。あと数秒遅おそかったら……考えるだけで恐おそろしい。

「……な、何なんですか、一体？」

　落ち着いたところで先輩に問いかける。やっぱり、言葉を投げるだけで緊きん張ちようするなぁ。せっかく二次元並みの女の子なんだから、スムーズに喋しやべって好印象を与あたえられたらいいのに。

「何がですの？」

「いや、何がって僕を殺そうとしてましたよね？」

「ええ。それが何か？」

　あれ？　僕、間ま違ちがった質問している？　日本の法律では殺人は犯罪だよね？　それを悪びれた様子もなく認めるこの人って……。なんだか久檀さんや海凪さんと同じ匂においがする。

「目に見えるゴミ屑くずが一つこの星から消えたぐらいでは誰も困りませんわ」

「ゴ、ゴミ屑？」

　そう言って首を傾かしげると、先輩は僕を指さす。まさか……。

「ゴミ屑って僕の事ですか？」

「そうですわよ、ゴミ屑真藤君」

　……ショックだ。バカな夢を見ているゴミ屑とは分かっていたけど、正面切って言われるとさすがに落ち込む。うなだれた僕を見て、先輩は満足そうに小さく微笑ほほえんでいる。どこか見下すように感じるのは気のせいじゃないと思う。

「ですが」

　笑うのを止やめると、僕の事を上から下まで舐なめるように見始めた。僕が今日、三度行った行こう為いだけど、やられる立場になると良い気分ではないもんだ。商品価値を見定められている気がしてくる。

「売買できそうなパーツが複数ありそうですし、無傷で逝いってもらう事にいたしますわ」

「本当に商品価値を見定めていたんですかっ!?　どこに売り飛ばす気ですかっ!?」

「それにはゆっくりと時間をかけて、美味おいしいスープを作るように、じっくりコトコトと煮に込こむように……」

「僕の話を聞いてませんねっ!?」

　やっぱり久檀さんたちと同じだった。あの二人同様、どこかおかしい。

「……じゃあ僕は急ぐんで、行きますね」

「ちょっとお待ちに」

　歩みを進めようとした僕を先輩が引き留めた。

「逝いくのなら、臓器の一つや二つ」

「『いく』の字が違います！」

「人はいつか逝くものですわよ」

　駄だ目めだ、ペースが全然こっちへ流れてこない。ずっと先輩のターンのままだ。

「まぁ、それはともかくですわ。ゴミ屑にしては多少なりとも生きる価値があるとわたくしが判を押して差し上げますわ」

「はぁ……どうも」

　それって喜んでいいのかな？

「一万点満点中三点もあげるのですから、歓かん喜きすると良いですわ」

「それって喜んでいい点数じゃないですよねっ!?　本当にゴミみたいな価か値ちしかないじゃないですか！」

　うぅ……。生きててすいません。そんな気分になってきたよ。

　落ち込んでいると、後ろから怪あやしい音が鳴り出す。振り返ると、刺さったバーベルを起点に木が曲がりはじめ、倒たおれる方向は確実に先輩を捉とらえていた。引力に引かれ、加速しだした木を見て咄とつ嗟さに体が動く。

「危ない！」

　先輩の手を取り、一気にダッシュ。僕たちの真後ろで木が倒れた。

　……ギリギリだったよ。一秒でも遅かったら危なかった。土つち埃ぼこりを払はらいながら手の先にいる先輩に視線を送る。

「先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　怪け我がをした様子はないけど念のために問いかけた。

「ええ、大丈夫ですわ」

　先輩の返答を聞いてはいたが、頭に入っていなかった。摑んでいた手が思っていたより小さく、温かくて、なにより柔やわらかい。女の子の手ってこんなに男と違うんだ。

「人の手を摑んで何を気持ちの悪い顔をしてますの」

「えっ……うわっ！　ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて手を離はなす。

「ゴミ屑男子に触ふれられたら、本来磨すり潰つぶす所ですが。助けていただいたわけですし、今回だけは大目に見ましょう」

「あ、ありがとうございます」

　この人、疲つかれる。顔は可愛かわいいのに、ゴミ屑男子呼ばわりしたり。ん？　ゴミ屑男子？

「ゴミ屑男子って事は、僕限定でゴミ屑じゃなくて、先輩にとって男子全てがゴミ屑って事ですか？」

「ええ、そうですわ」

　首を少しだけ傾かしげ、不気味にも捉えられる笑えみで笑った。背筋が凍こおり付いたような気がしたのは気のせいであってほしい。

「この地球が生み出したもっとも汚けがらわしい産業廃はい棄き物ぶつ。それが男子という存在。宇宙に可燃ゴミが捨てられる日が来たら、一人用のロケットブースターを全ての男子に取り付けて、宇宙空間に放出してやりますわ」

　うわぁ。なんか言っちゃってるよ、この人。

「あ、それだけでは問題ですわね」

「はい？」

「美少女以外の女子は不燃ゴミとして捨てられるようにしていただかないと」

「……先輩ってもしかして、とてつもない夢想家ですか？」

　僕も二次元の女の子と結けつ婚こんしたいなんて考えているから、人の事は言えないけど。この先輩みたいに口に出したりしないだけマシだと思う。

「失礼ですわね。美少女が雌し雄ゆう同体になって、添そい遂とげる日を願っているだけで夢想家呼ばわりはひどいではありませんか」

「十分な夢想家な上に、とんでもない変態ですね！」

「世の中にある常識で、人の趣しゆ味み嗜し好こうを全て測れるわけではありませんわ」

「なにを名言的に纏まとめようとしてるんですっ!?」

　話してて楽しいんだけど、この人、言ってることが凄すごくて疲れる上に面めん倒どうだなぁ。

　とにかく、僕を殺そうとした事は置いといて、先輩に怪我はないみたいだし安心した。

「さて、それじゃあわたくしは行きますわ。ごきげんよう、ゴミ屑真藤君」

「……はい」

「？　なんですの、今の間は？」

「いや、えっと……やっぱり訊きいておきます。先輩の名前は？」

　名前を訊こうかどうか悩なやんだ間だったんだけど。ちょっと面倒くさい部分があったり、怖こわい部分があったりするけど、楽しんでいた僕がいたのも事実だ。今後、会う可能性は無いのかもしれない。でも、せっかくのフラグっぽいし名前を知っておきたい。

「夜や華ばな咲さ姫きといいますわ。夜の華に咲さく姫ひめと書きますが、覚えなくても構いません」

「分かりました、○×△先輩！」

「やっぱり覚えてくださいますっ!?　そこまで綺き麗れいに誤ご魔ま化かされると不ふ愉ゆ快かいですわ！」

　覚えなくてもいいって言ったから、覚えなかったのに。おっとり口調が無くなるほど不快だったみたい。校門へ行くまで何度も連呼され、嫌いやでも夜華咲姫先輩と覚えてしまった。

「それじゃあ僕はバスなので、ここで失礼しますね」

　校門の外で夜華先輩に別れの挨あい拶さつを告げる。

「ええ、それでは。助けていただいたお礼はいつか、みっちりとさせていただきますわ」

　そう言い残し、夜華先輩は歩き去った。お礼が一いつ般ぱん人が想像する感謝のお礼ではなくて、ＳＭ女王のお礼のように聞こえて身み震ぶるいした。

　……どうしてここまで気づかなかったんだろう。あんな美少女と楽しげに会話していたんだから、今日の出来事を考えれば分かったはずなのに。気づいた時には、僕の肩かたに重い圧力がかかっていた。

「言わなくても分かってるよね？　オタク同好会会長」

「えっと……田丸君？　いつから僕の事を見てた？」

　肩に置かれた重圧は彼の手だ。

「美少女と手を繫つないで、倒れる木から逃にげるあたりから」

　……終わった。彼の脳内補完でラブコメのワンシーンに変わっているに違いない。

「拷ごう問もん同好会の皆みなさん！　さぁ、やってください！」

「うぉぉぉぉぉぉお！」

　田丸君の号令を合図とし、禍まが々まがしい得え物ものを携たずさえた男女数人が僕を囲み、本日三度目のボロぞうきんになった。

「だから……どうして……僕がこんな目に……理り不ふ尽じんすぎる……」




　ボロぞうきんから回復し、急いで帰路についた。

　それにしても今日は何だったんだろう？　久檀梨香さんに海凪奏さんに夜華咲姫先輩。美少女とのエンカウント率がすごかった。福音学園は美少女抽ちゆう選せん会にでも当選したのかな？　それに初対面の女の子とほとんど話せない僕が、あんな風に喋れるなんて。三人が変わった子だったからかな？

　あれ？　そういえば三人に僕から自己紹しよう介かいしたっけ？　三人とも僕の名前を知っていたけど、何でだろう？

　ま、いっか。久檀さん以外とは会うことはもう無いだろうし、考えてもしょうがない。

　そろそろ宅配便が届くはず。アパートそばのバス停で降り、僕は足早に家へ向かった。

　借りているアパートへ着くと、宅配物の多さで顔見知りになった宅配便のお兄さんが戸と惑まどった顔でアパートの前にいた。

「どうしたんですか？」

　僕が問いかけると慌てた様子で口を開いた。

「真藤さん！　何をやったんですかっ!?　いつか犯罪を起こすかもしれないとは常々思ってましたけど、こんな早い時間から夜よ逃にげの準備だなんて。わたしは真藤さんの味方ですからね！　急いで逃げてください！」

「色々とツッコミたい部分はありますけど、きちんと説明してくれますか？」

　お兄さんの説明を聞いて、僕は急いで部屋に向かった。

　僕の部屋は外階段を上って、二階の中央部分にある。何の変へん哲てつもないワンルームの部屋。部屋の前に、僕の荷物が運び出されており、梱こん包ぽう材が入った段ボールへと詰つめられている。

「ちょ、ちょっとっ!?　何をしてるんですかっ!?」

　質問を無視し、部屋に出入りする人たち。部屋に入ると見覚えのある顔が三つあった。

「あっ、遅おそいじゃないの！　勝手に始めてるわよ！」

　転入生の久檀梨香さん。

「お帰りなさいです、真藤様！　奏、頑がん張ばって荷物運びますです！」

　お昼ご飯を買ってくれた後こう輩はいの海凪奏さん。

「早さつ速そく、お礼に来ましたわよ」

　さっき別れたばかりの夜華咲姫先輩。

　……何故なぜ、この三人が僕の部屋にいるんだろう？

　僕は気づいていなかった。今までの日々は終わり、新しい日々が始まっていた事に。







　第二章　幸せな日々の始まりの日







　啞あ然ぜんとしている僕を尻しり目めにどんどん荷物が運び出されていく。僕の嫁よめ（フィギュア）がディスプレイされた棚たなから一つ一つ丁てい寧ねいに箱に詰められ、ＢＤブルーレイも作品ごとに並べられて大きな箱に入れられている。

「って、悠ゆう長ちように現状を理解しようとしてる場合じゃない！　一体なんですかっ!?」

「大声出して恥はずかしいわよ。真しん藤どう、お茶でも出して。お茶菓が子しはお煎せん餅べいでいいから」

「久く檀だんさん、よく見てください！　急きゆう須すも湯飲みも全部、箱に詰め込まれちゃってますから出せませんよ！」

「わたくし、お煎餅よりクッキーの方が好みなのですが。ゴミ屑くず真藤君の自腹で買ってきてくださいます？」

「ねぇ、夜や華ばな先せん輩ぱい！　僕の話を聞いてましたっ!?」

「お茶にお煎餅にクッキー。あと奏かなでが大好きな大福を買ってきたです！　お金は後で真藤様に貰もらいますです！」

「海み凪なぎさんは手て際ぎわ良すぎだよ！」

　あぁ、もう！　この状じよう況きようは一体何なのっ!?

　久檀さんの意見を取り入れ、海凪さんが買ってきたお茶を飲んで落ち着く事にした。床ゆかに座っている僕の目の前には、女の子座りの美少女が三人もいる。その座り方、すごく魅み力りよく的。気づいたら視線が太もも周辺へ向かってしまっている。

「真藤、落ち着いた？」

　自分の顔が隠かくれそうなお煎餅を頰ほお張ばりながら、久檀さんが訊いてきた。

「落ち着きましたけど、この現状は一体何なんです？」

　実際は三人の美び貌ぼうと太ももに魅み了りようされて落ち着いてないけどね。まずは現状を理解したいので、落ち着いたフリをしよう。

「じゃあ改めて自己紹介でもしておこうかしら」

　久檀さんがポケットから一通の手紙を取り出す。

「はなへほほれほっへはふ！」

　大福を口いっぱいに入れている海凪さん。何を言っているか分からないけど、ポケットから同種の手紙を取り出した。

「流れからいって分かるでしょうけど、わたくしも持っていますわ」

　夜華先輩もポケットから手紙を取り出し、三人が僕の前に差し出してきた。全く同じ手紙だけど、差出人の名も住所も書かれていない。

「見ていいわよ」

　久檀さんの許可をもらい、手に取った。紙が一枚入っており、不思議な事が書かれていた。





『久檀梨り香かが取るべき行動

　三次元へ到とう着ちやくした日の朝に、福ふく音いん町三丁目三番地の曲がり角で待機。

　学業終しゆう了りよう後、下記住所へ』






　下記にはこの部屋の住所と僕の名前が書かれていた。

「ふひはははへのほひへふははい！」

　大福で上う手まく喋しやべれていない海凪さんが何かを言っている。

「見ていいって言ってるのよ。ね、奏」

　久檀さんが訊きくと首が取れそうな勢いで上下に揺ゆらす。その余波で、胸部が大きく揺れていた事を僕は見み逃のがさなかった。胸部への視線をぎりぎりまでずらすことなく、僕は海凪さんの手紙を開いた。





『海凪奏が取るべき行動

　三次元へ到着した日のお昼に、購こう買ばい部にてパンを購こう入にゆうし、対象に渡わたす。

　学業終了後、下記住所へ』






　下記には久檀さんの手紙と同じ事が書かれていた。

「最後はわたくしですわね。まぁ、見なくても想像はつくでしょうが」

　確かに、だいたいの想像はつく。夜華先輩の名前が書かれていて、どういった行動をするべきか書かれており、最後に僕の住所が書かれている。そう書かれていると思って手紙を手に取り開いた。





『夜華咲さ姫きが取るべき行動

　三次元へ到着した日の学業終了後、ターゲットを殺そう。残念な事に多分、死にません。

　殺人未み遂すい後、下記住所へ』






「下記住所の部分は想像通りだったけど、前半部分が想像の斜ななめ上を行ったよっ!?」

「未遂に終わったのは本当に残念ですわね」

「残念でいいですから！」

　三人が僕の名前を知っていたのは、この手紙があったからか。何で僕の名前が書かれた手紙を持っているのかも気になるけど、もっと気になることがある。三人に共通して書かれている謎なぞの言葉。『三次元へ到着』って何？

「まぁ、そういうわけよ」

「いや、久檀さん。そういうわけって言われても分からないですよ」

「二次元の可愛かわいい彼女がたくさん欲しいです。願わくは、いつか結けつ婚こん！」

「へ？」

　久檀さんは覚えのある台詞せりふを口にした。

「アンタの願いで、私たち三人は三次元へ来たのよ」

「…………………………………………………………………………………………なるほど！」

「分かった？」

「はい！　精神科の病院を訊いておいて正解でした！　ちょっと病院へ行ってきます！」
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「分かってないじゃないの！　って本当に病院へ行く準備してるんじゃないわよ！」

　診しん察さつ券は持った。保険証もある。後はこの身一つで事足りる。よし、行ってこよう。

「仕方がありませんわね。奏さん、先ほどの打合せ通りに」

「はい！　奏、了りよう解かいしたです！」

　立ち上がろうとした僕の背後に海凪さんが回り込み、首を押さえられた。背中に感じる柔やわらかさが脳に伝達された刹せつ那な、目の前が暗くら闇やみに墜おちた。




「ん～……」

　柔らかいなぁ、と思って意識を取り戻もどした時には柔らかい物は僕の背中から消えていた。荷物のない僕の部屋で、床に倒たおれている事を理解するのに時間は要いらなかった。

　脳内ＨＤＤに複数保存した太ももが、目線より高い位置に存在している事がその証しよう拠こだ。もうちょっと前に動けば中が見える……って！

「何で僕、鎖くさりで両手を後ろ手にされて縛しばられてるのっ!?　って思ったら足もっ!?」

　這はいずって前に行こうとしても動けなくてようやく気づくなんて！　なんて魅力的な太ももしてるんだよ、久檀さん！

「もしもし、爺じい。部屋の解約準備が終わったからすぐに来て。二人は置いてきてね。──爺がいればまだ会話できるし、爺は耳みみ栓せんでもつけて運転してくれればいいから。もし可能ならアイマスクもしてほしいところだけど」

「視界を奪うばって運転っ!?　そんな事をしたら、確実に事故を起こしますからっ!!」

「あっ、やっと起きたのね。奏が『やりすぎたかもです！』って言ってたから少しだけ心配してたのよ」

「心配している相手を縛るってどうなんでしょうかっ!?」

「これ、後で管理人さんに送っておくから安心してね」

　久檀さんが見せたのは部屋の解約書。それには必要な情報が全すべて書かれており、後は郵送するのみとなっていた。えっ？　ちょっと待って。それがここにある時点で、解約する意思は管理人に伝わっているわけで……。

「お嬢じよう様さま、お待たせいたしました」

　僕を置いて事態が進んでいくんだけど、いったい何なのっ!?　いい加減、荷物を運び出した理由とか、勝手に部屋を解約されてる状況を説明してほしいんですけど！

「爺、真藤を車へ」

「かしこまりました」

　爺に車へ担かつぎ込まれ、まるで誘ゆう拐かいのごとくどこかへ運ばれていく。どこか嬉うれしそうな久檀さんを横目に、移り変わる景色を窓から見ていた。一体、何が起きてるんだろう？

「真藤」

「何です？」

「これからの事なんだけど」

　ようやく話してくれる気になったのかな。

「子供は何人欲しい？」

「いきなり何の話ですっ!?　まるで結婚する恋こい人びとみたいな台詞ですけどっ!?」

「そうね……できれば私は火か葬そうがいいかしら。真藤がどうしても土ど葬そうがいいなら土葬でもかまわないけどね」

「僕のツッコミ聞いてましたっ!?　火葬とか土葬って何の話ですかっ!?」

「一いつ緒しよになったら同じお墓に入るんだから、火葬か土葬かは重要な問題よ？」

「子供の人数うんぬんより更さらに飛びましたよねっ!?」

「着いたわよ」

　会話がかみ合わないまま目的地へ着いたらしい。車から担ぎ出されると、目の前に信じ難がたい光景が広がっていた。

　学校の校門より巨きよ大だいな門があり、そこから延のびる塀へいは一いつ般ぱん家庭の二階を遥はるかに超こえる高さがある。門の奥には見た事がないほどの広大な土地が広がっていた。担がれたまま門をくぐり、更に驚おどろいた。入ってすぐ、一軒けんと呼ぶより一棟むねと呼んだ方が適切な気がする建物が門の左右に一つずつあった。

　広大な土地の中央には、その二つより巨大な建物がある。しかも一つじゃない。三つの建物があり、それぞれが連れん絡らく橋きようで繫つながっている。ここからは見えないだけで、後ろにも建物があるのかもしれない。

「これが今日から私たちが暮らす家よ」

　そう言って久檀さんが指さしたのは、門に隣りん接せつする建物の一つ。

「家、と言っても私の部屋なんだけどね」

　これが部屋？　僕が借りていたアパートより大きい建物を指して部屋ですって？

「じゃあ爺。真藤を運んでもらえる？」

「かしこまりました、お嬢様」

　連れてこられたのは、豪ごう華かなシャンデリアが飾かざられた大きな部屋。いや、リビングかな？　壁かべは女性らしいピンク色で染められていて、僕には眩まぶしい色だ。部屋の隅すみには畳たたみ四畳じようが敷しかれている。そこに座らされ、爺が出て行くのと入れ違ちがいで海凪さんがやってきた。

「真藤様！」

　と僕を呼びつつ、ダイビングヘッドとも取れるタックルを僕の腹目め掛がけてしてきた。

「奏は嬉しいです！　今日から一緒に生活できるなど、くノ一として最高の環境です！」

　抱だきついてもらえるのは嬉しいんだけど、ダイビングヘッドと現在の抱きつかれで、内臓が圧あつ迫ぱくされ上手く呼吸ができない！

　そんな状じよう況きようの中に紅茶を持った久檀さんと夜華先せん輩ぱいがやってきた。

「あらら、なんて羨うらやましい光景なのかしら」

　不気味な笑えみを浮かべた夜華先輩がゆっくりと近づいて、海凪さんを僕から引き離はなした直後、綺き麗れいな回し蹴げりを僕の顔面に決めた。

「次はこれでは済みませんわよ」

　横よこ倒だおれになった僕は、痛さより夜華先輩の下着の色が水色と分かった喜びに満ちていた。

　鎖に縛られたまま這うように座り直し、正面に座る三人に疑問を投げかける。

「いい加減にどういう事かきちんと説明してくださいよ」

「そうね。分かったわ」

　久檀さんが紅茶を飲みながら、僕の疑問に答え始めた。

「私たちは二次元にいたのよ。真藤たちが言うアニメとかそういった世界ね。信じる？」

　そんな非現実的な事は、普ふ通つうなら信じられない。でも、三人がすでに非現実的なんだよね。

　久檀さんはあり得ないほど広大な土地を所有するお嬢様だし。海凪さんは天てん井じように張り付いていたし。夜華先輩は普通じゃあり得ないぐらいの怪かい力りきだし。

　僕の返答がなく間をつなぐためか、久檀さんは紅茶を口へと運んでいた。三人の非現実的な部分もだけど、三人の容姿もまた、二次元から来た証拠と言える。

「三人とも美少女なので信じます」

　僕が反応する美少女だという事が、僕自身が一番納なつ得とくできる理由だと思う。

「ぶっ！」

　僕の発言を聞いて、口に含ふくんでいた紅茶を噴ふき出しそうになる久檀さん。

「び、美少女って！　アンタ、言葉を選びなさいよ！　そ、そんな事をストレートに言われたら……は、恥はずかしいじゃないの……！」

「ありがとうございます、真藤様！　奏は嬉しいです！」

「ゴミ屑くずに褒ほめられても嬉しくありません。できれば此方こちらのお二方に褒めてもらえると」

　三者三様の反応。夜華先輩だけ妙みような返答なのが気になるが、久檀さんは美少女と言われて恥ずかしいみたいだ。

「コ、コホン！　それはともかくよ！　私たちはアンタの願いを聞いて三次元へ来たの！」

「願いってあれですか？　あの手紙に書いた願い？」

「多分そうね。そうして私たちは、二次元の女の子と結婚したいと願っているアホでバカで夢見がちで現実逃とう避ひが趣しゆ味みという哀あわれな男のもとへ来たってわけ。理解した？」

「その僕の説明を理解したくないですけど……外れてないから理解します」

　落ち込んできた。確かに二次元の女の子と付き合いたいとか結婚したいって思ってるけど。アホでバカで夢見がちだけど。そういう夢を描えがいて現実逃避してる哀れな男だけど。

「そんなに落ち込まないで安心しなさいよ。たとえアンタが二次元の女の子と結婚したいと願っているアホでバカで夢見がちで現実逃避が趣味という哀れな男で今のところ特にいいところも見つからずただの変態みたいなやつという印象しかないけど好意はあるから！」

　もう分かったよ！　僕の評価はそれでいいから繰くり返さないでよ！

「それで、どうしてここに住むことになるんですか？」

「あっ、それは奏の意見ね」

　久檀さんが言うと海凪さんが元気よく手を挙げた。

「奏は二次元でくノ一だったのです！　だから、同じ所に住まなければいけないです！　奏が真藤様のアパートに住み込むと言ったら、久檀様が──むぐっ！」

　久檀さんが慌あわてて海凪さんの口を塞ふさぐ。どうしたんだ？

「な、なんでもないのよ、なんでも！　ほら、男女二人で一つ屋根の下って色々とマズイじゃないっ!?　それなら男女四人で一つ屋根の下にしたほうがいいと思って！」

「男女四人でもマズイと思いますけどっ!?　僕の意見も無しで話を進めたんですかっ!?」

　海凪さんの口を解放し、久檀さんが僕に耳打ちをしてきた。

「善処してあげたんだから感謝しなさいよ。咲姫先輩なんてアンタを殺して三人で暮らすって言ってたのよ。それを何とか止めて現状に持ってきたんだから」

　まさか本当にやらないとは思うけど。放課後の事を考えるとやりかねない。

「一人で暮らしていて、咲姫先輩の凶きよう行こうに怯おびえるか。それとも私たち三人と暮らすかって言われたら後者でしょ？」

　僕は無言で頷うなずく。

「あらあら？　どうしてわたくしを見て、そんな脂あぶら汗あせのような物を滲にじませているのかしら」

「な、なんでもないです！」

「おかしなゴミ屑ですわね。まぁ、わたくしは美少女と暮らせれば何でもいいのですが」

　やっぱりこの人、変態だ。二人を見て息を荒あらげているし。

　まぁ、とにかくこうなってしまった以上は仕方がない。

「妙な縁えんですけど、これからよろしくお願いします」

　さっき見た解約書を考えると、アパートは明日にでも解約されるだろう。実家に帰ればいいかもしれないけど、実家から学校へ通うのはきつすぎるし、何よりあの人の傍そばにいたくない。正直、あれに比べたら夜華先輩の攻こう撃げきなんて軽いもんだよ。

　簡単にＯＫって言っちゃったけど、今日からこの美少女たちと暮らすんだよね……。

　改めて三人を見てみるけど、やっぱり本当に二次元と遜そん色しよくない美少女だよね。見れば、見るほど……ってあれ？

「三人ってどこかで見たことがあるような……」

　僕の記き憶おく内にある二次元作品を思い浮うかべる。ぼんやりと、まるでモザイクがかかったように思い出せない作品が三つある。

「真藤、アンタ『恋こいに恋する前に』ってギャルゲー知らない？」

　久檀さんが口にした作品名を聞いて、モザイクが綺麗に消えていく。その中のキャラクターと久檀さんが一いつ致ちした。

「久檀さんって、制作会社が納得のいくエンディングができなかったのに、発売日を延期せずに発売して、メインヒロインなのに途と中ちゆうまでしか攻こう略りやくできなかった『恋恋コイコイ』の久檀梨香っ!?」

「そう！　あの中ちゆう途と半はん端ぱなところで、制作会社からのお詫わび文が表示されるヒロインよ！」

　どこか自じ慢まんげな瞳ひとみで腕うでを組む久檀さん。僕もちょっと目が輝かがやいていると思う。芸能人に出会った一般人の心境に近い物があるかもしれない。

「って事は二人も？」

「はいです！　奏は『海あおと空あおの境界線』っていうアニメから来たです！」

「『海と空の境界線』？　……あぁっ！　思い出した！」

　毎回、お風ふ呂ろのシーンがあって、肌はだ色いろ率が高かったオリジナルアニメだ！

「海凪さんは一国を治める城に仕えるくノ一だよね？」

「そうです！　『雑用から暗殺まで何でもお任せです！』が売りのくノ一です！」

　その売りを押してはいるんだけど、雑用をやらせても暗殺をやらせても、ドジや天然で失敗して、時には戦争まで起こしかけるのが海凪さんのキャラなんだよね。いつでも明るい笑顔で皆みんなから好かれるキャラだった。

「じゃあ夜華先せん輩ぱいは？」

「わたくしは『私は彼女たちを愛せない』というライトノベルですわ。ご存じかしら？」

「思い出しました。……主人公が可か哀わい想そうすぎるラノベですね」

「知っているとはさすがゴミ屑くず真藤君ですわね。あんな男を可哀想とは思いませんわ」

　夜華先輩はひどいな。先輩がいたラノベは、女の子しかいない学園へ転入した少年が主人公の話で、周囲は百合ゆりばかり。どうしてもモテたい主人公は、女の子になれば好かれるという結論を出して、飲めば一時的に女の子になれる薬を飲んで奮ふん闘とうする話なんだけど。

「良いところで男に戻もどり、周囲から殴なぐられるんですよ。可哀想じゃないですか」

　あれ？　周囲から殴られる経験を今日だけで何度かしたような……。

「わたくしが狙ねらっていた中学生を奪うばおうとしたのですから、当然の報むくいですわ。そもそもわたくしたちの学園にゴミ屑がいるという事自体が許せないのですから、殺されかけて当然でしてよ」

　そういう理由で言っていたんですね。納得です。先輩のキャラクターは転入してきた主人公に、屋上から砲ほう丸がんを百個投げるような人物でしたもんね。

　にしても、三人のキャラは好きなのに、なんで今まで気づかなかったんだ？

「もしかして真藤。自分の記憶が曖あい昧まいで不安になってるんじゃないの？」

「えっ？　どうして分かったんですか？」

　久檀さんが言うように、僕は不安になっていた。好きなキャラ、好きな作品が分からなかった事が僕を不安にさせている。記憶障害でも起きたのかと病気を疑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。真藤だけじゃなくて世界中の皆が私たちの事を忘れてるから」

「へ？」

「正確に言うと、私たちと会っている間だけ、私たちが関かん与よしているゲームやらの記憶が無くなるのよ。だって問題でしょ？　空想上のキャラクターが現実にいるなんて」

　言われたらそうだ。事実、彼女たちは実際いるわけだし、知られたらワイドショーなどで騒さわがれてもおかしくない。

「でも、一体誰だれが？」

「奏、知ってます！　この手紙をくれた人がやったです！」

　元気よく手紙を掲かかげる海凪さん。

「そうなんだ。海凪さんはこの手紙をくれた人に会ったの？」

「海凪じゃないです！　奏って呼んでほしいです！」

「えっ？」

　いきなりのお願いに声が裏返ってしまった。会った日に名前を呼び捨てはさすがに……。

「海凪さんじゃ駄だ目めなの？」

「駄目です！　これから奏は死ぬまで忠義を尽つくす所存です！　つまりは主従関係になるです！　それが苗みよう字じで呼ばれてはちゃんとした主従関係は成り立たないです！」

「まぁ……分かるような分からないような。……えっと奏──ちゃんでいいかな？」

　いきなり敬けい称しよう無しは僕にはできない！

「む～っ！」

　海凪さんは頰ほおを膨ふくらませ、怒おこってるモーションをした。ヤバッ、すごい可愛かわいい！　外見の雰ふん囲い気きと小柄さが相まって愛あい玩がん動物を思い浮かばせるこの感じ！　愛めでたくなる！

「なら分かったです！　夜のお世話もするようになったら、奏って呼んでほしいです！」

　夜のお世話って……。僕が想像している事で合っているのだろうか？

「か、奏！　何を言ってるのよ！　よ、夜のお世話なんて！」

　久檀さんが急に声を上げた。

「別におかしい事じゃないです！　仕えていたくノ一と主あるじができちゃったなんて、よくある話です！」

「そ、そういう問題じゃなくて！　そ、その真藤の夜のお世話は……わ、私が……」

　久檀さんの声がどんどん小さくなる。最後は何を言っているのか全く聞こえなかった。

「と、とにかくそんな事はいいのよ！　真藤、アンタは奏をどう呼ぶのよっ!?」

　顔を真っ赤にした久檀さんに急いで答えるように急せかされる。

「さっきも言いましたけど、僕は奏ちゃんって呼びますよ」

「はい！　お願いします、真藤様！」

「待って。海凪さ──じゃなくて。えっと……奏ちゃん」

「早さつ速そく、奏って呼んでくれたですね！　何です、真藤様っ!?」

「僕が名前で呼ぶのに、奏ちゃんが真藤様っておかしいと思うんだ。だから、敬けい称しよう抜ぬきで名前を呼んでほしいな」

「……はい！　では、ヒイロ様！　改めてです！　これから奏は、死ぬまでヒイロ様に忠義を誓ちかいますです！」

　敬称は付いたままだけど、奏ちゃんは嬉うれしそうに何度も僕の名を連呼している。そんなに嬉しいものなのか？　そういえば、奏ちゃんが出ていたアニメでは一度も名前で他人を呼んでいなかった。殿とのとか姫ひめ様とかお侍さむらい様とか、その人の地位や役職を示す名で呼んでいた。

　真藤と呼ぶだけでも嬉しかったのに、名前まで呼べるようになって、さらに嬉しかったのかな？　それならいいんだけど。

「でしたらわたくしも、呼び名を変へん更こうさせていただきますわ。わたくしは、狙ったゴミ屑くずに殺意を抱いだく為ために、名前で呼んで貰もらうようにしていましてね。ですから、ゴミ屑真藤君はわたくしを咲姫とお呼びになっていただけるかしら？」

「理由が理由なんで名前で呼ぶのが嫌いやなんですけど……」

　殺意を抱かれる為に名前で呼ぶって。理にかなってなさすぎる。

「そうですの。でしたら、わたくし今すぐにキッチンから包丁を持って来る必要がありますわね。名で呼ばれないというので、殺意が湧わきましたから」

「ちょっとおかしいですよねっ!?　殺意を抱く為に名前で呼ばれたいって言っておきながら、それを否定したら殺意が湧くって！　何をどうしても殺意が湧くんじゃないですかっ!?」

「ここで人生を終わりにするのと、孫の顔を見るまで生きる可能性に賭かけるのと、どちらがよろしくて？」

　それ、選せん択たく肢しになってない気がする。

「……分かりました。でも呼び捨ては無理なんで咲姫先輩って呼ばせてもらいます。だから先輩も名前で呼んでください」

「そう。仕方ありませんわね。それではヒイロ君への殺意が十パーセントしかアップしませんが、今はそれで許しておきましょう」

「一応訊ききますけど、呼び捨てにしていたら何パーセントアップしてたんです？」

「百パーセント」

「ですよね！　訊いた僕がバカでしたよ、咲姫先輩！」

　この人、本当に怖こわい！　ドＳすぎるし、ド変態すぎるし！

「……なによ。楽しそうにしちゃって」

　久檀さんがぼそっと何かをつぶやいた。久檀さんの方へ視線を向けると、横を向き、僕と目を合わせてくれない。

「久檀さん？」

「……フンッ！」

　呼びかけてもこっちを向いてくれない。何かしちゃったかな？

「え～っと、久檀さん？」

「私の気持ちに真藤が気づくまで、そっちを向かないっていうイベントしてるわけじゃないからね！　……べ、別に呼ばれ方とか気にしてて、それに気づいてほしくてやってるわけじゃないから！」

　僕には「私がどうしたらそっちを向くか考えなさいよ！」って言ってるように聞こえる。呼ばれ方がどうとか言ってるけど……。

「……もしかして名前で呼んでほしいとか……？」

　ここまでの流れを考えるとそんな気がする。

「そ、そんなわけないじゃない。真藤に名前で呼ばれたからって向くわけ──」

「そうですよね。そんな子供じゃないですしね」

　となると何だろう？　他ほかに何かあるかな？

　僕が考えていると、久檀さんの横顔があからさまに不ふ機き嫌げんなものになっている。

「ゴミ屑ヒイロ君。とても気に入らないのだけれど」

　咲姫先輩が僕の隣となりに寄ってきて耳打ちをした。ただ、僕の太ももをグリグリと、親指で力ちから一いつ杯ぱい押すのを止やめてほしいんだけど。本気で痛い。

「咲姫先輩、理由が分かるんですか？」

「というか、分からない貴方あなたがおかしいんではなくて？　明らかに名前で呼んでほしいって言ってたと思うのだけれど」

　小声で問いかけると、咲姫先輩も小声で返答してきた。

「だって本人が否定してたじゃないですか」

「梨香さんは素す直なおじゃないんですのよ？　美少女愛好家のわたくしが言うのですから間ま違ちがいありませんわ」

「その肩かた書がき、信じますよ」

　最後に力一杯、親指で太ももを押され、咲姫先輩は僕と距きよ離りを取った。

　よし、咲姫先輩の助言を参考にしてみよう。

「えっと……久檀さん。僕、これから梨香さんって呼んでもいいですか？」

　不機嫌だった久檀さんの顔に変化が起きる。引き攣つったように笑ったかと思うと、恥はずかしそうに頭を軽く搔かきはじめた。その後に腕を組んで、久檀さんは口を開く。

「ま、まぁ真藤がそう呼びたいのなら、そう呼べばいいわ。だ、だから私はヒ、ヒヒ、ヒイ、ヒイロ……って呼ぶから」

　今にも消えそうな声で僕の名を呼んだ。

「はい、分かりました。えっと……じゃあ……り、梨香さん。よろしくお願いしますね」

「わ、分かったわよ。よ、よろしく。えっと…………ヒ、ヒイロ」

　顔を真っ赤にして照れたように僕の方を向く。咲姫先輩の助言通りにしてよかった。梨香さんは恥ずかしそうだけど嬉しそうだ。

　にしても照れてる梨香さん、すごい可愛い！　この顔だけでご飯三杯ばいはいけるね！

「真藤も納なつ得とく……じゃなかった。コホン！　ヒ、ヒイロも同どう棲せいに納得したみたいだし、そろそろ食事にしましょうか」

「賛成です！　奏、お腹なかペコペコです！」

「食後のデザートは三人でお風ふ呂ろに……ハァ、ハァ」

　爺じいがやってきて、僕はようやく鎖くさりから解放された。説明する段階で外してくれてもよかったんじゃないかな？　部屋を出ると同時に、前にいた梨香さんが振ふり返って口を開く。

「言い忘れた。ヒイロのグッズとかはヒイロの部屋に入れておいたから。一階にあるキッチンの隣がアンタの部屋で、その隣が私。私の隣が奏。二階の一番奥が咲姫先せん輩ぱい」

　咲姫先輩が僕たちの部屋から遠い理由を訊こうと思ったが「察しなさい」という梨香さんの視線を感じ、理解した。食後のデザートに二人の裸はだかがどうのこうのと考えている人の部屋を、近くに置きたくはないんだろうね。

　かなり広いダイニングに移動すると『同棲生活記念』という垂れ幕がかかっており、北ペ京キンダックやフカヒレのスープ、豚ぶたや七面鳥の姿焼き、高そうなネタで握にぎられた寿す司しやブランド牛のステーキなど、多種多様の国を代表する料理が食しよく卓たくに並んでいる。

　しかし、本当にすごい家だよなぁ。この料理が並ぶテーブルの長さは十メートルを超こえている。部屋数だって異常だ。全部で十七部屋あるらしいけど、今日まで住んでいたアパートより多いよ。

　今思えば、さっきの部屋も規格外だった。畳たたみ四畳じようが小さく見えたんだから。あんな部屋が十七室もあるなら、確実に僕が住んでいたアパートよりこの建物は大きい。

　くだらない会話をし、料理を食べながらこの家の事を考えていて、今いま更さらな疑問が浮うかぶ。

「そういえば、こんな広大な土地ありましたっけ？」

　自転車でこの付近を走ることもあった。けど、こんな大きな塀へいがあった記き憶おくもないし、こんな大金持ちがいたなんて聞いたこともない。

「ヒイロ様の願いを叶かなえた方が改変したです！　さっき言った記憶の操作と同じです！」

「へぇ～。じゃあ三人の記憶は？　三次元で暮らしていた記憶とか。それに他の人たちの記憶はどうなってるの？」

　例えば、奏ちゃんと咲姫先輩は福ふく音いん学園にいた事になっているはず。いきなり生徒が増えたら学校側が疑問に思うはずだ。

「その辺も適応済みです！　奏たちが元々いた事になってるです！」

　奏ちゃんの言う事が本当なら凄すごい事だよね？　だって、世界を創つくり変えたって言っても過言じゃないんだから。一体、誰だれにこんな事ができるんだろう？

　美少女の三人と逢あえたのは嬉しいけど、周囲からの攻こう撃げき、何とかならないかなぁ。すぐに回復してますけど、本当に痛いんですよ。

　ステーキを口に運んでいた梨香さんが会話に参加する。

「私たちの記憶は、二次元での記憶が主ね。三次元についてはほとんど理解してないけど、二次元の設定をそのまま引き継ついでいるわけだし、大だい丈じよう夫ぶよ。二次元と変わらず、私はお嬢じよう様さまのままだし」

　梨香さんは楽観的だなぁ。

　けど、言う通りだと思う。三人は三次元へ来て、この世界の住人になっているんだから、今更、過去の事を考えても仕方がない。これからを楽しく生きていけばいいよね。

　食事が終わり、僕たちはダイニングから直通で行けるお風呂へ向かった。もちろん、別々で入るよっ!?　そりゃあ、一いつ緒しよに入りたいけどそんなの無理だし、そんな事をして学校でばれたら……想像するだけで恐おそろしい。

　家の大きさに比例してるのか、やっぱりお風呂も規格外なんだ。

「岩の露ろ天てん風呂って、個人の家にあっていいお風呂じゃないよね」

　岩から湧わき出ているのは多分温泉。男女別になっており泳げるぐらい広さがある。温泉通の方。ここに秘湯があります。かなり気持ちがいいです。

「もう、最高ですわ！」

　テンションが上がった咲姫先輩の声が隣から聞こえてきた。確かにこのお風呂にテンションが上がるのは頷うなずけ──。

「ちょ、咲姫先輩っ!?　どこ触さわってるのよ！」

「いいではありませんか！　女同士なのですから！」

　咲姫先輩のテンションが上がっているのは違ちがう理由みたいだ。……まぁ、そっちの理由も頷けるけど。

「二人がじゃれている間に、奏はヒイロ様のお背中を流しに！」

「抜ぬけ駆がけは、許さないわよ！」

　この岩でできた壁かべの向こうには、どんな光景が広がっているんだろう。

「奏は、こうしてやるわ！」

「ふえっ!?」

「あぁ！　梨香さん、ずるいですわ！　わたくしも！」

「ふえぇっ!?　二人でおっぱい触らないでです！」

　……お風呂の熱と相まってのぼせそうです。
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　脱だつ衣い所の外にある男女共用スペースでマッサージ機を使い体をほぐしながら、火ほ照てった体を冷ましていると、白いワンピースを着た咲姫先輩が上を向き、鼻を押さえながら出てきた。どうやらあの二人の裸は刺し激げきが強すぎたらしい。僕の隣にあるマッサージ機に腰こし掛かけ、スイッチを入れた。

「これから毎日、あの裸ら体たいと付き合えるなんて楽園ヘブン以外のなにものでもありませんわね」

「それは良かったですね」

「あら、いらしたのねゴミ屑くずヒイロ君」

　鼻血を止めようと上を見ていたので、僕の姿を発見できていなかったようだ。血が止まり、咲姫先輩はようやく僕の方を向いた。

「あの～……。できればゴミ屑って付けるの止めてもらえると嬉うれしいんですけど」

　自覚しているとはいえ、何度も言われるとさすがに傷つく。

「分かりましたわ、ゴミ屑ヒイロ君」

「分かってないですね……」

「冗じよう談だんですわ、ヒイロ君」

　悪戯いたずらが成功したような笑えみを浮かべる咲姫先輩。僕の心臓が軽く跳はねた。咲姫先輩も二次元作品同様、やっぱり可愛かわいいんだよな。性格がだいぶ痛いのも、同じだけど。

「それにしても許せないですわね。あんな美少女が貴方に好意を抱いだいているなんて」

「好意？　誰が？　誰に？」

「この鈍どん感かんさも腹立たしさを増ぞう幅ふくさせますわね。いいですこと？　これだけは言わせていただきますわ」

　咲姫先輩がマッサージ機から降り、僕が乗っているマッサージ機に乗ってきた。まるで馬乗りのような体勢になり、人差し指で僕を指さしながら、詰つめ寄ってきた。簡単に唇くちびるがぶつかりそうな距離に先輩の顔がある。僕に興味がないのは知っているけど、さっきから落ち着かない心臓の鼓こ動どうがどんどん強くなっていく。

「わたくしは貴方が美少女と付き合う事は許せませんわ。けれど、美少女を悲しませる事も許せません」

「は、はぁ……」

「ですから、こういう案を出しておきますわ。わたくしと貴方が付き合い、わたくしが他の二人と付き合います。そうすれば美少女も悲しまず、貴方の夢も叶うというものです」

　笑いながら何を言っているんだ、この人は？

「分からないって顔をしていますわね。簡単に言うと、ゴミ屑ヒイロ君が美少女と色いろ恋こい沙ざ汰たなんてありえませんわ。なら、わたくしがゴミ屑ヒイロ君と付き合って、わたくしが三股またいたします！　そしてわたくしは美少女と、死ぬまでハァハァします！　という事です」

「長く説明してますけど、さっきの説明と違うのは、最後のハァハァだけですよねっ!?」

「そこが重要なのですわ！」

　咲姫先輩は興奮すると、口調が強くなるようだ。

　でも、僕と付き合うと言ってくれるのはどんな理由だろうと嬉しいもんだね。

「まぁ、貴方がわたくしに告白する勇気が湧わいたら告白なさい。待っておりますから」

　咲姫先輩の顔が怖こわい笑みに変わった。

　……考えたらそうだ。梨香さんも言ってたじゃないか。僕を殺して三人で暮らすとか。もし、咲姫先輩と付き合ったら、デートとかしてる最中に命を狙ねらわれる事になる。

　想像しただけで脂あぶら汗あせが出てくる。いつか咲姫先輩が普ふ通つうに接してくれたら、考えてみようかな。

　咲姫先輩がマッサージ機から降りようとした時、誤ってリクライニングのボタンを押してしまい、バランスを崩くずして僕に抱きつくような形になってしまった。

　慌あわてて起こそうと肩かたを摑つかんだと同時。

「ハァ～、気持ちよかっ──」

　首からスポーツタオルをかけ、花が描えがかれた薄うすピンクのパジャマを着た梨香さんがお風呂から上がってきた。そして、僕と咲姫先輩の状じよう況きようを見て立ち尽つくす。

「……な、何をしてるのよっ!?　咲姫先輩を襲おそうなんて！　この、変態ヒイロ！」

「なんで僕っ!?　状況から見て、咲姫先輩が襲ってるように見えなくもないですよっ!?」

「私と奏の裸を見て鼻血を出す女子が、男子のアンタを襲うわけないじゃない！」

「確かにそうですよね。…………ってそれだと僕が襲ってると認めちゃう！」

　咲姫先輩がゆっくりとした動作で、マッサージ機から降りた。甘いシャンプーの香かおりが鼻先をくすぐって顔が緩ゆるみかけた。けど、ここでそんな表情を見せたら梨香さんへの誤解が解けそうにない。

　僕もマッサージ機を降りて弁解しようとしたら、咲姫先輩が口を開く。

「安心なさって結構ですわよ、梨香さん。わたくしはヒイロ君とおしゃべりしていただけですわ」

　咲姫先輩が僕の代わりに弁解してくれた。

「そ、そうなの？」

　説明だけじゃ納なつ得とくできなかったらしく、梨香さんは僕を見ながら問いかけてきた。

「そうですよ。僕と咲姫先輩はただ話をしていただけです」

「ただ話すだけでどうしてそんな密着する必要があるのよ？」

「いや、色々と重なってこうなってしまっただけで。だいたい、梨香さんがどうしてそこまで気にするんです？」

　僕が突つっ込んで訊きくと、梨香さんは一歩引き下がった。

「そ、それは……！」

「なんです？」

　胸むな元もとで人差し指をツンツンしながら言い淀よどみ、顔を赤らめて斜ななめ下を向いてしまった。なんだ？　どうしたんだろう？

「気に入りませんが、仕方がありませんわね。梨香さん。貴女あなたはヒイロ君にどうされたいのですか？」

「えっ!?　ど、どど、どうされたいってっ!?」

「言葉のままの意味ですわ。今どうされたいと答えてもよいですし、これからどうされたいと答えてもよいですわ」

「わ、私は……ヒ、ヒイロに……うん！」

　意を決したように梨香さんが僕の前に立ち、胸元で拳こぶしを作る。

「ヒ、ヒイロ！」

「は、はいっ！」

　強い目力と雰ふん囲い気きに飲まれ、上うわ擦ずったような声を出してしまった。

「わ、私を攻こう──」

「ヒイロ様！　奏、コーヒー牛乳お持ちしましたです！」

　半はん袖そでハーフパンツのジャージを着た奏ちゃんが僕と梨香さんの間に現れ、コーヒー牛乳を差し出してきた。

「あっ、久檀様と夜華様の分を忘れてしまいましたです！　持ってきますです！」

　コーヒー牛乳を渡わたすと、奏ちゃんは姿を消した。

「梨香さん、今なんて言おうとしたんです？」

「も、もういいわよ！」

　首からかけていたタオルを僕に投げつけ、梨香さんは出て行ってしまった。

「なんだ？」

「鈍感にもほどがありますわね」

　そう言うと咲姫先せん輩ぱいも部屋から出て行ってしまう。

　どういうことだろう？　別に梨香さんは怒おこっているようではなかったし、僕が何かした感じではなかったようだけど。コーヒー牛乳を飲み干して僕もそこを後にした。

　コーヒー牛乳を二人分持ってきた奏ちゃんも合流し、談だん笑しようをした後に寝ねることになったんだけど。どうしてこうなった？

「あ、あの皆みなさん？」

「何？」「何です？」「何かしら？」

　揃そろう三人の声。

「こんな状況で眠ねむれないんですけど！」

　特注サイズのベッドに四人で寝るってどうゆう事っ!?　僕の隣となりに梨香さんと奏ちゃんがいて、奏ちゃんに抱きつく咲姫先輩がいて……。何度考えても、健全な高校生にあってはならない状況だと思うんですけどっ!?

「安心しなさいよ。危険人物二人に何かされても平気なように、これを持っているから」

　梨香さんはポケットからスタンガンを取り出す。

「それなら別々に寝ませんっ!?」

「奏も炸さく裂れつ玉を持っていますから、大だい丈じよう夫ぶです！　効果はお昼にお見せした通りです！」

「お願いだから寝ぼけて投げないでね！」

「奏さん、柔やわらかいですわ～」

　恍こう惚こつとした声を出しながら咲姫先輩はすでに寝るモードに入ってるし！

「ほら、寝るわよ」

　梨香さんが言うと奏ちゃんも頷うなずき、二人は寝ね息いきを立て出す。

　そう言われても、可愛い寝ね顔がおに両側からはさまれて眠れるほど、僕は人間できちゃいない。

　こうやって現実になって思う。二次元は二次元だから可愛いんだ。現実になると、こんなにも大変なんだって痛感する。嫌いやではないけど。どちらかと言えば嬉しいんだけどね。

　だからこそ戸と惑まどって、受け入れ切れてない部分がある。こんな幸せを素す直なおに受け入れていいものなのかな？　何か僕の為ために色々としてくれているのに、僕は何かしなくていいのかな？

　色々と考えていると、急に梨香さんが袖そでを引っ張った。梨香さんを見ると、何か言いたげな目で僕を見ていた。疑ぎ問もん符ふを浮うかべた顔を見せると、一度視線を僕の後ろへ向ける。奏ちゃんと咲姫先輩が寝ているのを確かく認にんしているみたいだ。

「お、お風ふ呂ろ上がりに言いそびれた事。い、今言うから……ちゃ、ちゃんと聞いてね」

　袖を摑んでいる手が震ふるえているのが分かった。梨香さんの甘えるような声にドキドキして、三人に聞こえるんじゃないかと思うぐらい僕の心臓は激しく動いていた。

「い、一回しか言わないからね」

　言葉遣づかいもさっきまでとは違ちがくて……なんていうか女の子らしい。それが更さらに鼓動を高鳴らせる。

　梨香さんの呼吸が一いつ瞬しゆん止まり、大きく息を吸い込む。よく見えないはずなのに、梨香さんの目が僕の目を捉とらえたのがはっきりと分かった。

「こ、攻こう略りやくされてあげるから、私を惚ほれさせなさい！」

　梨香さんは少しだけ声を張り、僕にそう告げると体を反対へ向けて眠ってしまった。

　今の何？　梨香さんは何が言いたかったんだ？







　第三章　彼女たちの性格







　梨り香かさんが言った言葉の意味を考えていたら、いつの間にか眠っていた。通常の思考なら、まず眠れていなかったと思う。だって……ねぇ。美少女と一いつ緒しよに寝てて、邪よこしまな考えが出てこない男なんていないでしょ？　それが二次元の美少女なら尚なお更さら！

　また何か考える事ないかなぁ。腕うでの違い和わ感かんで目覚めて以来、眠る事ができなくなってしまった。

「うぅ～ん」

　腕に抱だきつく咲さ姫き先輩。確か昨日は僕と貴女あなたの間には、奏かなでちゃんがいたはず。その奏ちゃんは、咲姫先輩の向こう側で眠っている。何がどうなって、入れ替かわったんだろう？

「奏さんの体って意外と硬かたいんですわね～」

　寝ぼけているのか、夢の中で奏ちゃんに抱きついているのか変な事を言っている。

　起きるまで待つしかないか。動いて、僕がこの状況を作ったと思われるのも嫌だし。

　にしても本当に可愛かわいいなぁ。パーツの一つ一つが整っていて、思わず見とれてしまう。唇くちびるも綺き麗れいで、気がついたらゆっくりと唇を……って落ち着け、僕！　こういう事は、相手の同意を得てからにしようよ！

　そうか！　逆を向けばいいんだ！　簡単な事じゃないか！　首だけを動かして逆を向けば万ばん事じ解決──。

「すーっ……すーっ……」

　……しなかった。こちら側では、規則正しい寝息を立てている梨香さんがこっちを向いている。咲姫先輩ほどじゃないけど、梨香さんもすぐ近くにいた。腕は完全に梨香さんの体と密着している。えっと、これは……八はつ方ぽう塞ふさがりですか？

　梨香さんも、咲姫先輩に劣おとらず可愛い。咲姫先輩との大きな違いを述べると、胸の大きさ。肘ひじを動かしたら触れられる。梨香さんが起きても事故と説明できる……って駄だ目めだから！　堪たえるんだ、真しん藤どうヒイロ！　君はそんな男じゃないはず！

「ん～……」

　欲よく望ぼうと闘たたかっていると、左側から先ほどの寝息とは違う声が聞こえてきた。そっちを向くと咲姫先輩が寝ぼけまなこで僕を見ている。抱きついているのが僕の腕と分かると、顔が段々と変わっていく。

「きゃあぁぁああぁ！」

　叫さけんだと同時に上半身を起こし、寝ている僕に平手打ちを炸裂させた。

「なんで貴方あなたがわたくしの隣で寝てますのっ!?」

　掛かけ布ぶ団とんを自分の前にかけ、恥はずかしそうにしている咲姫先輩。な、なんだ？　昨日とは違う妙みように女の子らしい雰囲気に、ドキドキしてしまう。

「い、いや。僕に訊かれても分からないんですけど……」

「わ、わたくしは寝直しますわ！」

　向こうを見て寝直す咲姫先輩。叩たたかれたのは痛かったけど、咲姫先輩って寝起きは可愛らしい事が分かってちょっとラッキーだったかも。

「そ、そうですわ」

　そう言って咲姫先輩は僕の方を向いた。テンションがまだ若じやつ干かんおかしいが、触ふれずにいた方がよさそうだね。

「ヒイロ君。貴方、料理の腕は？」

「ある程度の物は作れますけど」

「では、朝食をお願いいたしますわ」

　咲姫先輩が起きたのなら、作ってほしいんだけど。正直に言うと、美少女の手料理をすごく食べたい。昨日は久く檀だん家専属の料理長が作った料理だった。美味おいしかったけど、美少女が作るのとそれは別な話なわけですよ。

　そんな僕の思考を読み取ったかのように、咲姫先輩は笑え顔がおを僕に送った。

「いいですわよ、わたくしが作っても。ただです。わたくし、朝って思考能力が低下してしまいますの。勢い余ってどこかのゴミ屑くずを殺やってしまうかもしれませんけれども」

「喜んで作らせていただきます！」

　僕はベッドから急いで上半身を起こした。それを見て咲姫先輩は奏ちゃんを抱いて眠りについた。怖こわすぎるよ、この人！

　それにしても、結構大きな声で咲姫先輩とやりとりしていたのに、起きない梨香さんと奏ちゃんはすごいな。火事でも起きたら、担かついで逃にげてあげよう。このぐらいの役得を想像したっていいじゃん！

　改めて三人の姿を確認した。こんな美少女三人と同じベッドで寝ていたのか！　緊きん張ちようしてよく見てなかったけど、三者三様の姿で誰だれもが魅み力りよく的。寝ね巻まき姿の女の子って何故なぜにこんな魅力的なんだろう。

　クラスメイトになった久檀梨香さんは薄うす紫むらさきの花がランダムに描えがかれている薄ピンク色のパジャマ姿。とてもお嬢じよう様さまとは思えない姿で、どうしても目が胸とかに行ってしまうのは、男子ＤＮＡが命令しているのだから仕方がない。

　恥ずかしそうに怒っていたのに、すでに寝息を立てている夜や華ばな咲姫先輩は白いミニスカートのワンピースを着ている。ワンピースを寝巻きにするのはどうかとも思うけど、これは個人の考えだしね。梨香さんや奏ちゃんと比べると見み劣おとりしてしまう咲姫先輩の胸。まぁ、何度も言っているので、僕の趣しゆ味みは略させていただきます。にしてもスタイルが抜ばつ群ぐんすぎる。モデルになれるんじゃないかな？

　くノ一娘むすめこと海み凪なぎ奏ちゃんは、半はん袖そでハーフパンツのジャージを着ている。元気な奏ちゃんにはぴったりの姿だと思う。胸の谷間が半分見えるほどファスナーが開いている。しかもノーブラですよ、奥さん！　距きよ離りがあって良かった。近づいたらファスナーを全部下ろしてしまいそうだよ。

　時計を見るとあと少しで六時。あと三十分ぐらいは寝ていても平気だとは思うけど、四人分だと、時間はかかるし余よ裕ゆうをみておこう。

　皆を起こさないようにベッドから降りて、寝しん室しつを後にする。確か、キッチンは僕の部屋の隣って言ってたけど。キッチンってどこだ？　訊きくのを忘れていた。

「おや。おはようございます、真藤様」

　ダイニングで途と方ほうに暮れていると、爺じいがやってきた。六時前なのに、すでにきちんとした身なりになっている。ちょうどよかった。キッチンの場所を訊こう。

「おはようございます。僕の事はヒイロでいいですよ。……えっと」

「何か？」

「何て呼べばいいのかなって」

「爺で構いません」

「そうですか。じゃあ爺、訊きたいんですけど」

「ジャージを訊きたい？　何故ジャージを？」

「え？　何でジャージを？」

「いまヒイロ様がお尋たずねでしたが？」

　意味が分からないなぁ。爺は何を言っているんだろう？　僕の発言を振ふり返ってみる。

「そうそうですですか。か。じゃあジヤー爺、ジ、訊き訊きたいたいんんですですけどけど」

　……こういうことか！

「何て絶ぜつ妙みようなボケを！」

「？　何の事でございましょう？」

　自分でかましたボケをとぼけるとは。執しつ事じはこういうボキャブラリーも必要なのか。

「まぁ、いいや。えっと、キッチンはどこですか？」

「こちらでございます。それとジャージについてですが、メリヤス編みの布地で、細いうねがあって柔やわらかく、伸しん縮しゆく性に富むものをジャージと呼びます。某ぼうオンライン辞書の引用でございます」

「そのボケを引っ張るのはもういいです！」

「左様ですか」

　爺に連れられ、ダイニングにある扉とびらの奥へと進む。いくつも扉が並ぶ廊ろう下かがあり、一番手前のドアを開くと、そこがキッチンになっていた。

　キッチンも規格外の大きさだけど、他ほかの物も規格外の大きさだ。

　僕ぐらいなら楽に入る大きな冷蔵庫。成人男性ぐらいなら美味しく焼けそうな巨きよ大だいオーブン。

　他もすごい。凶きよう器きになりそうな高価な食器の数々。流し台の下の棚たなには、僕を刺さすためではなく、食材を切るためにある職人の名が刻まれた包丁が十本以上。

　……朝に咲姫先せん輩ぱいをここへ入れるのはやめよう。危険デンジヤーすぎる。

「そういえば爺は食事どうします？」

「老いぼれの事は気になさらずに。食事は執事とメイド専用の配給がございますので」

　そんなものがある家庭なのか。やっぱり僕が知っている世界とは次元が違ちがいすぎる。

「梨香さんの親ってどんな仕事をしているんです？」

　昨日から何となく気にはなっていたけど、タイミングを逃のがしてしまっていた。丁度いいし、爺に訊いてみよう。

「多種多様の事業に挑ちよう戦せんしておられる企き業ぎようの社長でございます。ヒイロ様はアニメなどがお好きでしたね？　アニメの制作会社も経営されていますので、どこかで観みておられるかもしれませんよ？」

「へぇ～、凄すごいですね」

「はい。素す晴ばらしいご主人様にお仕えできたと誇ほこりに思っております。それでは」

　爺が一礼し、キッチンから姿を消した。

　さて、じゃあ作るかな。まずは冷蔵庫の中をチェックしてみよう。

　僕が見た事のある冷蔵庫とは容量が段だん違ちがい。何でも入っている。仕送り前の僕んちの冷蔵庫なんて調味料のみだし。何でもあると逆に何を作ったら良いか悩なやむ。

　皆みんなの好みとか聞いておけばよかったなぁ。無難にトーストとスクランブルエッグを作って、脇わきにベーコンでも添そえて出そう。朝だし、そんなに食べないだろうからね。

　ダイニングテーブルに食器を並べてみたけど、寂さびしすぎる。爺が準備してくれた紅茶のポットなどもあるけど、寂しい事には変わりない。これだけ大きなテーブルに四人分の料理って……。小さいテーブルでも用意した方がいいんじゃないかな。

「おはようございます、ヒイロ様！」

　まだ髪かみを縛しばっていない奏ちゃんがダイニングへやってきた。印象が昨日と全然違う。ちょっとだけ大人っぽくなるけど、小柄さと童顔が大人っぽさをぐっと押さえ込んでいる。

「おはよう、奏ちゃん」

「これヒイロ様が作ったんですっ!?　美味しそうです！」

「そうかな？」

「はい、美味しそうです！　でも、ヒイロ様に毎回作らせるわけにはいかないので、今度は奏が作ります！」

「……いや、奏ちゃんは作らなくていいよ」

「？　どうしてです？」

　奏ちゃんはアニメで、料理が壊かい滅めつ的に下手へたという設定がある上に、食器類が一つとして残らないような大だい惨さん事じを起こしてたからなぁ。小麦粉と間ま違ちがって火薬を運び込んで、調理場を破は壊かいしていたし……。

　何とかして料理ができあがったとしても、食べられた物じゃない。彼女の料理は限度を知らないのだ。甘ければとことん甘く、酸すっぱければ舌が狂くるうほど酸っぱい。苦ければ苦虫が甘く感じるほど苦く、辛からければ気絶するほどに辛い。

「それでは仕える立場として失格です！」

「そんなの気にしなくていいんじゃないかな？」

「分かりました！　奏、ご飯『は！』作りません！」

「うん。『は！』って強調したのが気になるけど、分かってもらえて良かったよ」

　奏ちゃんを説得しながらも、どうしても大きく開いた胸むな元もとに視線が行ってしまう。この子は羞しゆう恥ち心しんが無いのかな？　いや、眼福ですっごく嬉うれしいけどね！

「分かりましてよ、ヒイロ君！」

　急に背後から声をかけられ、振り向くと咲姫先輩が僕の後ろに立っていた。

「咲姫先輩、普ふ通つうに声をかけてくださいよ。どうして僕の背後にいたんですか？」

「貴方の背後にいた理由は、わたくしも眼福を味わっていたからですわ！」

　ああ、なるほど。だから少し息が荒あらいんですね。……女の子が、女の子に興奮してハァハァするのはどうかと思うよ。

「ところで奏さん」

「何です、夜華様？」

「先ほど貴女あなたは、ヒイロ君に仕える立場と言ってらしたわね」

「はいです！　奏はくノ一としてヒイロ様に仕えます！」

「分かっていないですわね、奏さん」

　咲姫先輩は腕うでを組み、右手人差し指を左右に揺ゆらしながら舌を鳴らす。

「いいこと？　くノ一と言いながら貴女の姿はただの学生。忍しのび装束を着れば、萌もえポイントいっぱいでヒイロ君も喜びますわ」

「ほ、本当ですっ!?」

　僕が目の前にいてそんな事を話されても困るんだけど。けれど、咲姫先輩は分かっているね！　忍装束は確かに萌えポイントが高い！　肌はだに食い込む鎖くさり帷子かたびらや胸の谷間が見えそうな服など、挙げればきりがない。着てもらえるなら是ぜ非ひ着てほしい。

「ですが、この世界では、忍装束で街など歩いていたら変人と扱あつかわれてしまうのですわ」

「そ、そんなぁ～……」

「そこで提案ですわ！　この世界に相応ふさわしい仕える立場としての衣装を仕立ててあげますわ！　奏さん、ついてらっしゃい！」

　目がキラキラと輝かがやいた咲姫先輩に強ごう引いんに手を取られ、奥の廊下へ連れて行かれてしまい、二人はダイニングから姿を消した。

「おはよう、ヒイロ」

「あっ、梨香さん。おはよう」

　制服に着き替がえた梨香さんがダイニングへやってきた。

「制服に着替えるの早いですね」

「朝あさ風ぶ呂ろに入っていたからね。パジャマに着替え直すより、制服に着替えた方が手間が省けるでしょ」

　なるほど。だから頰ほおが赤くなってたり、髪の毛がほんのりと湿しめっているんだね。

　梨香さんをまじまじと見ていると、どうにも様子がおかしい。なんだかソワソワしているように見える。

「ね、ねぇ。二人は？」

「なんかどっか行っちゃいました。すぐに来ると思いますけど」

　飲み物を出そうといったんキッチンへ向かう。せっかく紅茶のポットがあるから、紅茶でもいいんだけど、下手な淹いれ方をしたら不味まずくなるのが紅茶という飲み物だ。無難にウーロン茶で我が慢まんしてもらおう。

「梨香さん。これ、飲み物……あれ？」

　ウーロン茶を持って戻もどると梨香さんの姿が消えていた。様子がおかしかったけど、何か機き嫌げんが悪くなるような事しちゃったのかな？

　持っていたコップをテーブルに置くと同時に、咲姫先輩が戻ってきた。鼻血が出ないように手で鼻を押さえながら、咲姫先輩は不敵に笑っている。

「さぁ、奏さん。ヒイロ君に見せておやりなさい！　貴女の生まれ変わった姿を！」

　そう言うと奏ちゃんが姿を現す。僕の目は一いつ瞬しゆんで彼女の萌えポイントをロックオンした。ミニスカニーソ巨きよ乳にゆうメイドが現れて、ロックオンしないオタクなんてオタクじゃない！

　白いニーソとフリルのミニスカートの間に聳そびえるは、色白のムチッとした絶対領域。ウサ耳が付いたメイドカチューシャも、ツーサイドアップにした奏ちゃんによく似合っている。純白のエプロンは、奏ちゃん最大の武器と言える胸を更さらに強調するように装備されていた。

　これらは普通のメイドも着用するアイテムばかりだ。だが、メインとも言えるメイド服、それに素晴らしい改造が施ほどこされていた。

　胸の谷間が四分の三は見えているような改造を施してあるのだ！　これで興奮しない紳しん士しがいてたまるか！　ほとんど見えていると言っても、過言じゃないんですから！

「どうですか、ヒイロ様！　奏はこれでヒイロ様に仕えていく事ができますですかっ!?」

「うん！　大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　がっしりと両手で握あく手しゆをした。握手した手を離はなし、咲姫先輩へ視線を送る。

「なんて素晴らしい仕事をしているんですか、貴女は！」

「こういう事ならお任せなさい！」

　僕と咲姫先輩は、まるで友情を確かく認にんし合う親友のように、熱く握手をした。今後、何かこういう事があったら咲姫先輩に相談しよう！　例えば夏の水着とかね！

「もはや言う事はありませんわ。ここに史上最強のサブカルメイドが完成したのですわ！」

「異議無しです！」

　再び咲姫先輩と熱い握手を交かわす。咲姫先輩とは美少女の好みが似ているのかもしれない。今後は色々と協力してもらおう！　盆ぼん踊おどりの浴衣ゆかたとかね！

「……」

「ん？」

　握手した手を離した直後に梨香さんがキッチンへ続く扉を少し開けて、此方こちらの様子を窺うかがっている事に気づいた。

「よかった。二人は戻ってるわね」

「どこに行ってたんですか？　お風ふ呂ろ上あがりだって言うから飲み物用意したんですよ」

「あら、気が利きくじゃない。ありがとう」

　僕が渡わたしたウーロン茶を受け取り、一気に飲み干す。おかしいと思ったのは気のせいだったのかな？　昨日と変わらない梨香さんだ。

「それで、どこへ行ってたんです？」

「え、えっと……」

　僕の問いかけにすぐに答えない梨香さん。

「お、お手洗いに行っていたのよ！」

「あら、変ですわね。そちらの方にお手洗いは無かったはずでは？」

　咲姫先せん輩ぱいの鋭するどいツッコミに梨香さんが焦あせり出す。

「え、えっと……」

「なるほど。そういうことですのね」

　咲姫先輩が何かに気づいたようだ。

「梨香さん。ちょっと頼たのみがあるのだけれど。今日の晩ご飯はわたくしが作りますわ。先ほど冷蔵庫を確認したら、足りない物がありまして。帰りにヒイロ君とデートがてらに、ジャガイモと鶏とり肉にくと人にん参じんを買ってきてくださいます？」

「「デ、デデ、デートっ!?」」

　梨香さんと僕の声が重なる。かなりの不意打ちでお互たがいに驚おどろいてしまった。

「い、いきなり何を言ってるんですか、咲姫先輩！」

「そ、そうよ！　私がヒイロとデートするなんてありえない！」

「あら、梨香さんはそうですの？　ヒイロ君はどうですの？　梨香さんとデートしたくありませんか？　それとも梨香さんでは不満なのかしら？」

「不満なんて無いに決まってるじゃないですか！」

　本音が口に出る。こんな美少女とデートできるのなら、喜んで行くよ！

　けれど、問題がある。それはクラスメイト……いや、福ふく音いん学園全員だ。奴やつらの目を盗ぬすんで行動しなければならない。一人にでも見つかれば、翌日集団リンチはまず間違いない。

　背筋を凍こおらせていると咲姫先輩が手招きをして僕を呼ぶ。近づくと耳を強引に引っ張られ、耳打ちしてきた。

「梨香さんは貴方あなたにデートに誘さそわれるのを待っているのですわ。漢おとこならビシッと決めてごらんなさい。決めたら決めたで、後でわたくしが貴方を痛めつけますが」

「なに、その無む茶ちや苦く茶ちやっ!?　応おう援えんしておいて上う手まくいったら痛めつけるってっ!?」

　デートに誘われるのを待ってるって本当かなぁ。昨日きのうは咲姫先輩の助言で助かったこともあった。翌日のリンチが無いようにステルスデートをすればいいし、咲姫先輩の報復は何とかすればいいや。

　それにゲームでの梨香さんは、決して断らない人だった。変わっていないなら、デートに誘えば来てくれるはずだ。僕は意を決して梨香さんに提案をした。

「じゃ、じゃあ梨香さん。今日の帰り……か、買い物デートでもしますか？」

　僕が言ってから十数秒。梨香さんの顔が一気に赤くなる。先ほどの風呂上がりの頰など比べものにならないぐらい赤い。

「ヒ、ヒイロ！　ア、アンタまで何を言ってるのよっ!?　デ、デデ、デートなんていうのはね！　生しよう涯がいのパートナーと認め合った二人だけに許される特別イベントよっ!?　ま、ましてや二人きりなんて……」

　梨香さんの口がパクパクと力なく動いている。

「どうやら今、仮想デートをご想像中らしいですわね。仮想とはいえ、腹立たしいですわ」

　梨香さんのパクパクが止まった。

「……む、無理！　そんな二人きりイベントなんて、絶対に無理っ!!　想像しただけで緊きん張ちようしちゃうのに、ヒイロと一対一で街を歩くとか絶対に嫌いやよ!!」

　そこまで拒きよ絶ぜつするなんて……。僕は梨香さんと楽しく歩きたいのに……落ち込むなぁ。

「とりあえず、ご飯にしましょう。晩ご飯の材料は僕が買ってきますよ。……デートは諦あきらめますから」

　気のせいかな？　梨香さんの表情が変わったような気がするけど。兎とにも角かくにも、全員揃そろったんだし、僕たちはちょっと早めの朝食をとった。

「これ、ヒイロが作ったのよね？　ヒイロのくせに、なかなか美味おいしいじゃない」

「奏は、おかわりがほしいです！」

「悔くやしいけれど、本当に美味しいですわ」

　何の変へん哲てつもないスクランブルエッグがここまで褒ほめられるなんて。調理者としては嬉うれしい反応だ。

「普ふ通つうに作ったって味じゃないわね。塩コショウに砂糖が入ってて。まだ何か入っているわね。隠かくし味に何を入れたの？」

　舌が肥えているようで、梨香さんが次々と調味料を当てる。後は隠し味程度に多少の生クリームとバターが入ってる。けど、普通に答えるのは面おも白しろくないよね。どうせならパンチの効きいた返答をしたい。う～ん、そうだな……。

「たっぷりの愛情を入れてますよ」

「……愛……情……」

「愛情でこんなに美味しくなるですね！　主あるじからこれだけ愛をいただけているなんて、奏は幸せものです！」

「ご馳ち走そう様さまですわ」

「咲姫先輩、ひどい！　僕の愛情って聞いて食べるの止やめたでしょ！」

「冗じよう談だんですわよ。愛情でも何でも、美味しいには違ちがいありませんから」

　梨香さんは頰を染めて嬉しそうに食べてくれて、奏ちゃんもまたおかわりをしてくれて、咲姫先輩とくだらないやりとりをして。なんか、こういうのっていいよね。一人暮らしじゃ味わえない。楽しいって言葉がぴったりな気持ちになる。

　そんな楽しい朝食を終え、僕たちは学び舎やへ。最初は車で学校へ向かう予定だったんだけど、ここからなら歩いて十五分かからない。「学生らしく徒歩で」という僕の意見を取り入れてもらい、歩いて向かった。

　僕としたことが失念していた。校門をくぐるなり、多数の生徒から目をつけられた。

　オタク同好会会長の僕が、美少女三人と一いつ緒しよに登校したら、そりゃあ文句の一つも言いたくなるさ。……皆みんなの目が殺意に充みち満ちてるのが怖こわいです……。

「奏はここで失礼します！」

「じゃあわたくしもここで」

　奏ちゃんと咲姫先輩とは校門で別れ、残った僕と梨香さんは中ちゆう央おう棟とうの下げ駄た箱ばこへ向かった。一年生は東棟、三年生は西棟に教室がある。他ほかには、共同棟と呼ばれる食堂や売店、図書室がある北棟があり、それぞれが連れん絡らく橋きようで繫つながっている。

　空から見ると、北棟が頂点の巨きよ大だいな三角形になっている。北棟からは更に北へ向かう連絡橋が一本あって、その先は共に建築中の体育館と室内プールに繫がっている。

　こんな風に学年ごとに棟を分けているのは、福音学園のとある理由からなんだけど。

「ほら、ヒイロ。トロトロ歩いてないで早く教室へ行くわよ」

　二人と別れた直後、梨香さんは急にいそいそと歩き出す。

「ちょ、ちょっと梨香さんっ!?　どうしたんですっ!?」

「何でもないわよ。ただ急いで教室へ行きたいだけ！」

　だからその理由を訊きいてるんだけど。僕が下駄箱に着く頃ころには梨香さんはすでにいなくなっていた。

　気のせいかな？　梨香さんって僕と二人きりになるのを避さけているような気がする。朝にダイニングから消えたし、デートも拒きよ否ひされた。梨香さんに何かしちゃったのかなぁ？

　先に教室に着いてた梨香さんが、黒板の脇わきにある小さな電光掲けい示じ板ばんの前で止まっていた。

「ねぇ、これ何？」

　梨香さんが指す電光掲示板には『校長当選金　──円』と『景品　──』の文字が表示されている。

「これは対たい抗こうイベントに関する情報ですね」

　首を傾かしげる梨香さん。こんな説明をしても分からないよね。

「福音学園の校長ってすごい金運の持ち主なんですよ。『校長が歩けば金が降る』と言われるぐらいすごいんです。例えばこの学校ですけど、海外の宝くじ当選金と、カジノのスロットで稼かせいだお金で建てた学校なんですよ。で、これは最近、校長が当てた当選額と対抗イベントの景品が表示されるんです」

「その対抗イベントって？」

「この学校特有のイベントで他の学校ではまず無いでしょうね」

　一通り説明をすると梨香さんは面白そうと言いたげな顔をした。

　確かに面白いんだよね。これを目的に福音学園に入学する人も多いし。だから、一学年五クラスで一クラス五十人なんてマンモス校になっている。

　噂うわさをすれば何とやら。ショートホームルームが終わった直後に校内放送が流れる。

『は～い、皆さ～ん！　約一ヶ月ぶりになりますが、元気でしょうか～っ！』

　若い女性の声がスピーカーから出力される。この声が校長の声なんだけど、別に若作りしているわけじゃない。実際、校長としては異例の二十代後半の校長先生なんです。でもってお調子者で、肩かた書がきには相応ふさわしくない校長先生なんですよ。

『元気そうで何よりで～す！　今回の当選額は一千万でした～っ！　ちょっと不服ですが、皆さんが喜ぶような景品を考えていますので、楽しみにしていてくださ～い！』

　電光掲示板に『校長当選金　一千万円』が表示される。

『さて、景品は後で発表するとして、皆が気になる対抗イベント！　今回はクラス対抗イベントを考えてま～す！　その内容はミス・コンテスト！　略してミスコンで～す！』

　クラスメイトが周囲の人と顔を見合わせる。

『詳くわしい内容は、各クラスのプリンターに出力しますので、一時限目のホームルームで代表者を決めてくださいね～っ！　それじゃあ、わたしを楽しませてくださいね～っ！』

　スピーカーからの音声が途と切ぎれ、教室内が一気に静まりかえる。沈ちん黙もくを破るように、教室の隅すみにあるプリンターが動き出した。委員長が出てきた紙を取り、呆あきれたように教きよう卓たくの前に立った。

　さっき梨香さんに説明したばかりの事が、タイミング良く起きた。

　校長が宝くじなどで高額当選をした時に、対抗イベントと呼ばれる行事が行われる。クラス対決、個人戦、タッグマッチ対決など内容は多種多様に及およぶ。過去に行われた例を挙げると、料理対決やテレビ番組顔負けのクイズ対決なんかもあった。

　凄すごいのは景品だ。イベントの費用を除いた当選金をほぼ使い切るので、景品が途と方ほうもない場合がある。過去にあった物で僕が一番驚いたのは、無人島一個プレゼント。あとは焼き肉チェーン店永久無料カードとか。校長が月に一度ぐらいで当選するので、月一でイベントが行われると僕たちも思っている。

　実は、これが学年ごとに棟が分けられた理由になっている。これだけ凄い景品を出すから、躍やつ起きになりすぎた時があったらしい。他クラスへの妨ぼう害がいが多発して、火事まで起きて怪け我が人が出たって話だ。

　そんな事が起きないように学年ごとに棟を分け、更さらに一階に一クラスという割り振ふりにしたらしい。クラス対抗イベントの場合、期間中は特例を除いて他クラスへ行く事さえ禁止。おかげでクラス同士の睨にらみ合いが多くて、他クラスとの交流はほとんど無い。寂さびしいといえば寂しいけど、おかげでクラスの絆きずなは固い！　え？　絆があるなら、攻こう撃げきなんてしてこない？　あれはきっと愛情の一種なんだよ！　……そう思わせておいて……。

　にしても生徒を見み世せ物ものにするようなミスコンだなんてよくやる気になったね。まぁ、あの校長の事だから「面白そう」と押し切ったんだろうけど。

　眼鏡めがねをかけた物静かな委員長が教卓の前に立ち、ミスコンについて説明を始めた。

「さっき、校長も言ってたけどクラス代表者を選んでやるみたい。久檀さん、よろしく」

「分かったわ。………………………………………………………………………………えっ!?」

　有う無むも言わさず委員長が梨香さんを指名して、決定。

「ま、待ってよ、委員長！　皆の意見を聞いてからにして！」

　立ち上がってまで抗こう議ぎをする梨香さん。無理だと思うけどなぁ。誰だれもが認める美少女だからなぁ。皆は知らないけど、なんてったって二次元出身だもんね。

「ミスコン代表者、久檀さんで異議がある人？」

「異議無し！」

　満まん場じよう一いつ致ちで梨香さんに決定。僕も異議無し。

「な、なんでこんな事に。ヒイロ、アンタからも委員長に無理って言いなさいよ！」

「可愛かわいいから大だい丈じよう夫ぶです！　頑がん張ばってください！」

「私の意思、完全に無視っ!?　私の意思を考こう慮りよしてくれないなんて、帰ってから覚かく悟ごしなさいよ！」

「人に話もせずに強ごう引いんに引っ越こしさせた人が何を言ってるんですかっ!?」
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「そこの新規カップルは少し黙だまって」

　委員長！　発言には気をつけて！　五ご寸すん釘くぎを僕に向けて構えている皆の姿が目に入りませんかっ!?　そもそもクラスメイト八割が五寸釘を持っているって、どういうことっ!?

「釘くぎと真藤の写真が貼はられたわら人形は片付けて。話が進まない」

　釘を構えているクラスメイトの机の上には、わら人形が一体ずつ。全すべてに僕の写真が貼られている。

「なんで皆、持ってるのっ!?　僕ってそんなに嫌きらわれていたっけっ!?」

「真藤への恨うらみは休きゆう憩けい時間に打ち込んでほしい。それで真藤が亡なき者になってもわたしは責任を取らない。とりあえず今はミスコンについて説明させてほしい」

「僕の命を何だと思っているんだ、このクラスはっ!?」

「大丈夫」

　前の席に座る田た丸まる君が低音のきいた声を僕に向けた。

「棺かん桶おけに入っても、校庭の木の葉を使えば生き返ることができる」

「うん。現実とゲームをごっちゃにするのを止めようか。それに校庭の木は世界に一本しかない木じゃないよ」

「じゃあ不死鳥の尻しつ尾ぽを使えばいい。または緑色と黄色の水玉模様のキノコを食べておけばＯＫ」

　皆がようやく釘とわら人形を片付けてくれた。授業が終わったらすぐさま強力な磁石を持って歩こう。釘は武器にも呪のろいを打ち付けるのにも使える危険な物だ。本当に葉っぱとかで生き返ると思っているクラスメイトに殺される危険もある。

「それで、代表者は久檀さんでいいとして」

「本当に私で決定なのっ!?」

「久檀さんなら大丈夫。絶対に優勝できる」

　梨香さんに向けて委員長が小さく親指を立てている。もうこれは覆くつがえりそうにない。でも、委員長だけでなく僕たちだって梨香さんなら優勝できると思う。

　ん？　そうだよね。梨香さんなら優勝できちゃうよね。それに元々スペックが高い人間がいるクラスは最初から有利だ。

「委員長、質問いいかな？」

「何？　真藤」

「今回の対抗イベントって、出来レースにならない？　僕たちのクラスみたいに美少女がいるクラスならまだしも、候補者すらいないクラスは最初から負けを認めて参加するような状じよう況きようになってしまう気がするんだけど」

　梨香さんがいなければ、このクラスも負けを認めて参加していたという事になる、と思った事は黙っておこう。

　クラスメイトも僕の意見を聞き、疑ぎ問もん符ふを浮うかべ始めている。

「真藤の疑問の答えは、この紙にある」

　委員長が印刷された紙を見ながら『実力テスト』と『臨時テスト』の文字を黒板に書き込んだ。

「まずは実力テスト。これは進級してすぐにやったテストを指す。皆みんな、一番悪かったテストを思い出してほしい。ここは仮に真藤の数学、四十三点を例に出す」

「待って！　何で委員長が僕の数学の点数を知ってるのっ!?」

「そして次に重要なのが──」

「華か麗れいにスルーされたけど、これってプライバシーの侵しん害がいだよねっ!?」

「真藤、ウルサイ。話が進まない」

　何で僕が怒おこられてるのっ!?　怒っていいのは、間ま違ちがいなく僕だと思うんだけどっ!?　僕の話を全く聞かずに堂々と『真藤ヒイロ　数学　四十三点』と書いているし！

「臨時テストは実力テストで一番悪かった教科を各おの々おの受ける事になる」

「？　意味が分からないんだけど」

　梨香さんの意見はご尤もつとも。テストとミスコンの繫つながりが全く見えてこない。

「悪かった教科をやるのには理由がある。わたしたちのクラス二年三組は、久檀梨香という美少女がいるから、普ふ通つうにミスコンをすれば優勝候補間違いなし。ほどよく育った胸や男女問わず下心をくすぐる綺き麗れいな太もも。それだけで優勝は十分に狙ねらえる」

　委員長の発言に触しよく発はつされ、皆の視線が梨香さんの胸と足に集中した。

「今回のミスコンは審しん査さ員の投票によって決まる。審査員は全部で十人。クラスは全部で十五あるわけだから、十五人で競きそう。審査員は一人百ポイント持っていて気に入った女の子に好きなだけ投票できる仕組みになる」

「という事は点数は全部で千点。随ずい分ぶん多いのね」

「ここで重要になってくるのが臨時テスト。例えば真藤が臨時テストの数学で五十点取ったとする。実力テストの時に取った点数との差がミスコンの時にプラスされる。この場合は七点追加される。優勝が狙えないクラスは、臨時テストを頑張ればいい。臨時テストを受ける理由は分かった？」

　クラスメイト全員が頷うなずく。

　つまり、実力テストの時との差がポイントになるわけか。だから、悪かった教科を選んだということだろう。僕だって最高点のテストは九十二点だった。そのテストだと、どんなに頑張ってもプラスされるのは八点。それだと不利なクラスは不利なまま。クラスに飛び切りの可愛い子がいなければテストを頑張ればいいってわけか。

「つまり幾いくら久檀さんが審査員の投票でトップをとっても、二位や三位に簡単に覆されてしまう可能性さえある」

　確かにそうだ。一クラス五十人いるわけだから、審査員の投票が僅きん差さだったらもはや結果はテストの点数で決まると言っていい。校長もよく考えたもんだ。

「こっからちょっと俺が説明するぜ」

　座っていた森もり町まち担任が教卓の前に立つ。

「今日から臨時テストを受ける来週の水曜までの数学は、お前等の自習に当てる。ミスコンは水曜の午後に行う予定だ。分かってるとは思うが、勝つつもりで戦え！　負けるつもりなら最初ハナから戦うな！　行くぞ、野や郎ろう共っ！」

　なんか格好いい事を言っているように聞こえるけど。貴方あなたの目の中に、一万円札が見えますよ。優勝すると、クラス担任のボーナスに影えい響きようがあるとか無いとか。噂うわさだと思っていたけど、あの目を見ると事実らしいね。

「「「「「任しとけや、森町先生！　やったるぜ！」」」」」

　既すでにやる気満々のクラスメイト。仕方ない。気分は乗らないけど、僕も数学を頑張ろう。

「ねぇ、委員長」

　活気づきだしたクラスメイトを横に、梨香さんが手を挙げた。

「何？　久檀さん」

「私はどうなるの？　実力テストを受けていないんだけど」

　そうか。転入してきた梨香さんは基準とされる実力テストを受けていないんだ。

「説明するの忘れてた。久檀さんは元々テストを受ける必要がない。代表に選ばれた人間はプロポーション維い持じとかに力をつぎ込むためにテストは受けなくていい事になっている。ダイエットするなり、胸の育成をするなりしてほしい」

　梨香さんの場合、維持しなくても育成しなくても十分な気がする。

　それにしても数学かぁ。暗記じゃないテストって苦手なんだよなぁ。応用系ってどうも面めん倒どうで。数式を覚えて当てはめて計算。考えるだけで億おつ劫くうになる。

「真藤、貴方は特に頑張らなければならない」

　委員長が頭を抱かかえている僕を名指しした。

「何で僕？」

「どうしてわたしが真藤の数学を例に出したか分かる？」

　何故なぜでしょう？　僕への当てつけじゃなければ何だろう？　福音学園はクラス替がえが無いから、委員長とは去年からの付き合いだ。一年の間に恨みを買うような事したかな？

　料理対決の時に、漫まん画がに出てた幻まぼろしの食材を使おうとか、全員から千円集めて良い食材を使おうとか、話を脱だつ線せんさせまくったけど。この程度で恨むような委員長じゃないはず。

「実力テストで成績が一番悪かったのが真藤の数学だった」

「へぇ～」

「つまり、真藤が百点取れば一気に五十七ポイントも稼かせげる事になる。分かる？」

「そんな事しなくても、梨香さんが審査員の持ち点をほとんど取るんじゃないかな？」

　自分が勉強したくないから、楽観的な意見を言ってみた。委員長は何も言わず、黒板に大きく『夜華咲姫』と『海凪奏』の名前を書いた。

「知っての通り、三年五組には百合ゆり属性全開の変態モデル体型、夜華咲姫がいる。審査員の好みがはっきり出る採点方式だから、モデル好きには堪たまらない。間違いなく代表者として出てくるはず」

「……確かに強敵ね。分かってはいたけど……」

　な、何だ？　梨香さんの落ち込みが尋じん常じようじゃないんだけど。

「あの細い脚あし。…………羨うらやましいったら、ありゃしない！」

　確かに咲姫先せん輩ぱいの脚はかなり細くて、綺麗だったけど。委員長が言うように、好みの問題なんだから、審査員に梨香さんみたいな脚が好きな人がいれば大丈夫だと思うよ。

「変態ヒイロ！　そんなに脚を凝ぎよう視ししないでよ！」

　いつの間にか目線が脚に向いていた。でも、やっぱり気にしなくていいと思う。

「ね、ねぇ、ヒイロ？　脚を細くしたいから……そ、その……帰ったら脚のマッサージお願いできる？」

　恥はずかしそうに顔を赤くしながら梨香さんは言った。

「え、えぇっ!?」

　嬉うれしいような……。恥ずかしいような……。いやらしいような……。

「帰ったらマッサージってどういう事よ？」

「真藤と久檀。朝ほぼ同時に教室に来たよな？　田丸、何か知らないのか？」

「昨日の夜、珍めずらしく会長の部屋の電気消えてたけど……。そういえばさっき、無理やり引っ越こしとか言ってなかった？　それに二人とも名前で呼び合ってる……」

　何やら嫌いやな予感が……。

「何を不思議がってるのよ？　だって私、ヒイロと昨日から一いつ緒しよに暮らしてるのよ」

「打ち付け開始！」

　田丸君の号令でクラスメイトの大半が、机にわら人形を打ち付け始める。

「ま、待って！　とにかく落ち着こうよ！」

「皆、釘は片付けて。そこ、柱にわら人形を打ち付けない。穴が空く。わたしの話はまだ終わってない」

「ちっ！　命拾いしたな！」

　本当に呪のろい殺されるかもしれない。授業が終わってからの釘回収じゃ間に合わない。

「話を続ける。次は一年一組にいる海凪奏。ロリ系巨きよ乳にゆうという反則キャラ。ライバルは間違いなく、三年五組と一年一組の二つ。特に一年一組は要注意」

「？　どうして？」

「真藤、一年前の実力テストを覚えてる？」

　そんな昔の事は覚えてないよ。僕以外のクラスメイトも必死に思い出そうとしているが、全然思い出せないらしい。

「受験を終えた直後であり、高校でのレベルをはかる入門テストの様な物だから、全員の点数が悪い。つまり」

「なるほど。僕たちより点数稼ぎをしやすいって事だね」

「真藤、正解。だから真藤に点数を稼いでもらう。付き合っている相手を優勝させたいのなら、なおさら」

「皆、落ち着いて！　五ご寸すん釘くぎを僕に向けて投げようとしないで！　そこ！　わら人形を壁に打ち付けるな！」

「私が……ヒイロの……。しょ、しょうがないわね！　頑がん張ばってあげるわよ！」

「皆、本当に落ち着こう！　お願いだから五寸釘を研といでから投げようとしないで！」

　駄だ目めかもしれない！　梨香さんのとどめの一いち撃げきで皆の殺気がマックスまで上がってしまった！　今、逃にげなきゃ僕は死ぬかもしれない！　殺意に満ちた皆の目が怖こわい！

「どうしてこんなオタク野郎がこんな美少女とラブコメしてんだよ！　代わって──もらわなくていいや。お前の死に様が見えた」

「なに予知能力に目覚めてるのっ!?　死に様が見えて『代わってくれ』って言いかけたの止やめたよねっ!?」

「安心するといいわ！　その予知を実現させるために努力と協力は惜おしまないから！」

　本当に何なんだ、このクラスはっ!!




　何とか生きて帰れた。休きゆう憩けい時間になる度たびにクラスメイトから攻こう撃げきされ、それでよく生き延びられたと思うよ。自分の回復力には感心する。

　僕は校門で梨香さんが出てくるのを待っていた。用があるから、校門で待っててと言われたんだけど。鞄かばんを持って、教室のドアに着いてから言われたんだよね……。やっぱり僕と二人きりが嫌なのかな？

　得意なマイナス方面への思考を巡めぐらせていると、奏ちゃんがやってきた。

「ヒイロ様、学業お疲つかれ様です！　もしかして奏を待っていてくれたです？」

　期待に満ちた目。奏ちゃんって恋こい人びととかじゃなくて、理想の妹とか迎むかえに来てくれる犬みたいな感じがするなぁ。

　梨香さんだけじゃなく、奏ちゃんや咲姫先輩を待っていたのも事実だ。三人とも帰る家は同じだし、一緒に帰った方が楽しいからね。

「うん。奏ちゃんも待ってたよ」

「じゃあ帰りましょうです！」

　腕うでに抱だきついてくる奏ちゃん。その、嬉しいんですけど。胸が当たってるのが気になってしまうんですが。

「……何してるのよ」

「あっ、梨香さん」

　気づいたら梨香さんが来ていた。僕の正面に立つ梨香さんの視線は、ある一点に集中していた。僕が全神経を集中させている腕に。

「久檀様も学業お疲れ様です！　さぁ、一緒に帰りましょうです！」

　梨香さんが来たのが嬉しかったようで、奏ちゃんの抱きつく力が強くなり、僕の腕に当たる柔やわらかい感かん触しよくが更さらに強くなった。

「やっぱりアンタ、巨乳がいいんでしょ！　デレデレしちゃって！」

「な、なんでいきなりそんな話にっ!?」

「私も攻こう略りやく対象なんだからねっ！　私にだってヒイロと腕を組んで帰るっていうイベントする権利はあるわけでしょっ!?　巨乳じゃないからできないなんて理り不ふ尽じんよっ!!　あぁ、もう！　私も今すぐ巨乳になりたい！」

「何を意味の分からない事を言ってるんですかっ!?　そもそも梨香さんだって小さくはないでしょっ!?　梨香さんに腕組まれて嬉しくない男子なんて、まずいませんよ！」

「な、何を言って……！」

　そこまで言うと、一いつ拍ぱくおいて梨香さんは空いている腕に抱きついてきた。

　右側の奏ちゃんほどではないけど、伝わる弾だん力りよくは僕の心しん拍ぱく数すうをさらに上げる。

「えっと……梨香さん？」

「だ、男子は誰だれでも嬉しいんでしょ？　つ、つまりは……ヒイロもって事よね？」

　素す直なおに答えていいのかな？　下心アリで嬉しいって言ったんだけど。梨香さんだって下心を理解した上で言ってたはずだよね？　つまりは今もそれを理解して抱きついてる事になるんだよね？

　だからなのかな？　顔が尋常じゃないぐらい真っ赤になってる。梨香さんは顔が赤くなる事が多いけど、完熟トマトぐらいに赤いのは初めて見る。

「ど、どうなのよ？」

　これだけ恥ずかしがってる中で訊きいてるのに、素直に言ってあげなきゃ悪いよね。

「そ、そりゃあ……う、嬉しいですよ」

　下心ナシでも嬉しいのは事実だ。

「そ、そう。べ、別に男の子が、腕組んでほしそうにしてるのを分かってて、わざとじらして腕を組むってイベントをしたわけじゃないからね！」

　なんかよく分からないけど……上うわ目め遣づかいの梨香さんが可愛かわいいし、嬉しそうに笑ってるから、いっか。

「ほ、ほら二人とも！　腕組んだまま帰るわよ！」

「はいです！　帰りましょうです！」

「えっと……梨香さん、奏ちゃん。……やっぱり離はなれて歩きません？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべて僕を見上げないでくれるかな？　周囲の視線に気づいて！　意思が伝わるぐらい強い殺意が送られている事に！　どうかこの話が田丸君に伝わりませんように！




　昨日、担かつがれて通った門の前に着いた。何度見ても広大な土地だ。門を潜くぐり、玄げん関かんへ向かうと梨香さんが思い出したように僕の腕から離れた。

「そういえば、パパに呼ばれてたんだ。ちょっと行ってくるわね」

「パパ？　あぁ、中央のあの建物ですね」

　広大な土地の中央にある建物。あれは、自宅兼けん会社になっているらしく、会社の社長でもある梨香さんの父親が住んでいるという話だ。

　で、ここからは見えないけれど社員寮りようやお手伝いさん用の家まで敷しき地ち内にあるらしいんだけど。それが見えないほどの広さってどゆこと？

「二時間ぐらいで帰るから」

　僕と奏ちゃんを置いて中央の建物へ梨香さんが走って行く。太ももの動きに合わせて動くスカートもいいけど！　正面から梨香さんを見たい！　揺ゆれ動く二つの実りを観賞したい！　走っている制服を着た美少女ってのは魅み力りよくありすぎでしょう！

　後ろ髪がみを引かれる思いで僕は奏ちゃんを引き連れて家に入った。

　バスケットコートの半面ぐらいありそうな玄関に学校指定の靴くつが一足。咲姫先せん輩ぱいは先に帰っていたみたいだ。

「あっ！　そういえば、咲姫先輩に買い物を頼たのまれてたんだった！」

「そういえば朝に話してましたですね。じゃあ、奏が急いで買ってきますです！」

　僕から離れ、奏ちゃんはいつものように姿を消した。最初はびっくりしたけど、もう消えるの見慣れたよ。慣れって怖いね。

　そういえば、昨日からまだ僕の部屋へ行ってなかった。朝、制服に着き替がえる時も、クリーニングをした制服を爺じいが持ってきてくれたんだよね。キッチンの隣となりらしいから行ってみよう。

　ダイニングを通り、キッチンへ続く扉とびらを開く。すると咲姫先輩が目に入った。

　たしかキッチンの隣は僕の部屋で、その隣が梨香さんの部屋だったはず。その前で咲姫先輩が何かをしている。

「……何してるんですか？」

　咲姫先輩が梨香さんの部屋の前で腰こしを落とし、鍵かぎ穴あなに何かを差し込んで作業をしていた。

「なんでもありませんわ。貴方あなたには関係の無い事です」

　どう見てもピッキングをしているようにしか見えないんだけど。

「しぶといですわね、この鍵」

「中に入って何するんです？」

「盗とう聴ちよう器きと盗とう撮さつ用カメラを仕し掛かけるのですわ」

　僕はポケットからスマホを取り出し、

「もしもし、警察ですか？」

「間ま違ちがい電話ですわっ！」

　咲姫先輩がすごい勢いで僕の手からスマホを取り上げ電話を切った。

「何してますのっ!?」

「こっちの台詞せりふですよっ！」

　盗聴だの盗撮だのをしようとしている人を見つけたら通報するでしょ！

「……咲姫先輩。それは犯罪ですからね」

「分かっていますわ」

　僕にスマホを返し、再び鍵穴になにやら道具を差し込む咲姫先輩。

「もしもし、警察ですか？」

「悪戯いたずら電話ですわっ！」

　さっき以上の速度でスマホを取り、電話を切った。

「何してますのっ!?」

「だからこっちの台詞ですっ！」

　荒あらくなった息を落ち着かせ、咲姫先輩と見つめ合う。

「貴方に一つお伺うかがいいたしますわ」

　腰に手を当てながら僕に問いかける。

「梨香さんが制服に着替える際、上から着るか下から着るかどちらがよろしくて？」

　なんだ、この質問。そんなの答えるまでもない。

「上から着てもらわないと困ります。シャツを着てるけど下は穿はいてない。これは男子永遠の夢が詰つまったシチュエーションなんです！」

「男子だけの夢ではありませんわ！　わたくしもその意見に賛成ですもの！　是ぜ非ひ見たくありませんかっ!?」

　見たい。梨香さんがシャツに下を穿いてない姿。想像しただけでちょっと鼻の奥が……。

「うんうん。のぼせて鼻血が出そうになるのも分かりますわ。手に入れたら画像データを譲ゆずってさしあげますから、邪じや魔まはしないでいただけるかしら」

　僕と同じように想像して鼻血が出たのか、咲姫先輩は鼻を押さえながらまた鍵穴に道具を差し込んでいる。

「もしもし、警察ですか？」

　こんなやりとりを数回繰くり返した後、ようやく咲姫先輩は諦あきらめてくれた。

「まったく咲姫先輩の変態ぶりはリアルだと怖こわいですね」

「何を言ってますの？　小中学生の水着や体操着をクンカクンカする趣しゆ味みのわたくしのどこが変態なんですの？」

「それを変態と言わなきゃ、世界中の変態は常人って言われますよねっ!?」

　咲姫先輩はラノベでもこうだったからなぁ。美少女が大好きで、男に興味はなく、自分の認める女の子以外は罵ば倒とうする。……リアルだとかなり怖い人なんだね。

「咲姫先輩が二人の着替えを覗のぞきたい気持ちは十分に分かりますけど」

「分かるのなら、カメラや盗聴器を仕掛けてもいいではありませんの。ケチですわね」

「はぁ……。咲姫先輩？　世の中の常識っていうものがあるんですけど、それについて僕の部屋で話しましょうか」

　咲姫先輩を連れて僕の部屋へ向かう。と言っても目の前なんだけど。『真藤ヒイロの部屋』と書かれたドアを開けた瞬しゆん間かん、僕は目を疑った。

「……僕の部屋がある」

　昨日まで住んでいた僕の部屋が見事に再現されていた。違ちがうのは、畳たたみや天てん井じようなどが綺き麗れいになっていて、キッチンが最新のシステムキッチンになっている事。これら以外は、全すべてが同じ。

　アニメグッズなども大だい丈じよう夫ぶ。残念なのは、フィギュアが全て箱から出されて高価そうなショーケースに入れられていることかな。未み開かい封ふう保存用というのは、オタクにしか分からない心情だし、仕方ない。運んでもらっただけ良しとしよう。

「昨日も思いましたが、貴方はなかなか素す晴ばらしい趣味をしていますわね」

　部屋に入るなり、咲姫先輩はショーケースの前に向かい、息いき遣づかいを荒くしながら美少女フィギュアを眺ながめていた。

「やはり美少女は、こうでなければいけませんわね！」

「フィギュアのスカートの中を覗きながら、何を言っているんですかっ!?」

「どうせ貴方もやっていることではありませんかっ！」

　……否定はしないよ。僕も紳しん士しだからね。

　緑茶をちゃぶ台に出し、咲姫先輩に勧すすめる。フィギュアを見終え、僕の正面に座りお茶を啜すすっている。

　う～ん、咲姫先輩みたいな人には紅茶が似合いそうなんだけどなぁ。今度、爺にでも美味おいしい紅茶の淹いれ方を習おうかな？

「いいですか、咲姫先輩。現実で盗撮や盗聴は犯罪なんですよ」

　僕は本題を口にした。

「理解してますわ」

「なら止やめましょうよ」

「理性で抑おさえきれないのですわよ」

　息を荒げ出す咲姫先輩。

「咲姫先輩。やっぱり犯罪を起こす前に刑けい務む所しよに行きますか？」

「美少女看守がいる刑務所なら！」

　駄だ目めだ、この人。

「あれ？　でも咲姫先輩のキャラって盗撮とかしてなかったですよね？」

　他ほかのキャラはバンバンやってたけど。

「わたくしがいたラノベは読んでいるのですわね。あんな美少女と呼べない人たちを盗撮しても興奮できませんもの」

　あぁ、そうだ。咲姫先輩って理想がかなり高いんだった。学園のアイドルを指して「貴女あなたが学園のアイドルを語るなど、アイドルという肩かた書がきに失礼ですわ」って言い放つキャラだった。

　その代わりに確か、小さい子には興味があって……。

「周囲の女の子に興奮できない代わりに、小学生や中学生のスク水やらを裏ルートで入手してたわけですか」

「美少女になり得る可能性がある彼女たちは性的対象ですわ！」

　今いま更さらだけど、僕の願いを考こう慮りよした場合、咲姫先輩を呼ぶのは選せん抜ばつミスじゃない？　僕は美少女と付き合いたいって願いを書いたわけで、男に興味がない咲姫先輩を呼ぶなんて。あの手紙を送った主は、どういう意図で呼んだんだろうか？

「そもそも貴方」

「へ？」

「わたくしの趣しゆ味み嗜し好こうを否定していますが、貴方は美少女をどう思っておりまして？」

　僕に問いかけると、咲姫先輩は座ったまま、ちゃぶ台に沿うように動いて、僕のすぐ隣に来た。すぐ近くにある咲姫先輩の顔。……やっぱり可愛かわいい。

「ど、どうって。可愛いなとか、付き合いたいなって思いますよ。二次元に限りですけど」

「例えばですけれど、美少女に着てほしい服は？」

「メイド、スク水、乳ちち袋ぶくろ制服、チャイナ服、浴衣ゆかた、和服、ブルマ、バニー、猫ねこ耳みみ──。現実じゃお目にかかれない服を着てほしいですね」

　僕は思いつく限りの衣装を即そく答とうした。

「ほとんどわたくしの趣味と同じではありませんの」

　……変態と趣味が同じだなんてショックだ……。

「にしても、貴方には感謝しなければなりませんわね」

「えっ？　何でです？」

「わたくしがこうして梨香さんと奏さんと出で会あえたのは、他ならぬ貴方のおかげですわ」

「ん～、そうかもしれませんけど、それは結果論じゃないですか？　どんなきっかけで結論に達したとしても、そこへ行き着く為ために行動したのは、他ならない先せん輩ぱい自身じゃないですか。だから、僕に感謝する必要はないですよ」

　咲姫先輩は目を丸くして僕を見ていた。あれ？　僕、変な事言ったかな？

「貴方、変わってますわね」

「へ？」

「いえ、普ふ通つうは感謝されたらそのまま受け取るものですわ。なんというか……自分に否定的に見えますわ」

「そ、そうですかね？」

「ですが、それは自分に厳しいとも取れますわね。そして他人には優やさしい。素晴らしい事ですわ」

　咲姫先輩が言っている事がよく分からないな。

「しかし、それはそれで困りましたわね」

「何がです？」

「いえ、貴方あなたがそんな性格なら、二人が陥かん落らくするのも時間の問題と言えますから」

　さっきから疑ぎ問もん符ふが浮うかびっぱなしなんだけど。咲姫先輩は一体、何を言ってるんだ？

「分かっているとは思いますが、あの二人に貴方から手を出すようなら……分かっていますわね」

　最後の「分かっていますわね」のトーンが低く、やたら圧力を感じた。

「そうそう。訊きこうと思っていたことがありまして。わたくしを含ふくめ、三次元へ来た三人は貴方の好みなんですの？」

「まぁ、そうですね。二次元の美少女なら大たい抵ていは好きですけど。ほら、あそこにも梨香さんと奏ちゃんのフィギュアがありますから。咲姫先輩のフィギュアも『私は彼女たちを愛せない』がアニメ化すれば、立体化されそうなんですけどね。発売されたら確実に買いますよ。あ～、でも咲姫先輩はサブキャラの位置にいますから作られな──」
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　僕の話を最後まで聞かずに咲姫先輩は立ち上がり、ショーケースの扉とびらを開けて梨香さんと奏ちゃんのフィギュアを手に取った。

「ちぃ！　梨香さんも奏さんも水着ですのね！　スカートなら覗きたかったのですが！」

「咲姫先輩！　どこまで変態で、どこまで欲よく望ぼうに忠実なんですかっ!?」

「しかし、水着のムチムチ感もなかなか……」

　悦えつに浸ひたり終え、咲姫先輩が二人のフィギュアを戻もどす。改めて他のフィギュアを見て、僕に視線を落とした。

「絶対領域、黒ソックス、貧乳、巨きよ乳にゆう、グラマラス、幼女、メイド服、獣けもの耳みみ、水着、制服、ツインテール、ポニーテール、ｅｔｃ。属性にこだわらないのには、こだわりがありますの？」

「全部の属性が好きだからに決まっているじゃないですか！」

　僕はちゃぶ台を叩たたいて声を荒あらげた。

「巨乳と貧乳は一キャラで表現はできないし、黒ソックスもニーソを穿いた絶対領域も外せない。どんな属性も大好きなんです！」

「分かっていますわね！　美少女に限っては、おっぱいやお尻しりに限らず全てが性せい欲よく刺し激げき部位になりますわよね！　わたくしと同じ属性とは、貴方も相当な変態ですわね！」

「僕の発言をどう受け取ったら、そんな結論に達するんですかっ!?」

「今後、貴方とは良い美少女談義ができそうですわね」

　……もう放ほうっておこう。この人の欲望への忠実さには感心するよ。

　咲姫先輩と一いつ緒しよに部屋を出ると、奏ちゃんが目の前に現れた。ＲＰＧのモンスターと遭そう遇ぐうってこんな気分なのかな？

「ヒイロ様！　何を買うか訊かないで買い物へ行ってしまいましたです！」

「買い物？」

　咲姫先輩が疑問符を浮かべている。

「ほら、朝に咲姫先輩が僕と梨香さんに頼たのんだあれですよ」

「ああ。そんな事を頼みましたわね。正直、あれの意図に気づかない貴方たちって……」

「意図？　意図って何です？」

「何でもありませんわ。仕方がありませんわね。別に必要な物でもありませんが、わたくしが行ってきますので、奏さんはセクシーメイドに着き替がえて待っていてください」

「はい！　分かりましたです！」

　咲姫先輩はそのまま買い物へ向かった。玄げん関かんまで先輩を見送り、玄関とダイニングを隔へだてる扉を開くと奏ちゃんがスカートを脱ぬごうとしている場面に出くわした。

　正確には制服のブレザーを脱いでおり、スカートを脱ごうとしていた。そして奏ちゃんの足あし下もとには、脱ぎたてと思われるスパッツが一枚、落ちている。

「……ちょ、ちょっと、奏ちゃんっ!?」

　一いつ瞬しゆん、このまま放置して眺めてようかなと思ったけど、やっぱり駄目だ。

「はい！　何ですか、ヒイロ様！」

「いや、何ですかって。な、何をしてるの？」

「何ってメイド服に着替えるです！　奉ほう仕しはメイドがすると夜華様に教わりましたです！」

　その考えは間ま違ちがっていない。でも、着替えるのはここじゃなくていいと思う。自分の部屋があるんだから、そこで着替えるべきだと思う。

　すでに奏ちゃんはスカートのフックを外していたらしく、手を離はなした途と端たん、スカートがずり落ちてしまった。

　シャツで大事な部分が隠かくれて見えない。けど、それが逆にエロさを増ぞう幅ふくさせているような気がする。……穿はいてないように見えるんですよね。

　まさに咲姫先輩と話していた憧あこがれのシチュエーションが今ここに！　咲姫先輩が居たら発はつ狂きようするかもね。

「ヒイロ様、顔が赤いですよっ!?　大だい丈じよう夫ぶですっ!?」

「どうして奏ちゃんは理由が分からないのっ!?」

「もしや、グラマラスな体の裸はだかのくノ一でも現れましたかっ!?」

「その発想ができるなら、僕が何を見て顔を赤くしてるか分かるよねっ!?」

「あっ、メイド服は奏の部屋でしたです！　部屋で着替えてきますです！」

　慌あわてふためく僕を尻しり目めに、奏ちゃんは姿を消した。はぁ、昨日からツッコミの連続で疲つかれたよ。




　学校での出来事や昨日からの疲ひ労ろうを癒いやすために、僕はお風ふ呂ろに来ていた。夕焼け空が僕の心まで癒してくれている気がする。

「はぁ～、気持ちいいなぁ～」

　こんな時間に温泉へ入れるなんて。美少女と暮らせるのも幸せだけど、他の境きよう遇ぐうも幸せだよね。大きい家で暮らせるし、美少女のご飯は食べられるし。

「ヒイロ様！　お背中を流しに来ましたです！」

　こうやって美少女に背中を流してもらえるし……って！

「えぇっ!?　奏ちゃんっ!?」

　バスタオルに身を包んだ奏ちゃんがやってきた。布切れ一枚の下に奏ちゃんの裸ら体たいがあると思うと……ヤバイ！　鼻血が！

「ヒイロ様！　湯船から上がってくださいです！」

「あっ、うん」

　いや「うん」じゃないでしょ！　昨日のお昼と同じように勢いに飲まれてるっ!?　思春期の男女が裸の付き合いはさすがに駄目だと思う！

　椅い子すに腰こし掛かけると、奏ちゃんが背中を擦こすってくれた。

「ヒイロ様。痒かゆいところはありますですか？」

「だ、大丈夫だよ」

　正面にある鏡越ごしに見える奏ちゃんの胸。タオルじゃ隠しきれない北半球にドギマギしてしまう。

　タオルからこぼれそうになってるから、奏ちゃんはゆっくり体を動かした方がいいと思う。

　とにかく、早く終わって！　嬉うれしいけど、早く終わって！

「はい！　終わりましたです！」

「あ、ありがとう」

　振ふり返る事ができず、鏡越しに見つめ合う妙みような時間が生まれた。えっと……どうしたらいいのかな？　と、とりあえず僕がしたい事を言っておこう。

「か、奏ちゃん？　ぼ、僕は湯船に浸つかってから出るから……」

「はい、分かりましたです！」

　湯船に浸かる僕────────────────────と奏ちゃん。

「ヒイロ様、気持ちがいいですね！」

「う、うん……。そ、そうだね」

　てっきり、僕を置いて出るものだと思っていたのに。できれば見たくないんだけど、向く方に奏ちゃんが動いてくるから、どうしても視界に入ってしまう。

　タオルが濡ぬれた事で、ボディラインがはっきりと浮かんでいる。どうしても意識がそっちへ行っちゃうんだけど、どうしたらいい？

　こういう時、エロい意識を削そぐために、円周率を唱えるアニメや漫まん画がが結構ある。やってみよう！

　ちなみに円周率をπパイとも表現する。だから、円周率を唱える＝πパイを考えるという事であり、中学生並みの頭である僕は、視界の先にある二つの実りを連想することになるわけで。

「円周率で意識は削げないよ！」

「ヒイロ様？　急にどうしたんです？」

「いや、なんでもないよ……」

　アニメや漫画で得た知識が、必ずしも正しい物ではないという事が立証された瞬しゆん間かんです。

　さて、どうしたものか。僕の意識はどうやってもエロい方へ行ってしまう。なら、その根源を排はい除じよする方法を取った方がよさそうだね。

「ねぇ、奏ちゃん」

「はい、何ですか？　あっ、お話しするのなら、長時間になりそうですね！　奏、お飲み物を持ってきますです！」

　水が弾はじける音と同時に奏ちゃんの姿が消えた。昨日の焼きそばパンと同じように、バスタオルがその場に残っている。

　……これはまずい！　多分、飲み物を持ってきた奏ちゃんは裸のはず！　今すぐに出ないと裸の奏ちゃんを見てしまう事になる！

　急いで出ないと！　……と思いながらも体が動かないのは、男子たる所以ゆえんでしょうか。……ここはのんびりと待たせてもらっていいよね？　不ふ可か抗こう力りよくってやつだよね？

「ヒイロ様！」

　着水音と共に奏ちゃん再参上。水しぶきが霧きりのようになり、奏ちゃんの姿を隠す。水面にはさっきの白いバスタオルが浮ういたまま。緊きん張ちようや恥はずかしさとは別の高鳴りがする。

　水しぶきが落ち着き、ペットボトルを持った奏ちゃんの姿が露あらわになった。

　……新しい水色のバスタオルで体を隠して。

「お茶と炭酸ジュースとスポーツドリンクをお持ちしましたです！　どれがいいですか？」

「……スポーツドリンクで」

「ヒイロ様？　泣いてません？」

　受け取ったペットボトルを一気に飲み干す。期待を裏切られたんだ！　飲まないとやってられないよ！

「それで、ヒイロ様！　何かお話あるんですよね？　奏、楽しみです！」

　そんな実のあるような話じゃなくて。咲姫先せん輩ぱい同様、常識という物を理解してもらわないと、今後生きていく上で困ることがあるだろうからね。

「いいかい、奏ちゃん。本来、僕たちぐらいの男女は同じお風呂に入らないんだよ」

「そうなんです？　奏が仕えていた城では、男女問わずお世話してましたよ？」

「そうだったね。僕も『海あおと空あおの境界線』を観みてたから分かるけど、毎週欠かさずにあるお風呂のシーンは嬉しかった。あれ、二期やってくれないかな～」

　じゃなくて！　そんな事はどうでもいいんだよ！

「ここの世界では、付き合ってる男女とか特別な関係じゃないと駄だ目めなんだよ？　だから、僕が入っている所に入って来ちゃ駄目だからね。分かった？」

　下した唇くちびるに人差し指を当て、考えているような仕草をする奏ちゃん。

「分かったです！　ヒイロ様が入っているお風呂に入って来ちゃ駄目なんですね！」

「うん！　そういう事！」

「じゃあ明日からは、ヒイロ様が奏たちの方へ入りに来てくださいです！　そうすれば、お背中をお流しいたします！」

　なんで咲姫先輩といい奏ちゃんといい、世の常識に当てはまろうとしないんだろう。

「ヒイロ様、ヒイロ様！」

　奏ちゃんが僕の名を呼びながら横に並び、僕の腕うでを摑つかもうとする。咄とつ嗟さにかわし、体も動かして距きよ離りを取る。この状態で腕に抱だきつかれたら、さすがに理性が飛ぶかもしれませんので、回かい避ひ行動を取らせてもらうよ。

「何で逃にげるのか分かりませんですけど。訊きこうと思っていたんです！　奏と久檀様と夜華様。誰だれが好きですかっ!?」

「……え？」

　キラキラと目を輝かがやかせて前ぜん傾けい姿勢で僕を見ている。視線が一ヶ所に向かって、意識がそっちへ移行しそうだけど、何とか食い止める。

「だ、誰が好きって？」

「言葉通りの意味です！　だって、ヒイロ様は先ほど言ってたです。『付き合ってる男女とか特別な関係』と。奏たちをこの世界に呼んだのは、特別な関係になりたくて呼んだんですよね？」

　天然ドジっ子のくせに的を射た質問をしてくるね。天然だからこそなんだろうけど。

　確かに奏ちゃんの言う通りだ。僕は二次元の女の子と付き合いたくて、あの願いを書いた。言われてみたら、そんな風に三人のことを見てなかった気がする。単純に嬉しくて、それで満足していた。

　三人のことも何となくだけど、理解してきた。

　梨香さんも普ふ通つうに可愛かわいいし、ちょっと性格に難があるかもしれないけど、話していて楽しい。付き合ってもらえるなら……僕なんかと付き合ってくれるわけ無いか。

　奏ちゃんだって外見も可愛いし、性格も天然で愛くるしい所がある。構ってあげたくなるし、付き合ってもらえるなら……奏ちゃんも僕と付き合ってくれないか。

　咲姫先輩なんてモデル並みにスタイルいいし、性格はかなりの難がある変態だけど、実は結構よく見て気を遣つかってるんだよね。付き合ってくれたら、きっと楽しいと思うんだけど。付き合ってもらえる可能性なんて絶対に無いよね。美少女にしか興味ないんだし。

「う～ん」

　空を見上げながら、三人の姿を脳内で描えがいてみる。けど、三人とも魅み力りよくがありすぎて誰か一人に絞しぼるのは難しい！　そもそもこんな美少女と付き合うなんて想像できない！

「ヒイロ。アンタ、何がどうなってこういう状じよう況きようになってるのか説明できる？」

「へっ？」

　声に反応して、空から視線を落とす。そこには制服姿で腕を組んでいる梨香さんと制服の上にエプロンを着けた咲姫先輩の姿があった。湯船に浸かっている僕は二人を見上げる形になっていて、ギリギリ下着が見えないのが心の底から残念だ。

　二人とも背中にどす黒いオーラを背負っているのが見える気がするけど。咲姫先輩は僕が奏ちゃんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってるから怒おこってるんだろうけど。梨香さんは、どうして怒ってるんだ？

「わたくしはどんな理由を付け加えようと、市中轢ひき殺しの刑けいに処させていただきますが」

「市中引き回しじゃなくて、市中轢き殺しっ!?　咲姫先輩は、僕を見み世せ物ものにするんじゃなくて、殺すのを見世物にする気っ!?」

「ヒイロ！　こういう一緒にお風呂に入るイベントは、攻こう略りやく対象の私としなさいよね！」

「待って咲姫先輩！　岩風呂の岩を持ち上げて、僕に投げようとしないで！　梨香さんが言った事をしようとは思わないから！」

　特別な人を三人から選んでなかった理由が分かった気がするよ。




「あの……梨香さん」

　お風呂から上がった後、まともに話す事も無く、眠ねむる時間になってしまった。

　ベッドに入るやいなや、梨香さんは昨日と違ちがい、僕の方を向かずに眠ろうとしている。咲姫先輩は、奏ちゃんの裸はだかを脱だつ衣い所で見られたから、機き嫌げんが良くなったみたいだ。……それもどうかと思うんだけどね。

　どうして梨香さんはこんなに怒ってるんだろう？　全然、分からないんだけど。

「えっと……皆みんな、おやすみなさい」

「……」「おやすみなさいです、ヒイロ様！」「おやすみですわ、ヒイロ君」

　梨香さんから返答はなかった。

　自分に布ふ団とんをかけた直後、昨日と同じ事が起きた。袖そでが引っ張られた。

「──るしてあげる」

　向こうを向いている梨香さんが、小声で何かを言った。

「梨香さん？　今、何か言いましたよね？」

　眠りそうな二人に迷めい惑わくにならないように、小声で梨香さんに問いかける。すると首をこっちへ回してきた。

「これで許してあげるって言ったの！」

　とても小さい声だけど、力強い声で梨香さんは許すと言った。

　奏ちゃんとお風呂に入ったのは道徳的にまずいと僕も思っていたし、梨香さんの怒り方が過か剰じようとはいえ、理解できた。だから許してくれてほっとした。

「本当は、私と一緒にお風呂に入ってくれて、夜も二人きりで寝ねてくれて、学校の中庭で私が作ったお弁当を私がアーンするから、それを照れないで喜んで食べてくれたら、許してあげようって思ったんだけど」

「さ、さすがにそれは……クラスメイトから集団リンチ喰くらいそうなので……」

「……ま、今のは冗じよう談だんって事にしておいてあげるわよ。……おやすみ、ヒイロ」

　そう言って、こっちを向いたまま梨香さんは目を閉じる。……まずい。視線が唇くちびるへ向かって鼓こ動どうが高まってきた。頑がん張ばって天てん井じようを向いて意識を削いだ。




　梨香さんもすぐに寝ね息いきを立て始める。今日は昨日と違って、なかなか眠れない。僕は隣となりにいる三人の姿を思い出して、お風呂で奏ちゃんが言っていた事を考えていた。

「奏たちをこの世界に呼んだのは、特別な関係になりたくて呼んだんですよね？」

　実際の所、僕はどうなんだろうか。三人の中に特別な関係になりたいと思っている人はいるのかな？　そもそも皆は僕の事をどう思っているんだろう？

　そう考えると、三人が僕に好意を抱いていないのに、特別な存在になりたいとか上から目線で見られない。というか、両サイドに寝る誰かと付き合いたいなんて、高望みしすぎかな。四人で暮らす関係を良くしていく事を考えていよう。







　第四章　消滅試練







　ぼーっとする頭で隣を見ると、ベッドにいるのは僕だけだった。今、何時だろう？　皆が活動するぐらいの時間なのかな？

「おはようございます、ヒイロ様」

　部屋から出ると爺じいが僕の前に現れる。

「お嬢じよう様さまたちからの伝言でございます。買い物があるので出かけてくると。夕方には戻もどるとの事です」

「ありがとう、爺」

「いえ、それでは」

　スマホを見ると、もう十二時近くになっていた。いくら休みだからって眠りすぎた。キッチンで料理をしながら、二日ぶりの一人をどうやって過ごすか考えていた。

　アニメでも観みようかなぁと考えつつ、簡単な食事をダイニングへ運ぶ。するとテーブルの上に置いてあった物が目に入った。

「これって……手紙？」

　これには見覚えがある。どこでだっけ？　……あれだ！　願いを書いた手紙にそっくりだ。

「また願いを叶かなえるどうのこうのかな？」

　だったら今度は……今度はどうしようかな？　ちょっと考えてから書こう。

　作った料理を置き、封ふう筒とうの封を切ると数枚の紙が入っていた。





『真しん藤どうヒイロさん。

　この度たびは願いを叶えるチャンスの当選、おめでとうございます！　さてさて、しかしながら次元を超こえるという無む茶ちやな願いをありがとうございます！　実は、願いを叶える際にいくつか注意事じ項こうがありまして、手て違ちがいで入れ忘れてしまいました！　二枚目以降の紙にその注意事項が書かれていますので、ご確かく認にんをお願いいたします！』






　注意事項？　一体なんだろう？　早さつ速そく、一枚目を捲めくってみる。





『注意事項一　叶える事が不可能そうな願いはおやめください




　　　　　　　（例　空想上のキャラクターと結けつ婚こんしたいです！　等）』






　いきなり注意事項に引っかかってるっ!?　ってか、どうして駄だ目めなのさ！　事実、二次元の女の子が三人も来てるじゃないか！　他ほかの注意事項はっ!?





『注意事項二　願いを叶えるには努力をしていただきますので、注意事項一のような努力と無む縁えんで人任せな願いはご遠えん慮りよください』






　注意事項二が注意事項一に対する注意っておかしいでしょっ!?　次の注意事項はっ!?





『注意事項三　願いが叶うか疑っている奴やつは、今すぐに表へ出ろ』






　今いま更さらの確認行動だし、何で不良が喧けん嘩かを売る時の定番台詞せりふなのっ!?　……とにかく出ろって言ってるし、いったん表に出てみよう。

　ダイニングを後にして玄げん関かんから外へ。特に変わった様子もなく、気持ちの良い春特有の空気感が漂ただよっている。昨日と何も変わらない広い土地が目の前に広がっているだけだ。

「な～んだ。何もな……ん？」

　空から何か聞こえる。空を見上げると、何かこっちへ向かって降ってくるような。

　目の前を落下物が通り過ぎ、足あし下もとで鈍にぶい音がした。焦こげ臭くさい匂においも足下からしてきている。見上げていた視線を落とすと、一センチ程度の小さな穴が空いていた。わずかな白はく煙えんも上がっており、推測でそれが何か見当がつく。

「これ……隕いん石せき？」

　なんでこんなものが……。……当たってたら死んでたよね？　ちゅ、注意事項！





『注意事項四　今から隕石を目の前に落とします』






　書く順番が逆じゃないっ!?

　これは注意事項を全部読んでから行動した方がいいかもしれない。





『注意事項五　隕石に当たって死なないようにしてください』






　だから順番が逆！　っていうか、一枚の用紙に纏まとめて書いてくれないかなっ!?





『注意事項六　注意事項は以上です』






　これはもう注意事項じゃないから！　書く必要なし！

　もう、何なのこれっ!?　一体、何っ!?　とりあえずは落ち着こう。落ち着け、僕。

　……………………………………………………………………よし、起きよう。

　これは夢！　そうに決まっている！　どうすれば起きられるっ!?　とりあえず、思い切り壁かべに頭ず突つきしてみよう！

「ふんっ！」

　痛い！　夢なのに痛い！

「おや、ヒイロ様。まだ眠いのは分かりますが、変わった目覚め方ですね」

　機械を使って庭の芝しばを整えていた爺が、頭突きしている僕の姿を見て、声をかけてきた。頭を強く打つ目覚め方があってたまるか。

　待てよ。爺にこれが夢か現実が訊きいてみよう。爺が夢の住人なら優やさしい言葉をかけてくれるはずだ。

「爺、訊きたい事があるんだ！」

「はい？　何でございましょう？」

「単刀直入に訊くけど、これは夢ですか？」

「ヒイロ様の言う『これ』がどれに当たるか分かりかねますが。ヒイロ様の壁へ頭突きする行こう為いが幻まぼろしであってほしいと願います。そのような変人にお嬢様はお任せできませんので」

「ありがとう、爺。ショックな事を言われて、ポッカリと心に穴が空くこの感じは、間ま違ちがいなく現実だよ」

「いえ、お役に立てたなら嬉うれしい限りです」

　何事もなかったかのように爺は再び芝しば刈かりを再開する。

　扉とびらに背中を預け地面に座り、持っていた封筒の厚みに気づいた。最初の紙と注意事項の紙以外にも、まだ紙が入っていた。





『真藤ヒイロさん。

　注意事項はご確認いただけたでしょうか？　努力をするという部分ですが、此方こちらで決めさせてもらいました。この願いを努力して叶えろというのは、難しいと思いますので。

　人間が「神様」と呼ぶわたしとしてはですね、三次元に出現した彼女たちにも幸せになってほしいと思っています！

　実は彼女たちは、二次元の世界では叶わなかった事などを成しえたくて三次元へやってきました。これらを貴方あなたが成す事、つまり努力する事とさせていただきます！

　詳くわしい内容と、貴方が現在、感じている疑問を解決する手紙を、近いうちにお送りします。ちなみに努力を怠おこたった場合、彼女たちの存在を消す予定ですので、ご覚かく悟ごください！』






　神様だとか色々とツッコミたいけど、最後の一文でどうでもよくなってしまった。

　彼女たちって梨り香かさんたちの事だよね？　梨香さんが消える？　奏かなでちゃんも、咲さ姫き先せん輩ぱいも……。彼女たちが消えた現実を想像したら、急に孤こ独どく感がこみ上げてきた。

　別に一人の時間が嫌きらいなわけじゃない。アニメを観みたりゲームをしたり。それで良かったし、今でも好きな事をする一人の時間は欲しいと思う。

　でも、それ以上に三人と一いつ緒しよにいる時間の方が欲しいと思う僕がいる事に気づいた。三人がいない世界なんて嫌いやだ……。考えるだけで怖こわくなる……。出会ってまだ三日だけど、一緒にいる時、楽しかったんだ。

　三人を失う恐きよう怖ふを感じて、色々と考えるとたくさんの疑問が浮うかんできた。

　どうして僕に願いが叶うチャンスが訪おとずれたんだ？　この手紙には『願いを叶えるチャンスの当選』って書かれてるけど、どうして僕に？

　しばらく考えていると、芝を刈かっていた爺がやってきた。何かを持っているようだけど。

「ヒイロ様。ちょっとよろしいですか？　これをヒイロ様にお渡わたしする必要があると何故なぜか思いまして」

　爺が持っているのは手紙だった。僕が持っている手紙と全すべてが同じ形の手紙。立ち上がり、爺の手から手紙を奪うばい取る。

「爺！　これをどこでっ!?」

「分かりません。気づいたら手に持っていたもので」

　爺が再び仕事へ戻る。どうして手紙を持っていたことに疑問を持たないのかな？　これも記き憶おくの操作とかと似た類たぐいの事なのかもしれない。

　とにかく手紙を読んでみよう。中にはさっきと同じで数枚の紙が入っていた。





『真藤ヒイロさん。

　さて、色々な疑問があるようですね！　一つ一つお答えさせていただきます！』






　これだけを書くのに、一枚の紙を使うの止やめようよ！　さっきの隕石もそうだけど『次の紙を読むまでのお楽しみ』的なサプライズは求めてないから！





『疑問一　わたしの正体を手紙に表記していなかったのは、正体を発表した時に驚おどろいてほしかったというわたしの自己満足のためですね！　サプライズです！』






　だから、サプライズは要いらないって！　しかも自己満足ってなにさっ!?





『疑問二　百年に一度、無む作さく為いに生きとし生ける物から選び、願いを叶えるチャンスを与あたえています！　今回選ばれたのが、真藤ヒイロさんです！　これはただの暇ひまつぶしです！　神様もけっこう暇なんですよ』






　そんな暇つぶしに僕ら人間を使うな！





『疑問三　美少女三人が消えるという条件を付けたのは、貴方に努力していただくためでもありますが、三人が幸せになるためでもあります！　別に暇つぶしにスパイスが欲しかっただけじゃありませんよっ!?』






　スパイスが欲しかったんだよねっ!?　要らないなら、書かなくていいもんねっ!?





『疑問四　気づいてないでしょうが、彼女たちが貴方に向けている好意は、わたしが与えた偽いつわりの気持ちです！　頑がん張ばって本当の気持ちにしましょうね！』






　何これ？　何のこと？　こんな事、疑問に思ってないよ。まぁ、いいか。次の紙。





『真藤ヒイロさん。

　疑問は晴れたと思います！　さて、では本題に入ります！　貴方がすべき努力を発表します！　勝手ながら〝消しよう滅めつ試練〟と称しようさせていただき、なおかつ試練達成までの期間を付けさせていただきます！　別にスパイスが欲（略）』






　破り捨てていいかなっ!?　人間らしさ満まん載さいだけど、書いてるの本当に神様っ!?　どことなく校長と似てて腹が立つんですけどっ!!

　とにかく！　その消滅試練とやらを達成しないと三人は消えるって事は分かった。

　封ふう筒とうに入った最後の一枚。それに消滅試練の内容が記き載さいされていた。

　どこかで僕は簡単な課題を想像していたのかも。消滅試練の内容を見て、どうしようか悩なやみながら僕はダイニングへと戻もどった。

　朝食を無視し、椅い子すに腰掛けて手紙と睨にらみ合う。これで中身が変わるならいいんだけど、変わるはずがない。再び手紙を開き、消滅試練と書かれた紙の内容を確かく認にんする。





『久く檀だん梨香の消滅試練：本当に好きになった人に気持ちを伝える事。

　試練達成までの期間：福ふく音いん学園にて進行中のイベント終しゆう了りようまで』






　僕が頑張って、簡単にできる様なものじゃない。だって、これは心の問題だ。

「…………………………………………………………………………………………ええい！」

　悩んでいても仕方がないじゃないか！　僕はどうしたいっ!?　三人と一緒にいたいんだろうっ!?　失いたくないんだろうっ!?　だったら、やるしかないじゃないか！

　これに『久檀梨香の消滅試練』と書いてあるって事は、奏ちゃんや咲姫先輩関連の試練もあるとみて間違いないと思う。

　まずは梨香さんって事か。しかも期間が短い。考えている暇は無いね！

　となると、誰だれかを好きになってもらう必要がある。なら僕を好きになってもらうのが一番早い……無理じゃない？　ってか絶対に無理だよね？　梨香さんがどうじゃなくて、僕なんかが好かれるわけがない……。

「梨香さんが僕を好きになる可能性なんて無いよなぁ～」

　僕はテーブルに突つっ伏ぷしてぼやいた。

「何を言っているんです、ヒイロ様！　そんな事はありませんです！」

「うわっ！」

　独り言をつぶやいた僕の背後に奏ちゃんがいた。

「あ、あれ？　夕方に帰ってくるんじゃなかった？　随ずい分ぶんと早いんだね」

「はいです！　久檀様と夜や華ばな様は私服をもう少し見たいと言ってましたが、奏の私服はありますので帰ってきたです！」

　私服ってそのメイド服の事かな？　うん、ずっとそれを着続けてね、奏ちゃん！

　楽しそうに笑いながら、奏ちゃんが隣となりの椅子に腰掛ける。

「それで二人から言こと伝づてです！　まずは夜華様からです！」

　口元で声を調整した後、奏ちゃんが口を開く。

「わたくしが戻らないのを良いことに、奏さんとお風ふ呂ろなんて入ったら……わかっていますわね？」

　声こわ色いろを使って見事に咲姫先輩の声を再現した。これもくノ一としてのスキルなんだろうな。トーンを落とす感じもそっくりで、思わず冷や汗あせが出てくる。

「ヒイロ様、すごい汗です！　奏がお背中をお流ししますので、お風呂に入りましょう！」

「今、自分で言った咲姫先輩の言伝の意味を理解してるっ!?」

　そりゃあ、本心を言えば入りたいけども！

「じゃあお風呂に入るのは後にして、次は久檀様です！」

　奏ちゃんの発言をそのまま受け取ると、またお風呂に入ってきそうだ。それでタイミング良く二人が帰ってきて──。パターンがはっきりと見える。二人が帰ってきてから、もしくは奏ちゃんがお風呂に入るのを確認してから入るようにしよう。その気になれば、あの岩の壁かべを越こえてきそうだけど。

「あっ、さっきはお茶ありがと。奏は本当に気が利きくわね。年下なのに感心するわよ。先に帰るんでしょ？　何？　ヒイロへの言伝？　──と、特にないわよ……。あ、あんな奴やつに言伝なんて……」

　奏ちゃんはＩＣレコーダーを再生するように、聞いたことをそのまま口にしているようで、梨香さんの奏ちゃんへの声こえ掛かけから始まっている。

　改めて思うけど、梨香さんは僕の事嫌いだよね。咲姫先輩みたいに男に興味が無いとかじゃなくて、単純に嫌いっていうのがすごく分かる。

　ゲームで梨香さんが主人公にしてたツンデレとは絶対に違ちがうもん。こんな風に接せられると落ち込む。やっぱり好きになってもらうなんて無理だ。

「奏。ヒイロに言いたいことありすぎるから、いつか自分で言うわよ。だから、私は無いわ。強しいて言うなら晩ご飯、美味おいしいのお願いって事ぐらいかしらね。よろしく」

「梨香さんはどれだけ文句言いたいんだろう？　いつか言うならすぐに言ってほしいな」

　この調子じゃ僕を好きになってもらって、気持ちを伝えてもらうなんて奇き跡せきだ。

　ガッカリしている僕を見て、声を戻した奏ちゃんが目を丸くして僕を見ている。

「ヒイロ様。奏はかなり鈍にぶいと自覚してますが、ヒイロ様ほどではないと思いますです」

「へ？」

　いつも慌あわただしく喋しやべっているのに、今の奏ちゃんは少し違う気がする。どこかガッカリというか、呆あきれたような雰ふん囲い気きが声から伝わってくる。

「奏は久檀様の口調をそのまま再現したです。そこから感情を受け取れないとは。奏、久檀様が言っていた事に納なつ得とくです。ヒイロ様はラブコメ主人公属性持ちすぎです！　いいですっ!?　よく聞いてくださいです！」

　ビシッと人差し指を僕に突き出しながら奏ちゃんは言った。

「久檀様はヒイロ様の事が好きなんです！」

「それはない」

　何を言い出すかと思えば。そんな事はあり得ない。もし好きだって言うなら、あんな態度は取らないよ。

「ヒイロ様。どうして久檀様がヒイロ様を好きではないと思うんです？」

「いいかい、奏ちゃん。ツンデレは現実じゃあり得ない。ツンデレは二次元限定の属性なんだよ。だから、梨香さんが僕にツンツンした態度をしてるのは、嫌きらいだから」

　そうに決まってる。変に期待して後で裏切られるより、そっちの方がいいしね。

「えっと。ヒイロ様は大事な事を忘れてると思うんです」

「ん？　何？」

「奏たち、元二次元ですよ？」

　……そうだった。って事は梨香さんがあんな態度なのは、ツンデレだから……。

「いやいや！　騙だまされないよ！　梨香さんが僕の事を好きなわけがない！」

　奏ちゃんが言うことを信じちゃ駄だ目めだ。もしかしたら、咲姫先輩と共きよう謀ぼうして何かしようとしているのかもしれない。いや、もしかしたら田た丸まる君も関かん与よしているかも！　危ない、騙される所だった！

「なんか自分で補完して強ごう引いんに好かれてないと決めつけてそうですね。……もう、分かったです。ヒイロ様と久檀様の進展を従者として願っているです。それはそうと、ヒイロ様。先ほど、どうして久檀様に好かれたいような事を言っていたんです？」

　そういえば、ぼやいていたのを聞かれていたんだっけ。説明していいものか。まぁ、説明しても大だい丈じよう夫ぶそうな範はん囲いで説明しよう。

「実はね。梨香さんに好きな人ができて、その人に気持ちを伝えてほしいんだ」

「なるほどです。理由はこの手紙です？」

「えっ？　うわっ、いつの間にっ!?」

　さっきまでテーブルに置いてあった手紙を奏ちゃんが持っている。何故なぜか中身を見られたらいけない気がして封筒を奪うばい取る。さすがはくノ一。油断も隙すきもない。

「ふむふむ」

「って、いつの間に中身をっ!?」

「てっきり奏が二次元で貰もらった三次元への招待状みたいなものかと思ったですが、ただの白紙ですね。お返しするです」

　白紙？　そんなバカな。

　奏ちゃんが返してくれた手紙を見ると、間ま違ちがいなく字が書かれている。それなのに奏ちゃんには見えなかった。もしかしたら、僕以外には見えない様になってるのかも。

「何にしてもです。主人であるヒイロ様の考えを考こう慮りよして、久檀様に好かれてないとするです。その上で久檀様に誰かを好きになっていただき、その人に気持ちを伝えてほしいということですね？」

「うん、そういうことなんだ。それで、僕が好かれるのが一番分かりやすくていいんだけど、一番ハードルが高いと気づいて。どうしようかと悩んでいたんだよ」

　奏ちゃんは「なるほどです」とつぶやいた後に拳こぶしを顎あごに当て、しばらく考えていた。数秒後、奏ちゃんは思い立ったように紙とペンをスカートの中から取り出す。何でスカートの中から？　ツッコミ入れた方がいいかな？　いや、今はいいか。

「ヒイロ様！　奏は行動してから諦あきらめるがいいと思うです！　奏も協力するですから、頑張って好きになってもらいましょうです！」

　奏ちゃんが取り出した紙に『転んで抱だきつく』等の二次元でよくあるラッキースケベイベントが書き込まれていく。あれ？　奏ちゃんは僕が梨香さんに好かれる為ために考えてくれてるんだよね？　ラッキースケベイベントってリアルにやったら嫌われない？

「ヒイロ様、そんな不安そうな顔しなくても大丈夫です！　久檀様の性格なら意外と『せ、責任取ってよね……』って言うかもですよ」

　……そう言われるとそんな気もする。いや、それも二次元限定なんじゃないの？

「明日は久檀様も夜華様も奏も、ミスコンの衣装関係で一日出かける予定です！　早さつ速そく、明後日あさつての学校からやるです！　今から、もっとラッキースケベ行こう為いを調べておくです！」

　僕の疑心を置き去りにして、奏ちゃんはすでにやる気満々になっており、紙にどんどん記載していく。

　奏ちゃんを信用していいのかな？　でも、一人よりはいいし、梨香さんには絶対に相談できないし、咲姫先輩なんて以もつての外ほかだ。もしかしたら良い味方を得たのかもしれない。

　奏ちゃんの作戦を信じ、僕は月曜を待つことにした。







　第五章　訊きたい事







　月曜になり、奏かなでちゃんが渡わたしてきた紙の指示通り、僕は体育終わりに下げ駄た箱ばこに潜ひそんでいた。何故、体育終わりなのかというと、これにはこの学校のルールが影えい響きようしている。

　すでにイベント期間になっていて、生徒は『面会許可証』無しでは他ほかのクラスに行けなくなってしまっている。この許可証は『面会動機』『面会希望者』『面会時間』などの記き載さいをしてから発行とかなりの手間がかかってしまう。

　奏ちゃんの協力を得るには、教室の外へ出る授業でないといけないわけです。奏ちゃんもそれを考慮して、作戦を立てたみたいなんだけど……。

　大丈夫かな、これ？　奏ちゃんはドジっ子だから、肝かん心じんなところで失敗しそうなんだけど。今いま更さらになってやっぱり心配になってきた。

　男子は外。女子は旧体育館。旧体育館はグラウンドの端はしにあるから、いったん外履ばきに履き替かえるため、男子も女子も下駄箱を使う。

　体育が終わり、下駄箱で梨り香かさんを待ち伏ぶせする。奏ちゃんの作戦では、梨香さんはクラスの女子より少し遅おくれてから来るはず。

　他の女子が行ってから一分後。梨香さんが顔を真っ赤にし胸を押さえながらやってきた。

　見つからないように、下駄箱を挟はさんで反対側に隠かくれた。

「……あんなに強く揉もまなきゃ駄目なんだ」

　ぶつぶつと言いながら、外履きから上履きへ履き替えている。何があったんだ？

「ヒイロが巨きよ乳にゆう好きって奏に聞いてよかったけど、痛くなるぐらい揉まないと奏みたいにならないなんて……。それも自分でじゃなくて、他人に揉んでもらう必要があるのね……」

　奏ちゃんは何をして時間を稼かせいだんだっ!?　僕が巨乳好きって噓うその情報も気になるんだけど！　大事な事なんで何度も言うけど、おっぱいは大きいのも小さいのも好きです！　だから、梨香さんも奏ちゃんも咲さ姫き先せん輩ぱいも好きですよ！　ただ、梨香さんが言っている行為をしているシーンを見たかった……。

　後で巨乳好きではない事を弁解すると決め、梨香さんが教室へ向かうのを確かく認にんし、ばれないように後ろを付いていく。

　作戦ではこの先の階段にローションが撒まかれていて、梨香さんがバランスを崩くずして転ぶ。そこに僕が現れて転ばないように受け止めて、ついでにどこか触さわったりする。

　……これ、やっぱり犯罪にならない？　二次元でのみ許される事だと思うんだ。

「なによ、これっ!?　これじゃあ階段を上れないじゃないの！」

　階段を前にして梨香さんが大声を出した。ローションって、ぱっと見で分かるものじゃない気がするんだけど。

「遠回りしてたら授業に遅れるし……仕方ないわね」

　梨香さんが慎しん重ちように階段を上ったのを確認し、階段へ向かう。そして梨香さんが大声を出した理由が分かった。

　階段に撒かれていたのはローションじゃなかった。僕の知識と、見ている物が間違いなければ、あれは撒まき菱びしと呼ばれる物だと思う。くノ一の奏ちゃんらしいよね！

「って、なんでローションじゃなくて撒菱っ!?」

　大声出してツッコミ入れたくもなるよ。作戦考案者がこんなミスをするなんて。

「えっ？　ヒイロ？　あっ……！」

　階段全すべてに撒菱が敷しき詰つめられていて、梨香さんはつま先だけで上っていた。僕の声に反応して振ふり返った事でバランスを崩し、階段の下へ向けて倒たおれてきた。

「危ないっ!!」

　階段の縁ふちに足をかけて、梨香さん目め掛がけて跳とんだ。もし、撒菱の上に落ちたら普ふ通つうの怪け我がじゃ済まない。梨香さんを受け止めたけど、落ちてくる勢いの方が強くて、一気に階段の下まで落ちた。

　梨香さんに撒菱が刺ささらなくて良かったけど、打ち付けた背中が痛い。でも、自分の痛みより腕うでの中にいる梨香さんが無事かに意識が向かった。

「梨香さんっ!?　大丈夫ですかっ!?」

「……」

　梨香さんの様子がどこかおかしい。怪我をしている感じはないから、大丈夫かな。

　上半身を起こして、念のために梨香さんの体を確認する。体操服が少し汗あせばんだ体にフィットして、ボディラインをはっきりと浮うかび上がらせ、思わず目を背そむける。

　邪よこしまな感情を消すように梨香さんに声をかけた。

「梨香さん？」

「……う、うん？」

　やっぱり何かおかしい。ゆっくりと梨香さんが僕から離はなれ、立ち上がる。

「あ、ありがとう。それじゃあ」

　撒菱を避よけて、梨香さんはさっさと階段を上っていってしまった。

　怒おこっていた感じでは無いし、どうしたんだろう？

　あれ？　そういえば何でこんな事してたんだっけ？　……あっ、好かれる為だった。

　絶対に好かれてないよね……。仕方ない。奏ちゃんが考案した次の作戦に期待しよう。




　第二作戦は放課後だ。ホームルームが終わり、梨香さんが教室から出るのを見送る。

「……よし！」

　気合いを入れて梨香さんを追う。作戦中も死にそうだけど、作戦後に殺されるかもしれないからね。

「梨香さん、一いつ緒しよに帰りましょう」

　何気ない顔をして梨香さんと下駄箱で合流。

「……まぁ、校門でどっちかと一緒になるだろうし……大だい丈じよう夫ぶかな」

「ん？　何か言いました？」

「何も言ってないわよ。ほら、早くしなさいよ」

　外履きに履き替えている梨香さんに急せかされ、僕も履き替えた。そして、いつでも梨香さんの手を取れるように、梨香さんの位置を確認しておく。

　今度の作戦はこうだ。奏ちゃんが炸さく裂れつ玉と呼ぶあの爆ばく弾だんを仕込むので、僕が梨香さんの手を取り、校門まで逃にげるというもの。最後に、梨香さんに覆おおい被かぶさるように転ぶという破は廉れん恥ち極きわまりない作戦だ。

　作戦中に死ぬ事はきっとない。加減ぐらいしてくれるだろうし。問題は、下校中の生徒が多数いる中で、梨香さんに重なるように転んだらどうなるか。周囲からの殺意が怖こわい。作戦終しゆう了りよう後、即そつ刻こく逃にげよう。生きるにはそれしかない。

　梨香さんが少し足早に校門へ向かう。まだ校門は遠いのに、梨香さんが校門に立つ人物を判別する。

「校門に咲姫先輩がいるわよ。待たせたら悪いから、急ぐわよ」

「梨香さん、目がいいですね」

　下駄箱から校門の間にグラウンドを挟むんだけど、福ふく音いん学園のグラウンドは四百メートルトラックが二つあるほど広い。下駄箱を出た段階で、校門にいる人を識別できるのはかなり視力がいい。

　梨香さんを追う形でグラウンドに出ると、妙みような風が僕たちの周りで吹ふき荒あれる。梨香さんのスカートがめくれる事を期待して、目線を下へ向けていてよかった。

　黒い球体が数個、転がっている。球体からヒモが伸のび、火が付いていた。瞬しゆん間かん、脳内に作戦内容が復唱されて、梨香さんの左手を取って走った。

「ちょっ、なによっ!?　急ぐって言っても走る必要は──」

　梨香さんの言葉を遮さえぎるように、後方から爆ばく発はつ音が連続で鳴り響ひびく。背後を振り返ると、グラウンドに一メートルほどの穴が空いていた。……奏ちゃん、やりすぎでしょ！

「……えぇっ!?　ちょっと！　なによ、これ！」

　振り返り穴を見て、梨香さんが声を張り上げる。

「梨香さん！　急いで！」

　これは本当に死ぬ！　また妙な風が僕たちの周りに吹く。風が吹いた直後に足あし下もとには、黒い球体が転がっている。

　あぁ、これは奏ちゃんがアニメでよくやっていた技わざだね。目にも留まらぬ速さで動き続けて、色々な物を落としたりする技。この風は奏ちゃんが動く事で生まれた風か。

　僕たちに爆ばく炎えんが当たらないギリギリで爆発するのは凄すごいけど！　ギリギリすぎて本当に危ない！

　校門にいる咲姫先輩の顔が分かる距きよ離りまで来た。普ふ段だん落ち着いている咲姫先輩も、さすがに僕たちの後方で起きている事態に、驚おどろいた顔をしている。

　校門まであと十メートルほどで、後方から風が追い抜ぬいていく。直後に、校門に縄なわが張られた。風が正面から後方に吹き、また後方で爆発が起き始めた。

　奏ちゃんは転ばせるつもりで縄を張ったんだろうけど、位置が高すぎない？　僕の腰こしぐらいの高さだよ？　それだと縄で跳はね返って、爆発に巻き込まれると思うな。

　梨香さんが息を切らし、ペースが落ちてきた。このままだと爆発に巻き込まれてしまう。このまま走っても縄に引っかかる。

　こうなったら、あれしかない。梨香さんの体を引き寄せ、足を持ち上げる。梨香さんが僕の腕にすっぽりと収まった。

「え……えぇっ!?　ちょ、ちょっと、ヒイロっ!!　……な、なにするのよっ!?」

　俗ぞくに言うお姫ひめ様さま抱だっこに梨香さんは赤面していた。

「僕に抱っこされるの嫌いやかもしれないけど、我が慢まんしてください！　怪我させたくないんですから！」

　原因に僕が絡からんでいるから尚なおのこと怪我をさせたくない。梨香さんを抱かかえたまま、校門を目指す。爆発に巻き込まれないようにひたすら走る。校門に仕し掛かけられた縄を、スライディングするようにくぐり、校門を抜けた。

　梨香さんを抱えたまま地面に座り込んで、振り返る。爆ばく音おんが止やみ、二年生の下駄箱から校門まで、一直線に破は壊かいされたグラウンドの惨さん劇げきが、僕たちの命がどれだけ危なかったかを理解させた。
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「……やりすぎでしょ」

「確かにやりすぎですわね」

　ゆっくりと立ち上がった僕を見て、咲姫先輩が怒いかりを露あらわに拳こぶしを震ふるわせている。

「梨香さんをお姫様抱っこなど、百億年早いですわ！　で、いつまで抱いてますのっ!?」

　言われるまで梨香さんを抱えている事を忘れていた。座った時に降ろしていればよかったのに、抱きかかえたまま立ち上がっていた。

「わぁ！　梨香さん、ごめんなさい！」

　真っ赤な顔の梨香さんを降ろす。残念そうな顔の梨香さんに声をかけようとした瞬間、咲姫先輩の鉄てつ拳けんが僕の顔面を襲おそう。その後も咲姫先輩の怪かい力りきで何度も殴なぐられた。

「命がけで逃げてきたのに……どうして僕がこんな目に……」

　田た丸まる君に殺されるかもと思っていたのに、まさか咲姫先輩に殺されそうになるなんて。

　奏ちゃんが合流するまで咲姫先輩に殴られ続けた。その間も帰る時も、梨香さんは僕の顔を見てくれなかった。……これは完全に嫌きらわれたかも……。




　帰宅後、お風ふ呂ろから上がり、男女共用スペースで奏ちゃんを待っていた。

　皆みんなで同時に入ることが日課になりつつあり、今日もそれは変わらない。梨香さんと咲姫先輩より早く奏ちゃんが出て、作戦会議をする事になっていた。が、僕の中で一つの結論に達していた。

「じゃあ次はどんな作戦にするです？」

「いや、奏ちゃん。もういいよ」

　二回の作戦で分かったことは、奏ちゃんが人の生死に関してよく理解していない事だ。

　撒菱だって刺さる場所によっては致ち命めい傷しようになったかもしれない。

「体育終わりはどうして撒菱なんて撒いたの？　作戦ではローションだったよね？」

「え？　撒菱ローシヨンをしっかりと撒いておいたですよ？」

「今、完全に頭の中で撒菱を連想しながら、ローションって言ったよねっ!?」

　放課後の爆弾なんて簡単に人を殺せる。

「放課後はやりすぎたと思わない？」

「え？　当たっても脚あしが吹き飛ぶぐらいの威い力りよくですよ？　大したことないです！」

　ね？　さすがに頼たのみたくないでしょ？　僕はともかく梨香さんに怪我をさせたくない。

「っ!?　くせ者っ!!」

　物音がした瞬間、クナイをスカートの中から取りだし、物音がした方へ投げる奏ちゃん。

「おや、お邪じや魔ましてしまいましたか。申し訳ありません」

　物音の正体は爺じいがタオルなどを運んでいただけだったんだけど。クナイを指で挟はさんで防ぐって。爺、貴方あなたは何者ですか？

「話を戻もどすです！　じゃあ、明日からは勝手にやるです！　電でん撃げき鎖くさり鎌がまを使って──」

「やらなくていいから！　しかも、その武器のチョイス何っ!?　奏ちゃん、本当は僕を亡なき者にしたいんじゃないのっ!?」




　仲間であった奏ちゃんの助けを断ったのはいいけど。さて、どうしようか。

　時間が無いのに、昨日は無む駄だな一日を過ごしてしまったからなぁ。

　四時限目の数学を自習に変えてもらって、僕たちは臨時テストの勉強をしていた。

　そんな勉強より、僕にとっては梨香さんの消しよう滅めつ試練の方が大事だ。昨日の行動で梨香さんに好かれたかと言われると、全然だと思う。好意を抱いていない相手に触さわられたら誰だれだって嫌だろう。

　となると消滅試練の期限は今日と明日しかない。ミスコン終了は明日の二時。それまでに僕を好きになってもらうか、それとも他ほかの誰かを好きになってもらって、気持ちを伝えてもらうか。

　このままだと梨香さんが……。他人には頼たよれない！　僕が何とかしなくちゃ！

「暇ひまな時って、どうしてこんなに暇なのかしら」

　テストを受けない梨香さんは、意味が分かりそうで分からない事をつぶやいていた。

　もしかして、これはチャンスじゃないか？　暇を潰つぶすために何かをしてあげれば、僕の事に興味を持ってくれるかも。

　何か会話のネタを……。好感度が上がりそうな内容を！　そうだ！　話す事はあったじゃないか！

「梨香さん」

「なに？」

「僕は胸の大きさで女の人を選びませんよ」

　昨日、奏ちゃんが時間を稼かせぐために言ったらしいことを訂てい正せいしておかないと。

「……そう」

　これは好感度上がるんじゃないか？　外見じゃなく中身で選ぶって言ってるんだ。そう言われて嫌な気分をする人は少ないはずだ！

「じゃあお尻しりとか太ももとか他の部位で選ぶのね！　変態っ！」

「なんですか、それっ!?　そんな事はないですよっ!!」

「じゃあ訊きくけど、私や奏や咲姫先輩がブルマ穿はいたらどうする？」

「お尻とか太ももに興奮すると思います」

「やっぱり外見じゃないの！　この変態っ！」

　何という誘ゆう導どう尋じん問もんを。もはや二次元にしか存在しない、男子永遠の憧あこがれ衣服を着た三人を想像したら、即そく答とうするに決まってるじゃないか！

　もはや会話で好感度を上げるのは難しそうだ。なら行動で上げるしかないんだけど、教室では無理だし。何かきっかけさえあれば。

　そんな風に考えていると教室のドアがノックされる。森もり町まち担任がドアを開けると、威い厳げんのある老人が立っていた。

「ん？　教頭か？　何の用だ？」

　威い風ふう堂どう々どうという言葉が似合うあの老人はこの学校の教頭にあたる。にしても、何で森町担任はあんな喧けん嘩か腰ごしで会話するんだ？　教頭って確実に上司だと思うんだけど。

「旧体育館倉庫にある道具を、今日中に新体育館前に運び出してほしいのですが」

「なんで俺のクラスなんだ？」

「実はですね。このクラスにグラウンドを破壊したと思われる二人がいるんですよ」

　僕と梨香さんを見る教頭。確かにあの事件が起きた現場に僕たちはいたけど、壊こわしたのは違ちがう人だよ。けど、犯人は奏ちゃんと言うつもりもないから、黙だまってますけど。

「本当は補修作業をやらせようと思ったんですけどね。大変なので、道具運びをさせることにしました。校長命令でして、連帯責任としてクラス皆でやっていただきます」

　クラスメイト全員の視線が何故なぜか僕だけに集中する。皆、話聞いてた？　梨香さんもいたんだけど。

　舌打ちをし、森町担任が頭を搔かきながらぼやいた。

「しゃあねぇな。確か、今日の午後は完全に自習時間にする話だったよな。一時間はみっちりと勉強させて、残りの一時間にやらせるよ」

　面めん倒どうくさそうな顔をするクラスメイトとは裏腹に、僕は喜んでいた。

　これはチャンスだ。荷物運びしている時に、梨香さんに何かしら行動でアピールする事ができるんだから。




　お昼休み。荷物運びの時に何をしようか考えるために、共同棟とう屋上にある大きめのプレハブへやってきた。ここは僕が会長を務めるオタク同好会室になっている。

　福音学園は生徒の自主性を伸のばすために、ありとあらゆる同好会の設立を認めている。設立条件は『同じような同好会が無い事』だけ。だから、オタク同好会なんてのも認められたし、呪のろい同好会や拷ごう問もん同好会なんて活動も許された。呪のろいと拷問は、許しちゃいけない気もするんだけど。オタクはいいんだよ！　健全な趣しゆ味みの範はん囲いだからね！

　この部屋にはゲーム、アニメＢＤブルーレイなどが揃そろっている。壁かべはアニメのポスターで埋うめ尽つくされ、誰も観みていなくてもアニメが流れている。簡易ベッドの隣となりには当たり前のようにキャラクターの絵が描かかれた抱き枕まくらがセットされている。

　副会長の田丸君や他の会員もいる中で、どうやったら梨香さんに好かれるか考えていた。

　腕うでを組んで悩なやんでいる僕を見て、田丸君が声をかけてきた。

「会長？　気持ちの悪い顔をしてどうしたの？　あっ、ごめん。さすがに気持ち悪いは、ちょっと言いすぎた。薄うす気き味み悪い顔して、どうしたの？」

「田丸君、それ言い直してないよねっ!?」

　どんな顔だったら薄気味悪いとか言われるんだ？

「ともかく本当にどうしたの？」

「うん。実は、どうやったら梨香さんに好かれるか考えてるん……だ……けど……」

　ここまで言ってから気づくなんて……。田丸君に「梨香さんに好かれるためにどうしたらいいか、考えてる」なんて言ったらどうなるか想像つくのに。少しずつ血の気が引いていくのが分かる。

「久く檀だんさんが喜びそうな事をすればいいんじゃないかな？」

「えっ？　あれ？」

　いつもと違う流れに思わず疑ぎ問もん符ふを浮うかべてしまった。

「なに？　どうしたの、会長？」

　田丸君が僕を見て首を傾かしげている。

「いや……。いつもの田丸君なら、こんな事を考えているだけで、拷問同好会を利用して僕を攻こう撃げきするじゃないか」

「ああ、そんな事か。簡単だよ。毎回、会長に報復するより『会長が責められる貯金』を貯ためてから、一気に責めた方が楽しいと思って」

「まず田丸君は『報復』という言葉を辞書で引いてから使ってほしい。それと『会長が責められる貯金』って何っ!?」

「『会長が責められる様な行いをした時、あえて責めずに貯金しておく』事だよ」

「そのままだけど、僕が訊きたいのはそういう事じゃなくてねっ!?」

「だから、思う存分に責められるような行いをしてね、会長」

　笑っている田丸君の笑えみが恐おそろしくて、僕は同好会室を後にした。




　午後になり、皆は自習をしていた。キリの良いところまで勉強した人は、得意分野を教えて回ったりしている。梨香さんも、歩き回って教えていた。

「ふ～っ」

　一通り教えてきた梨香さんが、大きく息を吐はきながら席へ戻ってきた。

「梨香さん、お疲つかれ様」

「別に何もしてないわよ。質問されて分かる所しか答えてないし。だから、質問されて分からない所は答えてないしね」

「分からない質問って、例えばどんなのです？」

「保健体育を勉強してた今こん野のさんに訊かれたのは『気持ちの良い場所はどこ？』って質問。意味が分からなくて答えなかったけど」

「よし、今野さん！　君は今すぐ生徒指導室へ行ってくるといいよ！」

　省きすぎた質問で梨香さんには通じなかったみたいだから良かったものの、授業中に何を訊いてるんだっ!?　咲姫先せん輩ぱいを筆頭に、どうして変態百合ゆりが多いのかなっ!?

　変質者のクラスメイトに落らく胆たんしながら、ノートに目を落とす。僕が苦手とする数学の公式を前に頭が働かない。どうして、数学ってこうも面倒なんだろうか？

「そこってそんなに難しいかしら？」

　シャーペンが動かない僕を見て、梨香さんが声をかけてきた。

「僕、本当に数学は苦手なんですよ。暗記物なら好きなアニメキャラクターを当てはめたり、擬ぎ人じん化すれば覚えられるのに、数学ってそれができないじゃないですか」

「その覚え方で血肉になるのか疑問だけど。で、この問題だけどね」

　梨香さんが椅い子すを寄せ、僕のノートに数式を書いていく。

「それで教科書の三十二ページにある応用を当てはめればいいのよ。ね、分かった？」

「う、うん」

「ん？　どうしたの？」

　梨香さんの顔がすぐ傍そばにあって、ドキドキしてるんです！　鼻び孔こうをくすぐる良い香かおりとか、やばいんですけど！

「ちょっと久檀さん。さっきの場所もう一回訊いて良いかな？」

　一人の女子が梨香さんを呼ぶ。

「あっ、うん。いま行くわね。──あっ！」

　梨香さんが席を立とうとした時、お互たがいの椅子の脚あしが引っかかって梨香さんはよろめいてしまった。

「わっ、梨香さんっ!?」

　梨香さんを受け止めようと手を広げる。上う手まく僕の腕に入った梨香さんは床ゆかには倒たおれなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「ちょ……ヒ、ヒイロ……！　ど、どこ触さわってるのよっ!!」

「えっ？」

　梨香さんが声を震ふるわせながら叫さけんだ。手？　手がどうしたの……って！

　僕の両手は梨香さんの胸に当たっていた。摑つかむとは言い難がたく、ただ触ふれている感じだけど……。一気に心しん拍ぱく数が上がると同時に、慌あわてて両手を離はなした。

　胸を押さえながら顔を赤くしている梨香さんに、こんな時は何を言えばいい？　……謝ろう！　それしかない！

　ごめんなさいと口にしようとした時にはすでに遅おそかった。クラスメイトの怒いかりに満ちた視線が集まっていた。

「えっとだね」

「言い訳は死んだ後に聞こうか」

　皆みんな、言い訳を聞く耳は無いらしい。拷問同好会に所属するクラスメイトに引き連れられ、拷問同好会室へ連行された。




　殺されるかと思った。逃にげ出せたからよかったけど、あの拷問同好会室おかしい！

　鞭むちとか拘こう束そく具とか猫ねこの爪つめはまだ分かるよ。拷問具だからね。ギロチンとか高圧電流の電気椅子とか拷問じゃないよね！　死し刑けい囚しゆうが人生最さい期ごに利用する物が何で学校にあるのっ!?

　あの校長！　生徒の自主性に任せて活動させるのはいいけど、限度を考えようよ！　お調子者すぎて迷めい惑わくなんだよ、あの校長！

　ボロボロになりながら教室へ戻もどると誰だれもいなかった。あれ？　なんでだろう？

「お～、真しん藤どう。生きて帰って来たか」

　疲れているような表情で森町担任が教室へ入ってきた。

「どうしたんですか？」

「例の体育道具運びだよ。お前が原因なんだから、お前も手伝ってこい」

　いや、僕が原因じゃないんですけどね。奏ちゃんを動かしたのは僕かもしれないけど。

　梨香さんも体育道具運びしてるのかな？　とりあえず行ってみよう。

　旧体育倉庫に行くと、ちょうど梨香さんが倉庫に入るところだった。

「奏が言ってた事が本当だとして……なんで私に好かれようとしてるのかな？」

　何かを小声でぼやいている梨香さんを追いかけるように僕も倉庫へ入った。

　梨香さん以外にも一人クラスメイトがいたが、丸めたマットを担かついで僕と入れ違いに出て行く。梨香さんが僕を見つけるなり、表情を曇くもらせた。

「ヒ、ヒイロ……！」

　あれ？　梨香さん、なんか怒おこってるような、びっくりしてるような……。ああ、そうか。胸に手を当てられたら、怒るのは当たり前だ。

「梨香さん。その……さっきはごめんなさい」

「べ、別にいいわよ。後はこのバスケットボールが入ってる籠かごだけだから。ちょっと手伝いなさいよ」

「じゃ、じゃあ僕が一人で運びますよ。梨香さんはもう休んでいいですから」

　他ほかに誰もいなくて、どことなく気まずい。

　車輪の付いたバスケットボールが入っている縦長の籠を摑む。車輪が錆さびているのかまったく籠が動かない。動かそうと、強ごう引いんに引っ張ったら籠が倒れてしまい、ボールが倉庫内に転がってしまった。

「もう、何やってるのよ」

　呆あきれたような梨香さんの顔。こんな醜しゆう態たいを見せたら好かれるなんて無理だよね……。何やってるんだろ、僕。

　さっきの事だってそうだ。あんなセクハラされたら、嫌きらわれるに決まってる。

「？　ボケっとしてないで、早く終わらせるわよ。ふ、二人きりなんて嫌いやなんだから……」

　今はっきりと二人は嫌だって。分かってはいたけど……。なんだか本気で落ち込む。

　ボールを二個抱かかえていた梨香さんが、僕の落胆ぶりを見て声をかけた。

「ご、ごめん！　二人が嫌っていうのはそういう意味じゃなくて……！」

　慌てた梨香さんが持っていたボールを落とした。他のボールにぶつかって体育倉庫内でたくさんのボールが不規則に弾はずむ。僕と梨香さんは慌ててボールを追った。

「わわっ!?」

　ボールを踏ふんでバランスを崩くずした時、梨香さんも同じようにボールを踏んでバランスを崩していた。

　倒れそうになっている梨香さんを庇かばおうと、咄とつ嗟さに梨香さんの方へ滑すべり込むように転ぶ。バランスを崩しかけていたので仰あお向むけになってしまったが、上手く梨香さんの下した敷じきになる事には成功した。成功したんだけど……。

「……痛たたっ」

　梨香さんは僕の上でお尻しりを摩さすっている。自分が置かれている状態を理解していないらしい。このまま理解してほしくないんだけど。……現状が現状だし、まず無理だろうな。

「……」

　数秒の沈ちん黙もくが数分に感じられた。僕の顔は梨香さんの太ももに挟はさまれ、目線を下へ動かせば確実に下着が見えるような体勢になっていた。いや、まだ見てないよ？　上体を起こしてる梨香さんの顔だけを見てるよ。頑がん張ばれ、僕！

「きゃあぁぁ！　エッチッ!!　スケベッ!!　バカッ!!　変態ッ!!　最低ッ!!　痴ち漢かんッ!!」

　叫ばれた上に色んな言葉で罵ののしられた。

「わ、私に好かれようと努力してるって聞いて嬉うれしかったのに！　こんな事されて好感度が上がると思うっ!?　さっき胸触ったのもわざとだったのっ!?」

　僕の頭を両手で何度も叩たたきながら文句を言っているけど、まずは現状を変えてほしい！

「梨香さん、落ち着いて！　まずはどいてください！」

　ウニウニと動く度たびに、ムニムニと柔やわらかい太ももが顔に！

　慌てて立ち上がり、梨香さんは僕と距きよ離りを置く。僕も立って謝ろうと思ったんだけど、梨香さんが体育倉庫を出て行こうとした。

　その時、いきなり引き戸のドアが閉まった。

「えっ？」

　梨香さんがドアを開けようとしている。が、何度引いてもビクともしないようだ。

「な、なんでっ!?」

「開かないんですか？」

　僕が問うとびっくりしたような顔で振ふり向き、梨香さんはドアに背中を合わせた。

「ど、どうしようっ!?　と、閉じ込められたのっ!?　ふ、二人きりのこんな状態でっ!?」

　梨香さんは慌てているけど、そんなに慌てるような状じよう況きようでもない気がする。すぐに誰かが気づくだろうし。それに、

「梨香さん。僕、スマホ持っているんで田丸君にでも連れん絡らくしますよ」

　これで解決すると思って梨香さんは安あん堵どの表情を見せた。そんなに僕と二人きりは嫌なんだね。まぁ、セクハラをするような僕と二人きりが嫌なのは当たり前か。

　落ち込みながら僕がスマホを取り出すと、アニメキャラの待ち受けがぼやけていく。あっという間に真っ白になり、そこに文字が浮うかび上がった。





『真藤ヒイロさん。

　昨日の行動を拝見させていただきました！　思おも惑わく通りの事こと柄がらが起きず残念でしたね！　そこでご協力させていただきました！　久檀梨香さんのおっぱいや太ももの感かん触しよくは、どうでしたか？　サプライズです！』






　これらのハプニングは神様の仕し業わざか！　二次元でのみ起こりうるイベントが連続で起きると思ったよ！　消しよう滅めつ試練を考こう慮りよしたら、普ふ通つうは協力してくれるよねっ!?　何でわざわざ嫌われるような事をするのさ！

　スマホに現れていた文字が消え、新しい文字が表示される。





『さて、せっかくなのでもう一つのイベントを起こしてあげます！　貴方あなたの好きなサブカルチャーでよくある定番のイベントらしいので、楽しんでください！　彼女は貴方の事が偽いつわりの気持ちでも好きですから、嬉しいイベントのはずですよ！』






　画面がいつもの待ち受けに戻ると、バッテリーが異常な勢いで減っていく。

　ちょっ!!　何これっ!?　どうなってんのっ!?

　電池切れの機械音が体育倉庫に鳴り響ひびく。

「ヒ、ヒイロ？　どうしたの？」

「えっと……電池が……」

　そこまで言って僕が何を言いたいのか梨香さんにも分かったようだ。これが神様が言ってた定番のイベントか。確かに体育倉庫に美少女と閉じ込められるのは定番だけど。

　でも、これだけでは終わらなかった。天てん井じように付いている蛍けい光こう灯とうがすべて点てん滅めつし、急に消えた。窓もない体育倉庫が一いつ瞬しゆんで暗くら闇やみに変わる。

「きゃあぁあぁっ!!」

　驚おどろいて梨香さんが僕に抱だきついてきた。

「り、梨香さんっ!?」

「……うぅ……怖こわいよぉ……」

　泣きそうな声を必死に出して、僕の胸むな元もとに顔を押しつけている。

　本来なら邪よこしまな考えが生まれても仕方がないような状況なんだけど。本気で梨香さんが震えているのが分かって、そんな考えは微み塵じんも浮かばなかった。

「梨香さん。大丈夫ですよ。僕もいますから」

「……ヒイロがいる？」

　僕がいるから大丈夫、と励はげまそうとした瞬しゆん間かん。

「きゃあぁあぁっ!!　ヒイロと二人きりなんて無理っ!!」

　突つき飛ばされて、転がっているボールに頭を打った。

「痛ぁっ!!」

「ヒイロっ!?　ど、どうしたのっ!?　な、何があったのっ!?　ど、どこに行ったのっ!?　私を置いて出て行っちゃったのっ!?」

　暗闇で僕の姿を見失い、パニックになっているようだ。今の梨香さんに近づいても僕が怪け我がするだけかも。ちょっと様子を見ることにした方がよさそうだ。

　暗闇に慣れてきた目で梨香さんの姿を確かく認にんする。ドアに寄りかかって座り込み、胸元で腕うでを抱いて小刻みに震ふるえていた。

「あの～、梨香さん？」

　僕の声に梨香さんが驚いていた。僕が何か変な事をすると思っているのかな？

「……梨香さん……。僕、何もしませんから安心してください」

　こんな説明をしなきゃ信用してもらえないとは情けない。これで少しでも落ち着きを取り戻してもらえると嬉しいんだけど。

「……そんな事、思ってないよ。……ヒイロの事は信用してるから」

　気づいたら梨香さんが僕をじっと見ていた。僕がそれに気づくと、梨香さんは恥はずかしくなったのか下方へ視線を落とした。その後、いくばくか沈黙が続いた。

「あ、あのね」

　数秒にも、数分にも感じた沈黙を破ったのは意外にも梨香さんだった。

「い、今だから言うんだけどね。私、ヒイロと二人が嫌なわけじゃないの」

　モジモジと足を動かしながら梨香さんは言葉を紡つむいでいく。

「……は、恥ずかしいの……」

「恥ずかしい？　何がです？」

「……二人きりが」

　梨香さんの言っているのはどういうことだ？

「分からないって思ってる？」

「……正直、ちょっと意味が」

「う～っ…………はぁ、だよね。ヒイロには分からないよね。えっとね」

　梨香さんが続きを言おうとした時、物音が聞こえた。梨香さんはビクついて、話すのを止やめてしまった。

「……うぅ……怖こわぃ……」

　僕が何かをしそうなのでビクついているのかと思ったんだけど、どうやら違ちがうらしい。もしかして、暗い所が駄だ目めなのかな？

　また突き飛ばされるかもしれないけど、僕は立ち上がって梨香さんの隣に座った。少し戸と惑まどった様な表情をしたけど、梨香さんが少しでも落ち着くなら。

　またしばらくの沈黙。近くに梨香さんがいると思うと、緊きん張ちようする。夜もまだドキドキするけど、あれとは違うドキドキがしてる気がする。

　緊張していると、袖そでに違い和わ感かんがあった。梨香さんが制服の袖を摑つかんでいた。

　梨香さんの視線と僕の視線が交わる。梨香さんは捨てられた子犬のような目で僕を見つめていた。

「……ちょっとだけこうしてて、いい？」

「う、うん」

　心臓が痛いぐらい脈打ち始めた。この表情と甘えるような声で言われたら、誰だれだってドキドキするに決まってる。

「あ、あのね。さっきの続きなんだけどね」

　梨香さんはゆっくりと口を開いていく。

「私ね。前にいた世界で、同じ時間を何度も繰くり返してたんだ。ギャルゲーって色んなヒロインを攻こう略りやくするんでしょ？　だからだと思うんだけど」

　確かにギャルゲーってそういう物だ。ヒロイン当人たちからすれば、同じ時間を繰り返している事になるのか。考えたこともなかった。
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「……それでね。私は何度も同じ人を好きになったの。でも、その人はいつでも私じゃない違う女の子を見てて。その女の子たちは友達で、その子たちも私の好きな人を見てた。だからね、私は二人をいつも応おう援えんしてたの」

　梨香さんは瞳ひとみをまっすぐに僕へ向けたまま、自分の事を話してくれている。一言一言に力はなく、寂さみしげに聞こえた。

　梨香さんがいた『恋恋コイコイ』は大好きなゲームだし、全キャラ攻略した。だからこそ梨香さんの気持ちを考えると胸が苦しくなった。

　どのヒロインを攻略する時も、梨香さんは協力を惜おしまなかった。二人が上う手まくいくように。あんなに必死になって応援していた陰かげで、本当は主人公が好きだったんだ。

　それを何度も繰り返し、何度も想おもいを押し殺し、何度も告白もせずに。

「だから私の番になった時、凄すごく嬉しかった。……でもね、あの人が私の気持ちを知って、ここからだって時に私の物語は終わっちゃうの。結局、私の事は好きになってもらえなかった。ううん……私の事を見てさえくれなかったんだ」

　梨香さんのルートは、主人公が全く梨香さんの気持ちに気づかず、他ほかの女の子と付き合うシナリオだった。ようやく自分の気持ちと梨香さんの気持ちに気づくシーンで、制作会社のお詫わびコメントが表示されてしまう。

　梨香さんはどれほど辛つらい思いをしていたんだろう。僕には想像すらできない。

「だ、だからね。ヒイロと二人きりだと恥ずかしいのは、どうしたらいいのか分からないのもあるけど……その……。……ヒイロが私を見てくれてるからなの。……嬉しいの」

「……」

　僕は言葉を失った。

「分かってない顔してる。だ、だからね！　……もう！　なんで伝わらないのよ～っ！」

　分かっている。伝わっている。こんなに想ってくれているのが。きっと『恋恋』の主人公を想っていたのと、同じぐらいの気持ちで僕を想ってくれている。

　今思えば、梨香さんと出会った日に「攻略されてあげるから、私を惚ほれさせなさい！」って言ったのも、梨香さんなりの告白だったのかもしれない。

　だからこそ、神様に腹が立った。胸ポケットに入っている三通目の手紙。ここに書かれている『偽いつわりの気持ち』。これは梨香さんが僕に向けてくれている気持ちも、偽りだってことだ。こんな純じゆん粋すいな子の気持ちを弄もてあそぶ神様の事が、むかついて仕方がない。

　でも、それ以上に自分に腹が立つ。梨香さんの消滅試練は『好きになった人に気持ちを伝える事』。それを僕はあんな軽い気持ちで、他の人を好きになってもらおうとまで考えた。たとえ偽りでもこんなに想ってくれているのに、それを理解もせずに。

「あのね、ヒイロ。……訊ききたいんだけどね。好きな人がいて、その人の周りには格好よくて性格がいい男子が何人もいたら……。ヒイロはどうする？　諦あきらめる？」

　不安そうな、でも真しん剣けんな梨香さんの目。簡単に答えていい内容じゃないからこそ、僕は言葉を選ばない。思った事をそのまま言うだけだ。

「諦めません。だって、今、諦めたらそこで終わりですから。だから、僕は諦めません。だから……」

「だから？」

　僕が次に出す言葉を梨香さんはさっきと変わらない目で待っている。

「梨香さんが諦めずに、恋こいがしたいって僕の所へ来たように、僕も諦めません！」

　言い切った直後、蛍光灯に灯あかりが点ついた。赤くなった梨香さんの顔がはっきりと分かる。いつもみたいに赤いだけじゃない。表情もどこか違っていて……気がついたら僕は手を梨香さんの肩かたに回そうとしていた。

　直後、僕たちが寄りかかっていたドアが一気に開く。

「おぉ、ヒイロ様！　ついに射止めたのですっ!?」

「……何をしてらっしゃるのかしら？」

　開いたドアの前に何故なぜか奏ちゃんと咲姫先せん輩ぱい。そして、クラスメイトが一堂に会していた。ドアが開いた直後に皆みんなが見た光景が、梨香さんの肩を抱こうとしている僕というシーンになるわけで。それを許せないと思う人物が大量にいるわけで。

「ドアを開けるために、バールやら糸いと鋸のこやら持ってきててよかったですわ」

　咲姫先輩を筆頭に、皆が構えている禍まが々まがしい道具は何かな？

　体育倉庫に僕の亡なき骸がらができない事を祈いのっていてください。




「皆。今日までの勉強、お疲つかれ様。明日のテストも頑がん張ばってほしい」

　終業ホームルーム中、委員長がクラスメイトへ労ねぎらいの言葉をかけ明日のテストを頑張るように活を入れる。ちなみに何とか生き残れました。咲姫先輩にマウント取られて数十発殴なぐられたけど、何とか無事です。

「ふふ～ん、ふ～ん、ふっふ～ん」

　そんな中、梨香さんは嬉うれしそうに鼻歌を歌っていた。

「鼻歌なんか歌って、どうしたんですか？」

　自分が自然と鼻歌を歌っていた事に気づいていなかったらしく、梨香さんが驚おどろいた顔で僕の方を見た。

「な、何でもないわよ！」

　何でもないのに、鼻歌って歌うものかな？　本人が何でもないって言ってるから、これ以上は突っ込まないけど。

「そこの新参カップルは、わたしの話を聞いてる？」

　委員長が何やら話していたようだ。梨香さんに夢中になって気づいてなかった。

　そして気づいてなかった事がもう一つ。クラスメイトの殺気。この流れは皆からの総攻こう撃げきが僕に降りかかる構図。またボロぞうきんになるんだろうなぁ。

　あれ？　いつになっても攻撃が来ないのは何故？

「くそ！　田丸が攻撃すんなって言うからしないけど！」

「えっ？　田丸君が？」

　田丸君が親指を僕に向けて立てていた。

　どうやら僕は君のことを誤解していたみたいだ。僕の味方になってくれる日が来るなんて思いもしなかった。

「田丸！　本当にこれでもかと真藤を殴れて、すっきりする日が来るのよねっ!?」

「もちろん！　『会長が責められる貯金』をしっかりと貯ちよ蓄ちくして一気に使おう！」

　前言撤てつ回かいしよう。そもそも『会長が責められる貯金』なんて物を僕は認めていない！　実行日が来ないことを祈るだけだけど、万が一を考えて逃とう亡ぼうする準備をしておこう。

「真藤の死し刑けい執しつ行こう話から話を戻もどす。明日は何かしら妨ぼう害がいがあるとわたしは思っている」

　このクラスって、クラスメイトから死傷者が出ても気にしないようなクラスだったかな？　何事も無かったかのように話を進めてるけど。

「おそらく妨害をして来るであろうクラスは、二年四組。妨害の指示をするのは筒つつ本もと」

「あっ……あの女の子か……」

「真藤、思い出した？」

　できる事なら思い出したくないんだけど。筒本さんは、一年生の三学期初めに転入してきた女の子。一いつ般ぱん的に見れば可愛かわいいって言われるレベルらしいけど、僕にはよく分からない。オタクから見て可愛いなら分かるんだけど。何故、思い出したくないかというと。

「あの女の子、オタク嫌ぎらいっぽいんだよね」

　オタクがとことん嫌きらいみたいで、僕たちオタク同好会に難なん癖くせをつけてくる。転入早々にオタク同好会に乱入してきて同好会を解散するように言ってきたし。でも、会員数が福音学園ナンバーワンの同好会を解散に追い込む事はできなかった。

　それ以降の対決では、オタク同好会の会長と副会長がいる僕たちのクラスを目の敵かたきにしている節がある。

「彼女が転入して以来、直接妨害ができるような対決は無かった。でも、今回は可能だとわたしは思っている。あくまで可能性の話だけれど、用心しておこうと思う」

　確かに用心するにこした事はない。

「可能性の一つとして衣装の強ごう奪だつ。念のために頑がん丈じようで隙すき間まのない密閉された衣装ケースに鍵かぎを掛かけ、簡単に運び出せないよう重りも付けて、衣装置き場に保管してきた」

「委員長、本当にお願いね。私、どの衣装でも着るのすっごく楽しみだから！」

　梨香さんが委員長に手を合わせてまでお願いしている。

「そういやよ。久檀さんはどんな衣装を着るんだ？」

　クラスメイトの一人が手を挙げて委員長に問いかけた。梨香さんがあそこまでしてお願いするなんて、どんな衣装なんだろう？

「三種類で悩なやんでいる。わたしが仕入れた衣装を日曜日に着てもらったんだけど、どれも抜ばつ群ぐんに似合ってしまう。久檀さん本人も悩んで決まらなかった」

　委員長が黒板に『ドレス』『メイド』『チャイナ』の写真を貼はり付ける。

　なるほど。梨香さんが悩む理由も分かる。断言する。どれを着ても抜群に似合う。他のクラスメイトなんて、似合う似合わない以前に着ないでほしい。

「ねぇ、ヒイロ」

　梨香さんが僕に問いかけてきた。

「何です？」

　にしても、目の前にいる梨香さんはさっき体育倉庫にいた梨香さんと同一人物なのだろうか？　全くの別人に見える。あの梨香さん、本当に可愛かった。いや、今の梨香さんも十分すぎるほど可愛いけど。

「ヒイロはどの衣装を私に着てほしい？　一いつ緒しよに選んでよ」

　僕の袖そでを摑つかんで、黒板の前に向かう。近くで写真を二人で見比べた。

　改めて思うけど、どれを着ても梨香さんなら似合う。悩むかと思ったけど、僕の視線は一つの衣装をロックオンした。

「メイドがいいです！」

　この中でオタク心を摑むのはメイドしかない！　一いつ瞬しゆんでこれに決めたよ！

「却きやつ下か」

「選んでって言ったのにっ!?」

「だって、メイドは家で奏が着てるじゃない。ヒイロから見て目新しさが一ナノもないわ」

　確かにそうだけど。僕の中でも、メイド＝イコール奏ちゃんの構図ができているし。だからって、梨香さんのメイド姿が見たくないかと言われたら……是ぜ非ひ、見たいんですけど！

　一つの選せん択たく肢しを潰つぶされた。残る二つなら、こっちかな。

「なら僕はチャイナがいいです」

「え～っ！」

「僕に選ばせる気ないですよねっ!?」

　結局、選択肢が全すべて潰されてドレスだけになったし！

「……ヒイロのバカ……」

「えっ？　何か言いました？」

「い、言ってないわよ！　……ヒイロが選んでくれたドレスを着たいのに……」

「ん？　やっぱり何か言ってます？」

「い、言ってないって言ってるでしょ！」

　さっきからぶつぶつと何かを言ってる気がするんだけど。

　残ったドレスも、ウエディングドレスのような華はなやかさがあって素す敵てきだと思う。薄うすピンクで僕が勝手に思う梨香さんのイメージカラーにぴったりだ。

　チューブトップになっていて、肌はだの露ろ出しゆつ度ども高いし審しん査さ員受けも良さそうだ。何より、僕の趣しゆ味み嗜し好こうを除けば、この衣装の中で一番似合うのは間ま違ちがいなくドレスだと思う。梨香さん自身もそれを分かっているから、他の選択肢を潰したんだろう。

「じゃあドレスがいいですね」

「そ、そう？　べ、別にドレスじゃなくても」

「だったら、やっぱりメイドで！」

「仕方ないわね。ドレスを着てミスコンに出るわよ」

「いや、僕はメイドが……」

「べ、別にヒイロが着てって言ったからドレスにするわけじゃないわよ？」

「いや、だからメイドがいいって言ってるんですけど……」

「委員長！　私、明日はドレスを着るわ！」

　あれ？　結局、僕の意思は無視されたの？

「分かった。あとでドレス以外は持ち帰っておく」

　う～ん。まぁ、ドレス似合うからいいか。

　にしてもメイド服……。梨香さんのメイド姿が凄すごく見たいなぁ。写真のメイド服を見れば見るほど見てみたくなる。

「いつまでメイドの写真見てるのよ。……そこまで私のメイド服姿が見たいわけ？」

「そりゃあ見たいですよ！」

「声を大にするぐらい見たいんだ……。そうね。私のために時給八百円のアルバイトで、数十年バイトして、呪のろわれてると逸いつ話わのある宝石を買って、ヒイロが呪われたらメイド服を着てお世話をしてあげてもいいわよ」

「メイド服を着てもらえるまでの道のり長すぎませんっ!?　それに何で呪われなきゃいけないんですかっ!?」

　仕方ない。メイドは咲姫先せん輩ぱいと協力していつか着てもらおう。

「二人が写真を見て衣装を選んでいた姿。結けつ婚こん間ま際ぎわのカップルが式場を選んでいる姿を連想させた」

　委員長が言ってはいけない事を言った。

「『会長が責められる貯金』がどんどん貯たまるね」

　田丸君が恐おそろしい事を言っていた気がする。委員長って分かって言ってるよねっ!?




　夕食後、疲つかれた体をお風ふ呂ろで癒いやす。毎日思うけど、幸せすぎる。二次元の美少女と一緒にご飯を食べて、温泉に入って、二次元の美少女と一緒に眠ねむる。オタクにとって、これ以上の幸せってないと思う。

　この日々を続けるには、僕が頑がん張ばらなきゃいけないって今日、改めて実感した。

　明日までに梨香さんに本当に好かれる。そして、気持ちを伝えてもらう。今いま更さらだけど、これがどれだけ大変か。

　梨香さんとこれからも一緒にいたい。だから、消えてほしくない。他人に頼たよらないで、僕を好きになってもらうように頑張ろうと思う。

　だって、たとえ噓うそでもあんな風に想おもってくれてるのに。他人になんて任せたくない。

　色んな思考を巡めぐらせながらお風呂から上がる。男女共用スペースから外へ出て、置いてあるビーチチェアに座って体を冷ます。座り心ごこ地ちがかなり良くて、高いんだろうなぁと思いつつ、空を見上げた。

　すっかり暗くなった星空を透とう明めいのテラスの天てん井じよう越ごしに眺ながめていたら、さっき考えていた事がまた頭を巡り始める。どうしたら梨香さんに本当の意味で振ふり向いてもらえるかな？

「ヒイロ様！」

「えっ!?　うわっ、びっくりしたぁ！」

　メイド姿の奏ちゃんがテラスの天井に宙ちゆう吊づりになって僕を見下ろしていた。

「お茶をお持ちしまし──たぁぁっ!?」

　奏ちゃんが声を上げた直後、目の前が真っ暗になった。何か数日前にこんな経験をしたような。完全に前と同じような状じよう況きようになってるよね？

「痛いたたっ。……奏、天井歩行は苦手です」

　制服の時とは違ちがって、半分以上の北半球が露ろ出しゆつしているので感かん触しよくが前とは段だん違ちがいだった。

「ヒ、ヒイロ様っ!?　は、鼻血が出てますです！」

　奏ちゃんがチェアに手をついて、僕と距きよ離りを置いた。圧あつ迫ぱくされてて気づかなかったけど、どうやら鼻血を流していたらしい。

「……お風呂でのぼせただけだから、気にしないで」

　奏ちゃんは、どうして僕が鼻血を出しているか分からないだろうね。数日を共にして分かったよ。この子は羞しゆう恥ち心しんが無いんだ。

「ヒイロ様、お茶です！」

　チェアから離はなれ、メイドスカートの下からペットボトルのお茶を取り出す奏ちゃん。

　何でスカートの中から物を取り出すのか、そろそろツッコミ入れた方がいいかな？

　差し出されたお茶を一口飲み込む。奏ちゃんも隣となりのチェアに座り、僕と同じように空を見上げている。

「暑くなってきましたわね」

　咲姫先輩が扇せん子すを扇あおぎながらやってきた。

「もう奏さん。いつも言っておりますが、お風呂から出るならわたくしと一緒に出ていただければ、体を隅すみ々ずみまで拭ふいてさしあげますわよ？　というか、拭かせていただけないかしら？」

　息を荒あらげながらの変態発言に思わず身み震ぶるいがした。

「大だい丈じよう夫ぶです！　奏、体は拭かれるより拭く方が好きです！　ですから、一緒に出た場合は奏が夜や華ばな様の体を拭くです！」

　二人の事を知らずに会話だけを聞いていたら、百合ゆりの会話に聞こえるだろうね。

　咲姫先輩も空いているチェアに腰こし掛かけ、奏ちゃん、僕、咲姫先輩の構図になった。

「あら、ゴミ屑くずヒイロ君。いらしたのね」

　今まで僕が視界に入っていなかったらしい。その僕を見る目が、すごく冷たいけど……。

「久しぶりにゴミ屑って言いましたね」

「今日の事を顧かえりみて同じ事を言えまして？」

　……咲姫先輩が言っているのは、体育倉庫での事だろうなぁ。殴なぐられながら言い訳した僕のことなんて信じてないんだろうけど。僕を見る視線には怒いかりのオーラが混じってて怖こわいんですが。

「ヒイロ様。体育倉庫はどうだったです？　絶好のチャンスだったですよねっ!!」

　このタイミングで奏ちゃんが問いかける。委員長みたいに狙ねらってではなく、奏ちゃんは天然だからタチが悪い！　咲姫先輩の怒りオーラが増していくのが分からないかなっ!?

「奏さん、絶好のチャンスって何かしら？　詳くわしく説明していただけるかしら？」

「さ、咲姫先輩！　えっとですね！」

「貴方あなたには訊きいておりませんわ。黙だまっててくださいます？」

　トーンを落とした咲姫先輩の声が怖い！　奏ちゃんは僕と計画して実行した内容を、事細かに説明している。僕は咲姫先輩に殴られる覚かく悟ごをしていた。

「梨香さんの嬉うれしそうな顔は、そういうことでしたの。説明していただけたら、わたくしも協力いたしましたのに」

「えっ？」

　予想外の言葉に僕は耳を疑った。「梨香さんと仲良くしようとして！」とか、意味の分からない理由を付けて殴られるのかと思っていたし。

「普ふ通つうなら鉄てつ拳けん制裁の場面ですが、美少女が喜んでいるので今回は大目に見ましょう。何故なぜそんな事をするのか、理由は訊きませんわ。貴方にも貴方なりの理由があるのでしょうし。……ですが、貴方は失礼な事を梨香さんにしている事実を認にん識しきすべきですわね」

　咲姫先輩が最後に意味深な事を口にした。

「です。奏も気づいていましたが、ヒイロ様は久檀様に対して、失礼な事をしてるです」

　咲姫先輩に呼応するように奏ちゃんも同意する。分かってない僕を、二人は呆あきれたような目で見ていた。

「あ、あの訊きたいんですけど、僕は梨香さんにどんな失礼な事をしてるんですか？」

「こんな事も分からないようでは駄だ目めですわね。ヒイロ君が自分で気づくべき事ですわ」

「奏もそう思うですから、黙っていたです」

「体の熱も冷めたことですし、わたくしは戻もどりますわ」

「奏も戻るです！　冷やしたイチゴ大福を食べないと、お風呂を出た気がしないです！」

　二人は僕を置いてこの場を去った。しばらく二人が言っていた事を考えていた。僕が梨香さんにしている失礼な事って何だろう？　気がついたら、僕は眠ってしまっていた。

　体にわずかな負ふ荷かがかかった事で意識が覚かく醒せいする。うっすらと開けた瞼まぶたの隙すき間まには毛布をかけてくれている梨香さんがいた。

　梨香さんは二人きりが苦手って分かったから、僕は寝ねたふりを続けた。

「……ありがとね、ヒイロ」

　梨香さんが小さいけど、はっきりとした声で僕への感謝を口にした。

「私、ヒイロの傍そばに来られて良かったよ。こんな風に見てもらえるってすごく嬉しい。……私がもっと素す直なおだったら簡単に甘えられるのに、なんでこんな性格なんだろうね。……これからもヒイロと一いつ緒しよにいられるといいな……そしたらいつか私が素直になれる日が来るよね。……おやすみ、ヒイロ。明日、私頑張るから！」

　梨香さんから見えない毛布の中で、僕は小さく拳こぶしを握にぎっていた。

　消しよう滅めつ試練の期限は明日。梨香さんが言った願いを叶かなえよう。奏ちゃんと咲姫先輩が言った梨香さんにしている失礼な事。それが何か分からないけど。

　僕は絶対に諦あきらめない。これからも梨香さんと一緒にいるために、必ず消滅試練をクリアしてみせる！







　第六章　伝えた事







　朝日に照らされ、僕は目を覚ます。一晩、外で眠ってしまったらしい。毛布の温ぬくもりで昨日の晩の事を思い出した。

「……今日中に、か」

　間に合わないかもという考えが出てくる。僕の悪い癖くせだ。何でもマイナスな方へ考えてしまう。

　けど、今までとは違う。マイナスな思考が現れては消える。それをかき消してくれるのは、他ほかならない三人の存在。

　一緒にいたい。だから、どれだけマイナスな思考が現れても、消えてくれる。

「……よし」

　顔を二度叩たたき、目を覚ます。さて、今何時だろ？　朝ご飯を作る時間あるかな？

　時間を確認して僕は驚きよう愕がくした。

「……えぇっ!?　何でこんな時間なのっ!?」

　何をどうしてもテスト開始に間に合わない時間になっていた。一時限目にテストを受けるのに、このままだとテストでポイントが稼かせげない！

「どうして誰だれも起こしてくれないのっ!?」

　僕の声は空むなしく木霊こだまするだけだった。と、とにかく制服に着き替がえよう！　ダイニングに向かうと一枚の紙切れと、美味おいしそうな焦こげ目の付いた食パンが目に入る。紙には女の子らしい丸っこい字で、僕へのメッセージが書かれていた。




『今日のミスコン！　頑張って優勝するわよ！』




　名が書かれてないけど、梨り香かさんかな？　僕的にはミスコンなんてどうでもいいんだけど。でも、これを頑張れば梨香さんが振り向いてくれるかもしれない。

　今からでも走って学校へ向かえば、半分ぐらいはテストを受けられる。数学だから、問題文を読む時間などは最小限で済むし、何とかプラスにはできるはず。よし、頑張ろう！

　制服に着替え、置かれていた食パンを口に咥くわえ、家を飛び出す。

　そういえば、あの日。三人と出会った日。あの日も遅ち刻こくしそうになって、パンを咥えて走っていたっけ。まだ七日なのに、ずっと一緒にいた気がする。

　何故か笑えみが止まらない。いやぁ～、我ながら気持ちが悪いと思う。パンを咥えた十六歳が全力疾しつ走そうしながら、笑ってるなんて。周囲の視線がかなり痛いけどね。そんな事、どうでもいい。

　学校へ着くととてつもない事になっていた。祭りかと疑いたくなるように、タコ焼きや焼きそばなどの定番の出店から、小シヨウ籠ロン包ポウや豚ぶたの丸焼きなどプロ仕様の本格的な食べ物の屋台までが学校を囲んでいる。文化祭などで学生が出す出店なんかとは格が違う。

　確か委員長の話だと、新体育館の中にもたくさんの出店があるらしい。どれだけお金かけてるんだろう？　一千万程度じゃこれだけの規模はできないから……あの校長、数十億とも言われてるポケットマネーからも出してるね。

　祭日で他の学校や会社は休日とあって、九時前なのに和わ気き藹あい々あいとしていた。そんな人たちをかき分け、教室へ向かいドアを開ける。テスト特有の空気が教室内に充じゆう満まんしていた。

「お、遅おくれてすいません！」

　森もり町まち担任が僕をにらみつけている。

「いいからさっさと席についてテスト受けやがれ！　てめぇの分のポイントが足りなくて負けたら承知しねぇからな！」

　この人、本当に教師ですかね？　生徒にもう少し優やさしく接してくれてもいいのでは？

　とにかくテストだ。空いている隣の席が気になったが、裏返しだった答案用紙をひっくり返す。テストは数学。実力テストの時と同じ範はん囲いだけど、問題はもちろん違ちがう。

　……まずい。寝ね起おきでまだ頭が重いのと、時間が無い焦あせりでほとんど解けない。このままだと実力テストの時より悪いかも……。あれ？

　この問題、どこかで見たような……。そうだ、梨香さんに訊いた問題だ。教えてもらった教科書の問題を思い出せ。あの公式を当てはめて……。

「そこまで。最さい後こう尾びの奴やつは、答案を前に送れ」

　チャイムと同時に担任が終しゆう了りようを告げる。大きく息を吐はきながら、隣の空席を見た。梨香さんのおかげで、ギリギリ実力テストよりは点数を取れた気がする。

「今日は午後のミスコンをやるだけで学校は終わりだ。俺ら教師は、これから大急ぎで採点作業だからな。午後のミスコンまで出店行くなりして、楽しんでろ。事件は起こすんじゃねぇぞ」

　答案用紙を持って森町担任は教室を出て行った。

　ミスコンまでどうやって過ごそうか考えていると、息を切らせて慌あわてた様子の梨香さんが教室に飛び込んできた。

「久く檀だんさん。ミスコンのリハーサルは終わった？」

　委員長がいつもの落ち着いた感じで梨香さんに問いかける。

「そ、それどころじゃないのっ!!　衣装が盗ぬすまれたのっ!!」

　お茶を一口飲んで落ち着いた梨香さんが状じよう況きようを説明してくれた。

　リハーサルをやる前は衣装はあったらしく、終わって衣装置き場に行くとケースごと消えていたらしい。そしてそこには一枚の紙が置かれていた。




『オタク同好会の会長と副会長に告げる。衣装を返してほしくば、即そつ刻こく同好会を解散せよ。これは脅おどしではない。これは脅しではない。大事な事なので二回言った』




　……これ書いたの筒つつ本もとさんだと思うんだけど、本当にオタクが嫌きらいなのかな？　ネットでよく見る用語を使ってるんだけど。

「ど、どうしよう……」

　梨香さんが慌てた様子でおたおたしている。

「手は二つ」

　こんな時でも慌てない委員長が手立てを提案した。

「まず一つ目。オタク同好会を解散する」

「委員長。はやく手を教えてよ」

「ちょっとヒイロっ!?　アンタ、委員長が言った事を聞かなかった事にしたわよねっ!?」

　梨香さんは何を言ってるんだ？　委員長は何も口にしていないじゃないか。

「仕方がない。もう一案は罠わなを張り、追い詰つめる作戦。これはクラス全員で行って成功する作戦。協力を求む」

　委員長が教きよう卓たくの前に立ち、皆みんなを見下ろす。クラスメイトもその意思を受け取り、委員長の指示を待った。

　こうして委員長の指示のもと、衣装奪だつ還かん作戦が開始された。




「相変わらず臭くさい同好会室ね」

　腰こしまであるストレートの長ちよう髪はつ。外見は女の子らしいのに、がさつな口調が原因で男子からあまり人気がない筒本さんが、僕が待つオタク同好会室へやってきた。

「それで？　わたしに何か用？　わたしも一応、ミスコン代表で忙いそがしいんだけど」

　僕は打合せ通りの事を言うだけでいい。親しくない女の子とまともに話せない僕にはありがたい。委員長の指示通りにやれば上う手まくいくって言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶかな？

「はっきり言うけど、僕たちはオタク同好会を解散させるつもりはない」

「そう。じゃあ衣装がどうなってもいいのね。久檀梨香だっけ？　あの子、すっごく楽しみにしていたみたいだけど、可か哀わい想そうね。アンタ等が同好会を解散すれば済む話なのにね」

　あっさりと犯人だと認めたよ。筒本さんの返答も委員長の予想通りだ。

「じゃあ筒本さん。取引をしない？」

「取引？」

「うん。君がやった事は学校のルール違い反はんだ。分かっているよね？　筒本さんが犯人だと分かれば、学校側から処しよ罰ばつが下る。今ならまだ間に合うと思うんだ」

「それは脅しのつもり？　処罰なんて怖こわくも何ともないわよ」

　脅しにも筒本さんは動じない。その直後、僕のスマホが鳴り出す。

　電話を取り最初の指示通り、ニヒルに笑ってみせた。鏡が無くてよかった。多分、凄すごく気持ちの悪い笑い方をしていると思う。

「盗まれた衣装は発見したよ」

「何ですってっ!?」

「まんまと僕たちの作戦に引っかかったね、筒本さん」

「どういう事よっ!?」

「衣装を盗んだのが筒本さんだとバレバレだったし、イベント期間中で衣装を隠かくせる場所は限られてる。協力者がいたとしても、司し令れい塔とうである君をこっちが押さえているうちは、勝手に隠し場所を変えるなんて事はしないだろうからね。あとは人海戦術を使えば、簡単に見つかるよ。二年四組にいるオタク同好会会員に教室内を捜さがしてもらったから、君のクラスに衣装は無い事も調査済みさ」

　僕の説明を聞いた直後、筒本さんは唇くちびるを嚙かんだ。

「恥はずかしい思いをしながら男子更こう衣い室に入ったのに……まさか見つかるなんて……」

「委員長、聞こえた？　共同棟とうにある男子更衣室にあるんだって」

　電話の相手である委員長へ、隠し場所を伝えた。

『分かった。すぐに向かう』

「……アンタ、謀はかったわね」

　その通り。僕たちは衣装を見つけていない。筒本さんに隠し場所を喋しやべらせるのが目的だ。

「くそっ！　必ずオタク同好会を解散させてやるから！　覚かく悟ごしてなさいよっ!!」

　オタク同好会室から筒本さんが出て行った。

「本当に言う通りになったよ……」

　……委員長って天才軍師か何かですか？　まさかここまで予想通りに動くなんて。

　実はまだ作戦は終わっていない。ここへ筒本さんを呼ぶ前に、僕たちは人脈全すべてを使って、捜せる場所は捜していた。その中に男子更衣室も含ふくまれている。そして僕たちはまだ衣装を発見してない。つまり、筒本さんは噓うそをついているという事だ。

　隠せる場所は限られるなんて言ったけど、これだけ大きい学校だ。隠せる場所はいくらでもある。

　ここまで追い詰めれば、念のために衣装を別の場所に移動させるはず。あとは尾び行こうや索さく敵てきの類たぐいが上手い田た丸まる君が追つい跡せきして、衣装を隠している場所へ導いてもらうだけ。

　さてと。僕の仕事はこれで終わりじゃない。次の仕事は、梨香さんを守る事だ。

　もし衣装を奪うばい返したら、筒本さんが梨香さんを攫さらいに来るかもしれない。それを懸け念ねんして、オタク同好会室に梨香さんを匿かくまう。念のために、僕が傍そばにいて守る予定だけど。

　梨香さん二人きりが苦手だからなぁ。何事も無く終わらせるには、仕方がないか。

　どうせなら僕が格好よく衣装を取り戻もどしたかったけどね。そうすれば、梨香さんに好かれたかもしれないし。

　梨香さんを迎えに行こうと、同好会室を出ようとしたら扉とびらに手紙が貼はり付いていた。

　これってあの神様からの手紙だよね？　何か伝える事でもあるのかな？　封ふうを切り、中身を確かく認にんする。





『真しん藤どうヒイロさん。

　今日はなかなか良い天気ですね！　そこから新体育館や新プールも綺き麗れいに見えると思いますよ！　せっかくですので、そこにある双そう眼がん鏡きようでご覧になってみてはいかがでしょうか？』






　この手紙って世間話をするような物だったかな？　こんな事にいちいち手紙を使わなくてもいいのに。

　建設中から何度も見てきたのに、今いま更さら何を見ろっていうんだろう？　そう思いながら、僕は双眼鏡を手に取り、同好会室を出て新体育館と新プールを双眼鏡で見下ろしてみる。

　双眼鏡を少し動かしてみると、プールへ向かっている女の子の姿が映り込んだ。あれって……筒本さん？

　おかしい。周囲を確認しても田丸君の姿がない。それに彼女が重そうに引き摺ずっている長方形の箱は……。もしかして衣装ケースっ!?　まさか、田丸君。尾行をまかれた？

　その時、ポケットの中でスマホが震ふるえた。表示されているのは田丸君の名前。

『やられた！　共犯者がいて、トイレで違う女子にカツラを着けて入れ替かわってた！』

　小声で話している田丸君の声が、受話口の向こうから聞こえる。やっぱり田丸君はまかれていた。

　ちょっと待って。尾行対策をしていたっておかしくない？　とにかく、筒本さんが新プールへ向かっている事を伝えないと。

「田丸君！　実は筒本さんが新プールに向かってて！」

『ごめん、会長！　ちょっとそっちへ行けない！　筒本さんの共犯者と拷ごう問もん同好会に追われて、身を潜ひそめてるんだ！』

　ざまぁ見ろ、と思った僕が一いつ瞬しゆんいた。

　田丸君が筒本さんの所へ行けないとなると、どうしたらいい？　僕個人じゃ判断がつかない。委員長に連れん絡らくを取る為ために電話を切ろうとした時。

『会長！　委員長に連絡をしちゃ駄だ目めだ！　尾行対策をしていた事を考えると、クラスに裏切り者がいる可能性も考こう慮りよした方がいい！　下手へたに情報は広めない方がいい！』

　なるほど。僕たちの作戦を知らなければ、尾行対策なんてできない。考えたら、あのタイミングで筒本さんが隠し場所を簡単に口にしたのも変だ。不自然なぐらいに委員長が話した筋書き通りの動きになっていた。

　……こうなったら独自の判断で動くしかない。僕が筒本さんを追いかけて、あの衣装を取り戻す！　それしかない！

「田丸君。僕が筒本さんの所へ行く」

『ちょ、ちょっと待って！　それじゃあ誰だれが久檀さんを守るのっ!?』

「作戦がばれているなら、衣装を奪い取られるなんて考えてないはずだよね。僕が筒本さんなら、尾行や索敵が得意な田丸君を押さえることに力を注ぎたい。だから拷問同好会は君を追いかけてる。だったら梨香さんの安全は保証されてると言えないかな？」

『……確かに』

「念のためにオタク同好会室に隠れてもらうつもりだけど。頑がん張ばって衣装を取り戻してくるよ！」

『会長が久檀さんを守るナイトみたいだよ。このまま上手く会長が衣装を取り戻せば、久檀さん喜ぶだろうね。そうなったら〝会長が責められる貯金〟がまた貯た──』

　言い切られる前に電話を切った。

　筒本さんは丁度、新プールの入り口にいた。ここから走れば、すぐに追いつく。屋上から校舎への入り口に向かおうと振ふり返ると、梨香さんが入り口から顔を覗のぞかせていた。

「……ヒ、ヒイロ……。嬉うれしいけど……や、やっぱり二人は恥ずかしい……」

　照れてる梨香さんをもっと見ていたいけど、今は一刻を争う。

「梨香さん。これ、同好会室の鍵かぎです。中に入ったら鍵を閉めて僕が戻ってくるまで待っていてください。いいですか？　絶対に僕が戻ってくるまで開けちゃ駄目ですよ」

　そう言い残して、梨香さんに鍵を渡わたし屋上を後にした。

　階段を一段飛ばしで降りていく。新プールの前に着くと、鍵がかかっているはずのドアが開いていた。間ま違ちがいない。筒本さんはこの奥にいる。息を切らしながら、室内プールへ初めて入る。

　ドアを開けると、プラスチック製の青く染められた内ドアがあった。新しい建物特有の匂においが鼻につく。内ドアを蹴けり開けると、プールサイドに筒本さんがいた。筒本さんは驚おどろいた顔で僕を見ている。

「あら？　作戦通りだと真藤はあの可愛かわいい子の護衛をしているはずじゃなかった？」

　僕と対たい峙じすると同時、作戦は筒つつ抜ぬけだった事を軽い口調で吐と露ろした。

　筒本さんの正面に立ち、僕は口を開く。慣れていない女の子だから話せないなんて事は言っていられない。

「それ、衣装ですよね？　返してもらえますか？」

　床ゆかに置かれた箱を指さして言うが、筒本さんは僕をバカにするように笑っている。

「嫌いやよ。返すぐらいなら、はじめから盗ぬすんでないわ」

　筒本さんがアニメやゲームに出てくる悪党定番の台詞せりふを吐はく。やっぱりこの人、オタクの知識にも詳くわしいみたいだ。

「一つ、訊きかせてください。どうしてそこまでオタクが嫌きらいなんですか？」

「……まぁいいわ。話してあげる。ここへ転校してくる前、わたしはオタクだったのよ」

　一呼吸を置いた後、筒本さんが語り出した。

「前の学校で、オタクってだけでバカにされていじめに遭あっていたの。それが嫌でわたしはオタクをやめて、転校もして、一から普ふ通つうの学園生活を創つくり上げるつもりだった。それが何？　この学校はオタクでもいじめに遭わず、普通に暮らせてる。わたしの決意は何だったの？　だから、アンタたちみたいなオタクを見てると、わたしがバカにされてるみたいで腹が立つのよ！」

　そんな自分勝手な理由で僕たちに因いん縁ねんをつけてたのか。怒いかりを通り越こして呆あきれた。この人は、何を言っても聞かない、思い通りにならないと気が済まないただの子供だ。

　どうせ聞かないだろうけど、これだけは言わせてもらう。

「僕たちオタクが嫌いならそれでいい。でも、こういう皆みんなが楽しむイベントを壊こわすような真似まねは間違ってる」

「そんな事、言われなくても分かってるわよ。なに、格好つけてんのよ。……あぁ、そういうこと。バッカじゃないの」

　筒本さんがお腹なかを押さえて笑っている。何だ？

「アンタ、あの久檀梨香って子の事が好きなんでしょ？　だから、頑張って衣装を取り戻して格好いい所を見せようってわけ？　アンタとあんな可愛い子が釣つり合うわけないでしょ。そもそもあの子、性格に難があるって聞いたけど？　可愛ければいいわけ？」

「……違ちがう」

　僕は筒本さんの言葉に反論した。

「確かに梨香さんは可愛いよ。でも、それだけじゃない。性格に難があるって？　それを補って余りあるほどの魅み力りよくがあるのが、梨香さんなんだ」

　呆ぼう然ぜんと聞いている筒本さんに更さらに言葉を投げつける。

「梨香さんは言葉じゃ説明できないぐらい可愛くて魅力的で……。筒本さんみたいな人に梨香さんの魅力は分からないよ。僕はそんな梨香さんが喜ぶ顔が見たい。……だから、僕は梨香さんの為に頑張るんだ。梨香さんが着たいって言った衣装を着て、ミスコンに出て、優勝してほしい。僕が衣装を取り戻したい理由はそれだけだよ」

　僕が言い切った後、わずかな間が空き、筒本さんが足あし下もとにある衣装ケースを起こした。

「ねぇ、知ってる？　このプールって水深が深いんですって。日本最深らしいわよ」

　そう言って笑えみを浮うかべる。

「格好つけて言うなら、頑張って衣装を取り戻せば？　重りの付いた衣装ケースをプールから持ち上げられるならね！」

　衣装ケースを落とすつもりなのか！　委員長が簡単に運び出せないように、重りを付けたことが裏目に出るなんて！

　僕が踏ふみ出すより先に、僕を追い越す人ひと影かげがあった。筒本さんが片手で支えている衣装ケースにしがみつくその影は、梨香さんだった。

「衣装を返してっ!!　この衣装は、ヒイロが選んでくれた衣装なんだからっ!!」

　どうして梨香さんがここに？　そう考える間もなく、筒本さんが梨香さん諸もろ共とも、プールへ衣装ケースを落とした。

「……梨香さんっ!!」

　プールへ駆かけ寄ると、水面には波は紋もんが広がっているだけで、梨香さんの姿は無かった。もしかして衣装ケースにしがみついたままなんじゃ……。

　……ちょっと待って。『恋恋コイコイ』では梨香さんは泳げなかったはず。……まさか……。

　気がついたら、僕はプールへ飛び込んでいた。

　僕の目に入ったのは、プールの底で衣装ケースにワイヤーで付けられた重りを外そうとしている梨香さんの姿だった。

　あんな風に頑張っている姿を見て、普通なら応おう援えんしたりとか感動したりするのかもしれない。でも、僕は違った。梨香さんに対して怒りの感情が湧わいていた。

　梨香さんの隣となりへ着き、ジェスチャーで上がるように指示するけど、梨香さんは首を左右に振るだけ。こうなったら問題を解決した方が早い。衣装ケースは密閉されているって言っていたから、重りを外せば浮くはずだ。

　重りはケースにワイヤーで付けられていて、手じゃ外せそうにない。試ためしにワイヤーを引っ張ってみたけど、ビクともしなかった。

　時間ばかりが過ぎていく。焦あせっていると、何かがゆっくりとケースの上に落ちた。それはワイヤーカッターだった。

　急いで手に取り、ワイヤーを切って重りを外し、ケースの自由を得た。重りから解放された衣装ケースは浮ふ力りよくに任せて浮いていった。
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　同時に、梨香さんの体から力が抜ぬけた。目を閉じてゆっくりと体が浮いていく。梨香さんの手を取り、水面へ向けて泳いだ。

「ぶはぁっ!!」

　息を吐き出し梨香さんの脇わきを抱かかえて水面へ顔を上げた。

「梨香さんっ！　梨香さんってばっ!!」

　体を揺ゆらして反応を待つけど、動く気配がない。誰もいなくなったプールサイドへ抱えるように梨香さんを引き上げる。

　こういう時は……人工呼吸？　何だっけ、それ？　甘くて美味おいしいスイーツだっけ？　それとも『神じん恍こう・虚こ弓きゆう』っていうゲームに出てくる最強武器の名前だっけ？

　って、現実逃とう避ひしている場合じゃない！　梨香さんの命がかかってるんだから！　そう、これに下心なんてない！　さっきのシリアスシーンはまだ継けい続ぞく中なんだ！

　横になっている梨香さんへ顔を近づけていく。距きよ離りが狭せばまるのに比例して鼓こ動どうが速くなっていく。心臓が口から出るって表現を初めて実感した。

　もうちょっとで唇くちびるが触ふれそうになった瞬しゆん間かん。

「何をしてますのっ!!　このゴミ屑くずっ!!」

「ぐはぁっ!!」

　脇わき腹ばらをものすごい痛みが襲おそい、僕の体はプールへ吹ふき飛ばされ、水の中へ落ちた。立ち泳ぎをして梨香さんを見ると、咲さ姫き先せん輩ぱいが怒りのオーラで見下ろしていた。どうやら僕は咲姫先輩に蹴り飛ばされたらしい。

「応援するとは言いましたが、行きすぎた行こう為いには制裁を！　ですわ！」

「行きすぎたって……。梨香さんが死んじゃうかもしれない一大事に……」

「わたくしを見くびらないでくださいます？　美少女が気絶してない事ぐらい、おっぱいの動きを見れば分かります！　梨香さんは気絶したフリをしていただけですわ！」

　それっておっぱいの動きじゃなくて、呼吸って言った方が正しい気がするんだけど。

「……」

　咲姫先輩の背後に梨香さんが無言で立ち上がっていた。本当に気絶してなかったよ。ん？　でもなんで気絶したフリなんかしてたの？

　そんな事を気にする僕を置いて、梨香さんは……。

「咲姫先輩！　気になる女子が溺おぼれて、息をしてなくて、助ける為ために人工呼吸をするっていうレアなイベントを邪じや魔ましないでよ！」

　怒おこっていた。咲姫先輩の腕うでを摑つかみ、柔じゆう道どうの投げ技わざのごとく軽々とプールへ投げ捨てた。それも何故なぜか僕へ向けて。僕の体は咲姫先輩の体に押され、再び水中へ。

　梨香さんだけは攻こう撃げき性がないって思ってたんだけど、やっぱり攻撃性あるんだ。一人ぐらい攻撃性のないキャラが欲しかった。

　あれ？　底に置いてきたはずのワイヤーカッターが消えている。そういえば、あのカッターは誰が投げ込んでくれたんだろう？

　水面に顔を出すと、必死に手を伸のばして衣装ケースを取ろうとしている梨香さんの姿が目に入った。

「あっ、ヒイロ。衣装ケースを取って貰もらっていい？　早くミスコンの準備しなきゃね。咲姫先輩は……妨ぼう害がいした罰ばつで放ほうっておこう」

　梨香さんの何も無かったかのような態度に一安心すると同時に、内側に押し込まれていた怒りが爆ばく発はつする。

　プールから上がり、衣装ケースをプールサイドに持ち上げる。

「梨香さんっ!!」

　気がついたら、僕は目の前にいる梨香さんに声を荒あらげていた。

「な、何よ。急に大声出して……」

「どうしてここにいるんですか！　いや、それ以上に何を考えてるんですっ!?　泳げないんでしょっ!?　何でプールからすぐに上がらなかったんですかっ!?」

「そ、そんな怒る事ないじゃない。無事だったんだから、別にいいじゃないの」

　梨香さんの軽々しい態度に僕の怒りは増した。

「梨香さんはバカですかっ!?　別にいい、で済ませるような事じゃないですっ!!」

　僕が言い切った直後、梨香さんは一いつ瞬しゆんたじろいだ後に表情が険しくなる。

「バ、バカって何よ、バカって！　私はただ、ヒイロを追いかけてきたら、何か言い争ってて、内ドアの向こうで聞いてたらヒイロが私の事を褒ほめてくれたのが嬉うれしくて！　だから、余計にヒイロが選んでくれたドレスでミスコンに出たいって思って！　気づいたら体が勝手に動いて衣装ケースに飛びついてたのよ！　だからバカって言われる筋合いなんてないっ!!」

　意味の分からない理り屈くつを述べる梨香さんに僕の怒りは限界を突とつ破ぱした。

「やっぱりバカじゃないですかっ!!　いや、大バカですっ!!　もしかしたら死んじゃってたかもしれないんですよっ!!」

　言い過ぎかもしれないけど、もう引けないところまで言ってしまった。梨香さんも引けなくなったようで、すごい剣けん幕まくで言い返してくる。

「どうしてそんなに怒るのよっ!?　意味分かんないっ!!」

　何かが僕の中で切れた。

「大切な人がバカげた理由で危ない目にあったら、怒るに決まってるじゃないですかっ!!」

　僕の勢いに押されたのか、梨香さんが数秒間止まる。顔を真っ赤にして梨香さんが力を込めて言い放った。

「ヒイロのバカっ！　もう知らないっ！」

　梨香さんは僕を置いて、衣装ケースを引き摺ずりながらプールから姿を消した。

　………………やっちゃった。梨香さんに好かれるどころか、完全に嫌きらわれた。感情に任せて言いたいことを言う男なんて最低だ。

「ゴミ屑のくせに、やりますわね」

　プールに浮いていた咲姫先輩も何かをぼやきながら、落ち込む僕を尻しり目めにプールから姿を消した。




　例えようのない勢いで僕は落ち込んでいた。

　あえて例えるのなら、欲しいフィギュアの予約に漏もれ、キャンセルで再注文可能になった時もタイミングが合わず、再さい販はんの時も速そつ攻こうでソールドアウトになった時を思い浮かべてもらえれば。一いつ般ぱん人にも分かる例え？　そんなのオタクの僕が分かると思いますか？

　深いため息をつきながら、大ホールの椅い子すに腰掛けていた。もうミスコンが始まってどのぐらいたったのかな？　周囲は出てくる女の子に拍はく手しゆなどの盛り上がりを見せてるけどそんな風に楽しむ気になれない。

『は～い！　皆みなさん、楽しんでますか～っ!?』

　僕の気持ちとは裏腹に、新体育館のお披ひ露ろ目めが成功して嬉しそうな校長の声がホールに響ひびき渡わたる。まぁ、気持ちは分からないでもないけど。この体育館、本当に凄すごいんだもん。

　入り口に巨きよ大だいな見取り図がある体育館を僕は見たことがない。外観で巨大な事は分かっていたけど、三階まであってバスケットコート六面が面積の五分の一って普ふ通つうの体育館の常識を遥はるかに凌りよう駕がしているよね？

　映画館のようなこの大ホールもおかしい。そもそもこれ、体育館に要いらないよね？

　そんな事はどうでもいい。校長の楽しい声も普ふ段だんなら苛いらつくけど、今はどうでもいい。

「はぁ……」

　ため息が止まらない。梨香さんに嫌われた。怒ど鳴なられたら誰だれだって嫌いやな気分になる。どうしてこのタイミングで言ったんだろう。ミスコンが終わってからで良かったのに。

「会長。どうしたのさ」

　落ち込んでいる僕を見て田丸君が声をかけてくる。

「気にしないで……」

「そう？　せっかくのミスコンも全然楽しんでないし。もう少しでミスコン終わるよ？」

　……何だって？

「お、終わる？　ミスコンが？」

「うん。あと三クラスで終わり。で、その三クラスってのは、一年一組と二年三組と三年五組。なんでも、校長が可愛かわいいって気に入ってメインイベントにしちゃえって思ったらしくてね。あっ、ちなみに二年四組は妨ぼう害がい行こう為いで失格になったみたいだよ。せっかくだから、久檀さんの姿をしっかり見てあげたら？　ぼくはちょっと用事があるから失礼するよ」

　隣の田丸君が消えた後、思考が一瞬停止した。

　ミスコンが終わる＝イコール梨香さんが消える。いなくなってほしくないのに。でも、今から僕に何ができるっていうんだ。考えていても時間は止まってはくれない。

　ミスコンのステージを見ると、校長を中心に、多種多様の衣装を着た代表者がステージに並んでいた。僕がよく知っている三人はステージ上にはいない。田丸君の言った通り、これから出てくるんだろう。

　ステージにいる校長にスポットライトが当てられる。持っていたタブレット端たん末まつに表示されるカンペを読み、イベントを進行していく。

『は～い！　それでは本日のメイーンイベントっ!!　あまりに可愛い三人の美少女を紹しよう介かいしちゃいますよっ!!　二階席にいる一般の方々も、最後までお楽しみください！』

　ステージにある巨大ディスプレイに『一年一組　海み凪なぎ奏かなで』と表示され、ステージ端はしがスポットライトに照らされる。

　トテトテという擬ぎ音おんが似合いそうな歩き方で、奏ちゃんが出てきた。胸むな元もとに付けられたピンマイクが、奏ちゃんの声を拾う。

『エヘヘッ。この服、可愛いです』

　今の僕に可愛い姿をした奏ちゃんを見る余よ裕ゆうなんて……あった。何、あれっ!?　可愛すぎるんですけど！

　脳内は一気に奏ちゃんに浸しん食しよくされた。普段着ている黒を基調としたメイド服は、当たり前のように似合っている。ただ、今日着ている白を基調としたゴスロリ系衣装。俗ぞくに言う甘ロリ系ファッションは、メイドとは違ちがう可愛さを醸かもし出していた。

　パニエによって広がったミニスカート。要所のフリルが水色をしていて、それが可愛らしさを際きわ立だたせている。シルクハットを模したヘッドドレスがまた良く似合っていた。

　奏ちゃん、君は天使ですかっ!?　何でか分からないけど、よだれが止まらないっ!!

「「「可愛いぃ！」」」

　その歓かん声せいに異議などあるもんかっ!!

『は～い！　いきなり歓声を浴びた海凪奏ちゃん！　ステージ中央へ来てください！』

　校長に指示され奏ちゃんが歩いて行く。中央付近にあるコードに足を引っかけ、コテッとその場に転んだ。

『あうぅ……』

「転ぶ向きが違ちがうっ!!　スカートの中が見えるように転ぶべきだったっ!!」

　誰だっ!?　大声で変態発言をしているのはっ!?　気持ちは分かるけど、思うだけにしとこうよ！

『では、次をお呼びしますね！　順番で言うと二年三組の代表者を呼びたい所ですが、先に三年五組の代表者を呼びましょう！　名前が咲姫だけに！』

　転んだままの奏ちゃんを無視して、会場の温度が二度下がるようなギャグをかます校長。

　校長が二年三組の代表者って言うから、僕の意識はまた梨香さんでいっぱいになった。

　奏ちゃん同様にディスプレイに『三年五組　夜や華ばな咲姫』の名前が表示され、奏ちゃんが出てきたのとは逆のステージ端がスポットライトに照らされる。

　咲姫先せん輩ぱいの姿を見てる余裕なんてさすがに……無いんだけど、見み惚とれるなってのが無理なぐらい綺き麗れいなんですけど！

　咲姫先輩は大人な雰ふん囲い気きを醸し出す和服を着ていた。紺こん色いろを基調とし、全体に華が描えがかれている着物を着ている。名の通り、夜に咲さいた華をイメージしているみたいだ。光の当たり方で赤にもピンクにも見える和わ傘がさを広げ、わざとうなじが見えるように角度を保っていた。すごい色っぽい。

「「「たまんねぇ～っ！」」」

　多数の男女が興奮気味に声を上げる。うん、女子は少し自重しようか。

『ゴミ屑くず男子に誉ほめ称たたえられるような歓声を受けても嬉しくないと思いましたが、嫌な気分ではありませんわね。逆に嬉しいぐらいですわ』

　あの咲姫先輩が男子に向けて、嬉しいだってっ!?　何かの前まえ触ぶれかな？

『誰か砲ほう丸がんを持ってきてくださる？　歓声を上げてくれた男子へ、お礼に砲丸をプレゼントいたしますわ』

　全然嬉しがってないよねっ!?　完全に男子を殺す気だよねっ!?

『さてさて、殺人事件が起きる前に夜華咲姫さんはステージ中央へ来てくださいね！』

『校長先生？　わたくしがしようとしているのは、殺人ではなく地球の産業廃はい棄き物処理の手伝いですわよ？』

　中央へ向かって歩きながら、恐おそろしい事を言っている。あれ、本気で言ってるから怖こわいんだよね。近いうちに死人が出ないことを祈いのるよ。

　……残るは梨香さん、か。

『さて、最後の代表者。二年三組ですね』

　校長が読み上げると、ディスプレイに『二年三組　久檀梨香』の名前が表示された。

　梨香さんが着るドレスは写真で見たし、梨香さんが着たらどうなるのか、ある程度の想像はつく。でも実際に着ている姿を見ると違うんだろうな。

　なんて事を考えながらスポットライトが照らすステージ端を見ていた。ゆっくりと梨香さんがステージに現れる。

　一瞬で会場が沈ちん黙もくする。ウエディングドレスを思わせるピンクのドレスに身を包んだ彼女は、この世の物とは思えない美しさを放っていた。大ホールの至る所から、漏れるようなため息が何度も聞こえてくる。

　いつになっても会場の空気が変わらず、梨香さんは戸と惑まどったまま硬こう直ちよくしてしまっている。

『ちょ、ちょっと……。何で私だけこんなリアクションなのよ？』

　綺麗なんです！　見とれて、ため息を吐つくしかないんです！

『会場中を魅み了りようしている久檀さんは突つっ立ってないで、中央へ移動してくださいね！』

　梨香さんが校長の指示で中央へ移動する。

　う～ん。こうやって三人が揃そろうと壮そう観かんだね。普段の制服でも可愛いのに、衣装を着るとまた違う。この中から選んで投票ってかなり難しいんじゃないかな？　僕でも悩なやむ。

『さて、審しん査さ員の方々は、椅子に備え付けられているタブレット端末にて投票をお願いいたします！　決して、夜のお仕事を頑がん張ばってる女の子を指名するような気分で投票しないように！』

　言わなくていいでしょ！　審査員は市長とかもいるんだから、やめてあげようよ！

　にしても凄い。審査員が操作しているタブレット端末は、僕たちの椅子にも装備されている。こういうイベントの時に使えるように付けたんだろうけど、すごいハイテクだ。……この体育館、いくらかけてるんだ？

『一般の方にご説明するのを忘れていました！　我が校は、月に一度程度でイベントを行っております！　毎回、優勝すると景品がもらえるのです！　今回はミスコンのポイントと各おの々おのが受けたテスト結果を纏まとめて、一番高いポイントを稼かせいだクラスが優勝です！　そして今回の景品は！　真夏に沖おき縄なわへクラス旅行＆ミスコン代表者の記念イメージビデオ撮さつ影えいを行います！　もちろん、水着ですよ！　完成後、ここや視し聴ちよう覚かく室で流す予定です！』

「おい！　聞いたかっ!?」

「ええ、聞いたわ！　一年一組か二年三組か三年五組が優勝するように神かみ頼だのみするわよ！」

　手を組み、天を仰あおぎ祈る生徒が辺りにチラホラと。どれだけ三人の水着姿が見たいんですかね？　え？　僕？　土下座して天に祈ってますけど何か？

『ちょ、ちょっと校長先生っ!?　そんなの聞いてないわよっ!?』

　梨香さんが抗こう議ぎするが、校長は聞く耳を持たずで客席を見て笑っているだけだ。

　いいぞ、校長！　今回だけは応おう援えんするよ！　僕も三人の水着は見たいからね！

『おっと、集計結果が出たようですね！　さて、では此方こちらにご注目ください！』

　校長がディスプレイを指し、会場の視線が集中する。それぞれのクラス名が表示され、ドラムロールの音に合わせて数字が回転している。

『まずはミスコンの優勝クラスを発表したいと思います！　優勝は……一年一組です!!』

　大きく『一年一組　海凪奏』の文字が表示された。

『奏が優勝ですっ!?　ありがとうございますですっ!!』

　これはまずい事になってきた。委員長の予想では、一年生は実力テストの結果が悪く、テストでのポイントが稼ぎやすい。ここで一年一組に優勝されたとなると、巻き返しが難しくなってくる。

『では、各クラスのテストのポイントと合わせての結果発表です！』

　先ほどと同じようにドラムロールが鳴り響ひびく。

『三クラスが拮きつ抗こうしておりましたが、優勝は……………………！　二年三組ですっ!!』

　スポットライトが梨香さんを照らし、ディスプレイにクラス名と『ミスコン代表者　久檀梨香』の名が表示され、会場中から大きな歓声が上がった。

『一位は二年三組なのですが、実は二位とは一ポイント差しかありませんでした！　その二位も同点なので、紹介させていただきます！　一年一組と三年五組の二クラスです！』

　校長が続けてタブレット端末に表示されている情報を発表する。

『ふむふむ……。なるほど。これはある意味、奇き跡せきですね』

　校長が何やらボソボソと喋しやべっている。奇跡って何だろう？

『実はですね。二年三組にはテストに途と中ちゆう参加した生徒がいるんです』

　あれ？　それって僕の事だよね？

『彼がテストで得たポイントは二ポイントだったんですよ。つまり、この二ポイントが無ければ、二年三組の優勝は無かったという事になりますね！』

「よくやった、真藤！　ミスコンが終わるまでは生かそうと決めてたが、正解だったな！」

「さすがは真藤ね！　普ふ段だんは梨香ちゃんとイチャイチャして、いつか殺してやろうと思ってたけど、生かしておいてよかったわ！　まぁ、命が延びただけだけどね！」

　一いつ瞬しゆんでクラスの英えい雄ゆう扱あつかいなんだけど、所々に僕を殺そうとしていた台詞せりふが入ってて素す直なおに喜べないんだけど……。そもそもの話になるけど、遅ち刻こくしないで普ふ通つうにテストを受けられていたら圧勝してた事、分かってる？

　まぁ、とりあえずは良しとしておこう。対たい抗こうイベントで初めて優勝できたんだし。

『さて、せっかくですので優勝したクラスのミスコン代表者、久檀梨香さんにコメントをいただきましょう！』

『私、優勝したら訊きくんだ。優勝したらちゃんと……』

　ぶつぶつと言っている梨香さんの台詞が、死亡フラグ的なんですけど。というか、スポットライトも当たっているのに結果発表された事に気づいてない？

『あの、久檀さん？』

『……』

『もしも～し、久檀さ～ん』

『…………えっ!?　あっ!?　はいっ!?　な、何ですかっ!?』

　校長の問いかけに、ようやく気づいたようだ。

『優勝しましたよ』

『……………………………………えぇえぇぇえっ!?　優勝しちゃったのっ!?』

　やっぱり気づいてなかったんだ。

『それでコメントをいただきたいので、此方へ来てください』

『あっ、はい！』

　校長に手招きされて、皆みんなより一歩前に出る梨香さん。何を言うか悩んでいるようで、一向に喋る気配がない。あれ？　梨香さんがこっちを見ているような……。気のせい？

『……あの、校長先生。私的なコメントを含ふくめてもいいですか？』

『はい、構いませんよ』

『ありがとうございます。えっと……それじゃあ、まずは私みたいな人に投票してくれた審査員の方々。本当にありがとうございます』

　梨香さんは大きくお辞じ儀ぎをした。社交界などでやりなれているのか、全すべての挙動が絵になっている。

　顔を上げた梨香さんは、やっぱりこっちを見ている。……もしかして、僕を見てる？

『私は今、ある人にとても訊きたい事があります。今、この場で問いかけようと思います』

『おっと！　これはミスコンにありがちな告白タイムというやつでしょうかっ!?　ちなみに相手のお名前を訊いてもよろしいですかっ!?』

　校長、楽しんでるね。会場もどことなく盛り上がってきている。

『はい。同じクラスの真藤ヒイロ君です』

　梨香さんが僕の名を口にすると、スポットライトの一つが僕を捉とらえた。

『なんと！　久檀さんが想おもいを伝えたい人は、遅刻してきて優勝を左右する二ポイントを取った真藤ヒイロ君だったんですね！　見た目には冴さえない、どこにでもいそうでいなそうな、純じゆん朴ぼくとはかけ離はなれた思考を持ち、将来がかなり不安な真藤君に言いたいことがあるんですね！』

『はい。彼の評価は、それで間ま違ちがいないと思います』

　校長に色々と失礼な事を言われた上に、梨香さんも共感するってちょっとひどいよねっ!?

『それで、そんな彼に気持ちを訊きたいんです』

　教師が僕のもとへ駆かけ寄って、マイクを渡わたした。どうやら、梨香さんの言った事に対して返事をしろという事らしい。

『ヒイロ、単刀直入に訊くわね。……私の事をどう思っているの？』

　梨香さんはやっぱり僕を見ていた。気持ちが張り詰つめているのが、目を見て分かる。

[image: ]

　な、何だかこっちまで緊きん張ちようしてきた。

　梨香さんをどう思っているかって、そんなの考えた事も無──────あっ……！

　そっか。咲姫先せん輩ぱいと奏ちゃんが言ってた失礼な事ってこれなんだ。

　梨香さんに好きになってもらおうとしてるのに、僕が梨香さんをどう思っているか。好きなのか、嫌きらいなのか。僕自身も分からないまま、好きになってもらおうとしてた。人として……いや、男として最低で失礼な事をしていたんだ。

　梨香さんは可愛かわいい。ちょっとした事ですぐ怒おこるけど、恥はずかしがり屋で甘えるのが苦手な女の子。一いつ緒しよにいて楽しい女の子。一緒にいると気持ちが温かくなる女の子。

　そんな梨香さんを僕はどう思っている？　噓うそはつきたくない。だから、言葉は選ばない。思った事をそのまま伝えるだけだ。

　気持ちを落ち着かせるために一呼吸して、梨香さんの目を見つめる。

『今日も明日も明後日あさつても！　これからもずっと一緒にいたい、特別で大切な人です！』

　求められた答えかどうかは分からないけど。これが、噓うそ偽いつわりのない梨香さんへの想いだ。

　交わっていた視線が突とつ然ぜん交わらなくなった。頰ほおを赤くした梨香さんが視線を外していた。

『そ、そう。ヒイロにしては気の利きいた台詞じゃない。……いいわ、これからアンタが私を攻こう略りやくするまで一緒にいてあげるわよ！』

　ん？　梨香さんの言っている意味が分からないんだけど？　まぁ、それはいいか。いつもの意味が分からない発言と受け取っておけば。

　……これ、チャンスじゃない？　梨香さんに「僕をどう思っていますか？」って訊けば、消しよう滅めつ試練を達成できるかも。梨香さんが僕を本当に好きになっているのが前提だけど。

　意を決した時、巨きよ大だいディスプレイがホワイトアウトし、文字が表示された。『オタク同好会会長、真藤ヒイロ追つい悼とう画像集』と。……何、あれ。

『え～っ、皆さん』

　この声は田丸君っ!?　ディスプレイの文字は君の仕し業わざかっ!?

『これから映る画像を見て、どう行動すべきかは皆さんにお任せします。ぼくが願う会長への報復をお願いしますよ』

　映っていた文字が消え、写真が映し出される。えっ？　ちょっと待って！　映ってるの、僕が梨香さんを階段の下で抱だきしめてる写真だ！

「ふざけんなっ!!」

「いきなり殴なぐられたっ!!　確かに抱き合ってるけど、理由があって！　そんな事より、どうやってあの写真撮とったのっ!?　あの時、誰だれもいなかったよねっ!?」

『次はこれ』

　一枚じゃないのっ!?　今度は、梨香さんをお姫ひめ様さま抱っこしている写真が表示されたよ！

「なんて羨うらやましい事をしてるのよっ!!」

「鞭むちで叩たたかれたっ!!　何でそんな凶きよう器きを常備してるのっ!?　あの写真にもそれなりの理由があるし、一体どうやって撮影したの田丸君っ!!」

『お次はこれ』

　もう終わりで良くないっ!?　って、今度は教室で梨香さんの胸を触さわっている写真がっ!!

「リア充じゆう、すり切れろっ!!」

「君は『リア充、爆ばく発はつしろっ!!』に代わりそうな台詞を口にしながら、どうして紙ヤスリで僕の腕を擦こするのっ!?　本当にすり切るつもりっ!?」

『残り二枚はすごいよ。まずはこれ』

　……嫌いやな予感しかしない。いや、さすがにあれは撮って──あるのね、やっぱりっ!!

　梨香さんの下に滑すべり込み、太ももに顔を挟はさまれ、下着を見てるような写真が表示された。

　田丸君、チョイスミスをしたね。さすがに皆もどん引きして、攻こう撃げきに走らないよ。

『とっておきいくよ。〝会長が責められる貯金〟を下ろそう。……会長、永久に眠ねむれ』

　これまで出された写真のようなイベントは、もう無かったはずだけど……。

　映し出された写真は、プールサイドで横になっている梨香さんに、僕が人工呼吸をしようとしてる一瞬を捉えた写真。いや、違ちがう！　角度的にキスをしてる写真になってる！

「「「ブチ殺スッ!!」」」

「何で皆、釘くぎバットや木刀等の得え物ものを持ってるのっ!?　何で福ふく音いん学園の生徒に限らず、一いつ般ぱんの方まで攻撃準備万ばん端たんなのか教えてくれないかなっ!?」

　どうせ僕がしていないと言っても聞かないだろうから、梨香さんに言ってもらおう！　きっと梨香さんの言う事なら、聞く耳を持つはずだ！

　まだ握にぎっていたマイクを通して梨香さんに助けを求める。

『梨香さん！　僕の代わりに弁解をしてください！　僕たちはキスしてないって！』

『……した』

　………………………………………………………………………………………………えっ？

『私、ヒイロとキスした！』

　……えぇえぇぇぇえぇえぇっ!?　梨香さん、どうしてそんな噓をっ!?

「「「確実ニ息ノ根ヲ止メルッ!!」」」

　ほら！　火に油を注いじゃったじゃないかっ!!

『そうよ。噓の既き成せい事じ実じつを作っちゃえば良かったのよ。そうすれば変な虫もヒイロにつかないもんね！』

　梨香さん、何を嬉うれしそうに意味の分からないことを！

　逃にがさないようにと両りよう肩かたを摑つかむクラスメイト。両手首を握り潰つぶさんと摑む他クラスの人たち。指を鳴らしながら、近づいてくる一般人が多数。

「えっと……皆さん？　梨香さんが言っていた事、聞いてたよね？　噓の既成事実って言ってたよね？」

「噓の既成事実も事実のうちだ！」

「屁へ理り屈くつも理屈のうちみたいに言うな！　理り不ふ尽じんにもほどがあるよ！」

　逃げようとした瞬しゆん間かん、顔に迫せまる何かを察知し、首を咄とつ嗟さに動かして避よけた。僕が座っていた椅い子すの背もたれには、黒光りする球体が深く突つき刺ささっていた。

『ゴミ屑くずヒイロ君。……ちょっとやりすぎですわ。……ご覚かく悟ごはできておりますわね？』

　ステージ上の咲姫先輩の前には、砲ほう丸がんが山ほど入ったカートが置かれている。手に取ると、再び僕目め掛がけて投げてきた。周りの人も危険を感じたのか、僕を押さえるのを止やめて逃げている。ギリギリで避けると、また椅子に深く砲丸がめり込んだ。

　咲姫先輩はどれだけ怪かい力りきなんですかっ!?　ステージからここまで相当な距きよ離りありますけどっ!?　オリンピックに出場すれば金メダル取れるレベルだよっ!!

　咲姫先輩も、僕の近くに集まる人たちも聞く耳を持っていなそうだけど。一応、訊きいてみようかな。

「えっと……あの写真について弁解したいんだけど、聞く気はある？」

「あると思うか？」

「ですよね────────────っ!!　……はぁ……どうして僕がこんな目に……」

　こうして梨香さんの気持ちを訊けないまま、ミスコンは終わってしまった。

　ミスコンが終わった。それは、梨香さんとの別れを意味していた。







　エピローグ







　今になって後こう悔かいしてきた。どうしてあんな事を言ったのかなぁ。思い返すだけで恥ずかしくなってくる。これからヒイロは、私にどういう態度で接するだろう？

「にしてもヒイロ君は、末代まで祟たたられても仕方がないぐらい羨ましいですわね」

　奏かなでと咲さ姫き先輩と一緒に帰って来て一息入れていると、隣となりで紅茶を飲んでいた咲姫先輩が不意にぼやく。

「な、何が？」

　動どう揺ようして口が上う手まく回らない。咲姫先輩が言いたいことは分かっている。

「ずるいです……。ヒイロ様とずっと一緒で仕えるのは奏の役目なのに……」

　元気が取り柄えと言っても過言ではない奏も正面でテーブルに突っ伏ぷし、不満がありそうな目で私を見ている。

「奏、何を言ってるのよ。これからもヒイロの世話をしてあげればいいじゃないの」

「ステージ上であんな風に言われたら、二人の間に入れなくなるです！」

　奏が大きな胸を揺ゆらしながら、身を乗り出すように私に迫ってきた。

「奏さんの言うとおりですわ。ずっと一緒にいたいなんて、恥ずかしげもなく言えてしまうぐらい想おもっていると分かってしまうと、わたくしたちは入り込めません！」

「ちょっと咲姫先輩！　私、そんな事言ってないわよ！」

「あら、そうですの？　本人がそう言うのでしたら、あれは無かった事になるのね？」

　……そう言われてしまうと何も言い返せなくなってしまう。

　私は精せい一いつ杯ぱい伝えたつもりだ。ヒイロと一緒にいたいと。恥ずかしくてまともな言い方では無かったかもしれない。それでも、私は言った。ずっと一緒にいたいと気持ちを伝えた。私自身もよく分からないけど、あれは私なりの告白だったのかもしれない。

　二人はそれが不満だったらしい。咲姫先輩は何となく分かるけど、奏がここまで不満に感じるとは思わなかった。……まさか、奏もヒイロの事を異性として見てるのかな……。

「二人が上手くいったら、奏と夜や華ばな様は用済みです。この家を出て行くしかないです」

「そ、そんな事ないわよ！　お願いだから二人もいてよ！」

　二人きりなんて恥はずかしすぎる！　ましてやずっとなんて！　……無理。想像しただけで体が熱くなってくる。

　三次元へ来て、ヒイロと出会った瞬間。意味も分からず、ヒイロが好きだった。もちろんそれは変わらない。でも、その時と今は何かが違う気がする。それが何なのか私にも分からないけど。

「も、もしよ？　ヒイロが二人きりで暮らそうって言っても、二人も一いつ緒しよにいてほしいのよ。いきなりいなくなられたら寂さびしいじゃない。きっと、ヒイロもそう言うわよ」

　ヒイロと二人きりが恥ずかしいのもあるけど、二人がいなくなったら寂しいという気持ちの方が大きい。奏も咲姫先せん輩ぱいもヒイロにとっては攻略対象で、強力なライバルだけど。

　何だかんだで、私は四人での生活を楽しんでいる。それはヒイロだけじゃなく、この二人も同じだと思う。

「……た、ただいま……」

　思考を巡めぐらせていると、歯切れの悪い声が玄げん関かんから聞こえてきた。その声が誰か認かく識にんした瞬間、心臓があり得ない速度で鼓こ動どうを打ち始めた。

　恥ずかしくて声がする方へ向けない。どんな顔をすればいいか分からない。

　駆かけ寄る音に頑がん張ばって振ふり返ると、すぐ目の前にヒイロの顔があった。次の瞬間、彼は私にとんでもない事をした。

「り、梨り香かさん…………。梨香さんが……梨香さんがいるっ!!　消えてないっ!!」

　意味の分からないことを言いながら、ヒイロは私を強く抱だきしめたのだ。

「わっ!?　やっ!?　えっ!?　ちょっ!?　そ、そのっ!?」

　どうしたらいいのか分からず、私はただヒイロの腕うでの中でバタバタと暴れるだけだった。わずかな時間のはずなのに、嬉しすぎて私には数分にも数時間にも感じられるほどだった。

「そうだ、お祝いしましょう！　僕、ケーキ買ってきます！」

　お祝いって私たちのクラスが優勝した事に対してかな？　さっきからヒイロの言動が理解できないんだけど。

　ヒイロが部屋に向かい、私の視界から消えて、今起きた事を頭の中でリピートしてみた。

　……………………………………………………………………………………………………。

「久く檀だん様、意識をしっかり持つですっ!!」

　もう二度と思い出さないようにしよう。気絶する。







　良かった。梨香さんが消えてなくて。これからも一緒にいられる。

　……あれ？　でも、消えてないって事は、本当に好きになった人に気持ちを伝えたって事だよね。……梨香さん、僕に好きとか言ってないし……って事は、僕じゃない誰だれかに想いを伝えたって事だよね。僕が気づかないうちに誰かを好きになって、告白までしてたなんて……。ちょっとショック。

　でも梨香さんとまた喋しやべったり、一緒にいられるんだ。これ以上を望むのは贅ぜい沢たくだ。

　制服から私服に着き替がえ、皆みんなの前に戻もどる。奏ちゃんと咲姫先輩はいつも通りだけど、梨香さんの顔が茹ゆでダコ以上の赤さになっていた。何かあったのかな？

「僕はチーズケーキにしますけど、皆は何が良いですか？」

「奏はイチゴ大福ケーキが良いです！」

「そんな和と洋の融ゆう合ごうはあり得ないので、ショートケーキ買ってくるね！」

　奏ちゃんが求めるケーキは、奇き抜ばつにもほどがある。

「わたくしはモンブランが良いですわ。モンブランの形がおっぱいに似てて好きですの」

「モンブランが好きな人に謝った方がいいと思いますっ!!」

　本当に変態だね、咲姫先輩は。

「梨香さんは？　何が良いです？」

「わ、私っ!?　え、えっと……ミ、ミルフィーユが食べたい」

「分かりました。じゃあ、ちょっと商店街まで行ってきますね」

　何で梨香さんはあんなにおどおどしてるんだろう？　あ、もしかして好きな人に告白したドキドキが残ってるのかな？　顔も赤いし、そうに違ちがいない。

　告白された人、羨うらやましいなぁ。でも嫉しつ妬となんて醜みにくいから、梨香さんの恋こいを応おう援えんしないと！

　ドアに手を掛けて僕は振り返り、

「……梨香さん。僕、梨香さんが好きな人と上手くいくこと願ってますから。力になれる事があったら言ってください」

　そう言って僕は家を後にした。

「本当にヒイロ様はラブコメ主人公属性持ちすぎです。おかげで安心したです！」

「二人が上手くいくには、まだまだ時間が必要みたいですわね。一安心ですわ」

「二人とも、安心しないでよ！　…………もうっ！　ヒイロのバカっ!!　いい加減、気づきなさいよ！　奏や咲姫先輩だけじゃなくて、私も攻こう略りやく対象なんだからねっ!!」

　家の中から僕に向けて何かを言われたような気がしたけど、気のせいだよね。

　商店街を目指しながら、胸ポケットから持ってきた手紙を出す。消しよう滅めつ試練を達成したら、どうなるか見るためだ。『達成！』とか書かれてたら分かりやすいんだけどね。





『久檀梨香の消滅試練変へん更こう：好きになった人に攻略される事。

　試練達成までの期間変更：未定』






　……見なかった事にしよう。今は梨香さんと……ううん、三人と一緒にいられる事を喜ぼう。これからどんな消滅試練を課せられても、僕は絶対に達成してみせる。それが、彼女たちを三次元へ呼んだ僕の責任だ。




　何よりも、僕が皆と一緒にいたいから。







　あとがき




　はじめまして。趣しゆ味みは妄もう想そうで、好きな食べ物は鶏とり肉にくとタコ焼き。苦手な食べ物は口の中の水分を根こそぎ奪うばい取とっていく食べ物の天あま音ねマサキです。

　未いまだにペンネームで呼ばれることや自身で書くことに激しく抵てい抗こうがありますが、今後とも天音マサキを宜よろしくお願いします。




　今作『僕の欲ヒロ望インは手に負えない』を手にとっていただき、ありがとうございます。

　第十七回スニーカー大賞にて身に余る《特別賞》をいただき、デビューさせていただきました。国語の成績が五段階評価で『二』や『三』だった私が受賞できたのは、奇き跡せき以外のなにものでもありません。

　この調子で宝くじ一等でも当たりませんか？　のんびり作家ライフを楽しみたいので、神様お願いします。買ってないから、当たるはずありませんが。




　さてさて、あとがきというものは大変ですね。何を書いたら良いのやらさっぱり分かりません。担当のＵさんに「どこまでできるか頑がん張ばってみたい」と言ったことを深く後こう悔かいしております。

　そうですね。では、私が作家を目指した理由でもお話ししようと思います。

　これなら原げん稿こう用紙数百枚でも足りないはずです。ぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたとしても、一ページぐらいの分量になるはず。ナイス案です、私！　では、お話しします。私が作家を目指した理由は……




　物語を考えるのが好きだからですっ!!




　あれ？　凝縮しすぎじゃない？　一行っていうか十七文字で片付いちゃったよ？

　と自己ツッコミを入れて、この話は終わりにしましょう。




　さてさて、まだあとがきには余よ裕ゆうがありますね。では、今作のジャンルであるラブコメを何な故ぜ書いたのかお話ししようと思います。

　これまで書いた作品がファンタジー物ばかりだった私が、ラブコメに挑ちよう戦せんしようとした理由も長々と書けば、原稿用紙二百枚ぐらいにはなってしまいます。適度に整理すれば、原稿一枚分ぐらいにはなるでしょう。今度こそしっかりやれ、私。




　一度、ラブコメを書いてみよう。




　……さて、次巻の予告でもしたいと思います。べ、別に整理しすぎて文字数が稼かせげなかったから、慌あわてて予告しているわけじゃありませんからね。




　さて予告です。確定と予定の部分がありますので、次巻を読んでいただいた後に、此方こちらのあとがきと見比べてみるのも面おも白しろいかもしれません。




　次の消しよう滅めつ試練は、自分の苦く悩のうに気づいていない語ご尾びが特とく徴ちよう的なあっちの娘こです！

　さらに新ヒロイン登場でヒイロと梨り香かの関係に進展がっ!?

　新ヒロインは新たな梨香の恋こいのライバルになるのかっ!?

　そしてヒイロは数多あまたの理り不ふ尽じんを乗のり越こえ梨香の気持ちに気づき、あの娘この消滅試練を達成できるのかっ!?




　ではそろそろ、あとがきで一番書きたかった多方面の方々への謝辞を。

　選考委員の先生方、スニーカー編集部の皆みな様さま方、受賞に至るまで私の作品に携たずさわってくださった皆様方。家族や友人、その他ほか沢たく山さんの方々。私がデビューできたのは他ならぬ皆様のおかげです。本当にありがとうございました。

　担当のＵさんには、ご迷めい惑わくをかけてばかりでした。沢山のアイデアをいただき、その力添ぞえあって今作を完成させることができました。ありがとうございます。

　可愛かわいらしいイラストを描えがいていただいた〆しめ鯖さばコハダさん。〆鯖さんの可愛らしいキャラクターのおかげで、ようやく今作に華はながでました。デスクトップＰＣ、ノートＰＣ、スマートフォン、ＰＳ３等の壁かべ紙がみは表紙のイラストになっております。本当にいつ見ても可愛いです。ありがとうございます。

　夢を叶かなえてくださった皆様には、何度御お礼れいを言っても足りません。本当に！　本当にありがとうございます！

　そして、この本が書店に並ぶまでに携わってくださった方々と、この本を手にとっていただいた皆様にも多大なる御礼を申し上げます。願うことなら、次巻でもお会いできることを祈いのっております。


天音　マサキ　　


















本書は、第十七回スニーカー大賞（選考委員：岩いわ井い恭きよう平へい、竹たけ田だ靑せい滋じ、ＴＨＯＲＥＳ柴しば本もと／二〇一二年五月発表）の特別賞受賞作「三次元への招待状」を改題し、加筆・修正したものです。
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